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序幕





　彼女の姿を思い出す。

　甘い匂においのする髪。

　無ぶ愛あい想そうなへの字の口もと。

　深い湖の色をたたえる静かな瞳ひとみ。

　そして、頭には二本の――



　私は自宅の台所で明かりもつけずにジッと待っている。

　携帯電話を握りしめながら、もう片方の手で消火器がすぐそばにあることを確認。

　これで何度目だろうか。

　大丈夫。

　消火器はいつでも使える状態になっている。

　この家は車道から離れた奥まった場所に建っている。

　そのため、表の路地の人通りは少ない。聞こえるのは、静まることを知らない私の心臓の音だけ。

　携帯電話で時間を見る。

　午後十時三十一分。

　もうすぐ、あの子が教えてくれた時間。

　もうすぐ、それが起きる。

　起きるはず。

　私はあの子のことを思い出す。

　小さくて、無ぶ愛あい想そうで、甘いものが好きで――

　薄れていく彼女の姿。

　せめてすべて終わるまで消えるな、この記憶。

　私はあの子の言葉を思い出す。

『この予言を聞いてどうするかは、あなたが決めて』

　そう私に言ったとき、あの子はどんな顔をしていただろうか？

　もう……思い出せない。

「クダン、ごめんね」

　離れていく記憶を逃さないように、静まりきった闇やみの中で、あの子の名前を小さく呟つぶやいた。

「……!?」

　そのとき物音を聞いた。

　かすかな足音と、水がまかれているような妙な音。

　それらは、私が潜んでいる台所から少し離れた場所から聞こえてくる。

　いまのうちだ。

　私は警察に電話をして、何度も練習してきた言葉を告げる。

　警察はすぐに来きてくれるという。

　あとは気づかれないうちに逃げるだけ。

　電話に気をとられていたが、物音はまだ外に聞こえている。

　足音は家の周囲をまわっているようだった。

　そして、あの妙な水の音も聞こえ続けている。

「この臭においは……」

　どこからか漂ってくる刺激臭。私はすぐにその臭いの正体に気づいた。

「ガソリン!?」

　さっきから聞こえる物音は家の周囲にガソリンをまく音だったのだ。

　私はそのことに気づいた途端、身の毛がよだつのを覚えた。

　もし、いま火をつけられたら逃げ場を失う。



　怖い！



　たった一人家に残ったこと。

　その無謀さに私は激しく後悔した。

　私は震える足で立ち上がる。

　急いで逃げなければいけないのに、重くて邪魔な消火器を手放すことはできなかった。

　いまの私には武器が必要だった。

　そして、勇気が。

　私は闇やみの中に溶け込むように記憶から薄れていく、あの子のことを思い出す。

　彼女の姿が、私に力を与えてくれる。

「大丈夫、私はもう負けないから」

　足音を忍ばせ、台所の裏口へと向かった。

　片手に消火器をぶら下げ、もう一方の手で裏口の戸を開ける。

　勝手知ったる自分の家なので、暗くら闇やみの中でもスムーズにたどり着くことができた。

　私は手に触れたノブの感触に嬉うれしくなり、急いで戸を開けて飛び出した。



　――迂う闊かつにも、外を確認することなく。



　裏口の外にはオレンジの明かりが浮かび上がっていた。

　揺らめく光。

　それはむき出しの炎。

　棒のようにねじった新聞紙の先が燃え上がっている。

「ひっ！」

　私は喉のどを痙けい攣れんさせたような小さな悲鳴をあげた。

　そして、鼻につんと突き刺さるガソリンの臭においに気づく。反射的に足あし下もとを見ると、コンクリートの地面が黒く濡ぬれていた。

「あ、ああ……」

　こんな恐ろしいことをやってのける、凶暴な炎の悪魔。

　そのおぞましい姿を、私はしっかりと両の眼めで捉えた。

「……え？」

　そこにいたのは貧相な男だった。

　薄汚れた作業着姿で猫背。

　片手には安物の使い捨てライター。

　足下には、私も知っている銘柄のお茶のペットボトル。ただしその中身はガソリンだった。

「な、なんなの……！」

　私の心の奥底から怒りが湧わき上がる。

　なにもかもが拍子抜けな炎の悪魔の姿に、私の恐怖は怒りへと変わった。



　こんな奴やつに家を燃やされる？

　こんな奴に私は焼き殺される？



「あっ、あんたなんかっ！」

　私は消火器のホースを男に向けると、思い切りレバーを握った。

　白い粉末が雲のように吹き出した。

「うわっ！」

　男の手にあった炎はあっけなく吹き消されてしまう。

　それでも私はレバーを離さない。

　武器を失い、みっともなく逃げまわる男に向けて、白い粉をおみまいしてやる。

「あんたのせいで、私はっ！　よくもっ、よくもっ！」

　こんな男のせいで私は大事なモノを失った。

　こいつのせいで！

　気づくとホースからの粉の噴出は止まっていた。

　興奮収まらず私が肩で息をしていると、車道のほうに赤い光が見えた。パトカーの回転灯の光だ。

　粉が目に入ったのか、いままで顔を押さえて呻うめいていた男も、その光に気づいたらしい。

　真っ白になった顔を上げて、私のことなど無視して逃げだそうとした。

　私はそんな男にめがけて空からになった消火器を投げつけてやる。

　消火器は男の身体からだに命中して、大きな音をたててコンクリートの床に落ちた。

　当たった場所が悪かったのか、男はその場にうずくまる。

「大丈夫ですか!?」

　ガソリンの臭においと、いまの物音に気づいたらしく、二人のお巡まわりさんが駆けてきた。



　大丈夫？

　大丈夫に決まっている。

　私は今晩起きることを知っていたのだ。

　準備万端で待ちかまえていたのだ。

　知っていた？

　待っていた？

　なぜ？



　このあたりで放火を繰り返してきた犯人を捕まえた手柄に興奮するお巡りさんは、矢継ぎ早に私に質問をしてくる。

　けれど、私はそれを聞き流して、空を見上げていた。

　消えていくあの子の面影は、家の屋根に切り取られた狭い夜空の中にしか見えない。

「ありがとう。そして……ごめんなさい」

　それは決してお巡まわりさんに向けた言葉ではない。

　誰だれに向けて言ったのか、私にはもう思い出せない。

　けれど、それは言わなければいけない言葉。

　あのとき言えなかった言葉。

　とても大切で……

　とても可哀相かわいそうな子に向けた言葉。



　そのとき、夜空に星が流れた。

　反射的に私は祈る。



　お願い。

　どこかにいる誰か。

　あなたの学校に転校してきた、その子の友達になってあげて。

　お願い。

　私の未来にはもうその子はいなくなってしまったから。

　お願い。

　お願い……



    

  









    
      

第一幕　ひとりぼっちのヌエ





　直なお辰たつの心は後ろめたさで一杯だった。

　こんな卑ひ怯きようなこと、幼なじみにすべきではない。

　しかも、告白はしていないとはいえ、好きな女の子にするなんてもってのほかだ。

　直辰がしているこんなこととは、彼女の尾行。

　もちろん、直辰だって好きでやっているわけではない。彼女の母親に頼まれて、しかたなくこんな探偵の真ま似ね事ごとみたいなことをやっているのだ。

『最近、つぐみの帰りが遅いんだけど、直ちゃん何か知らない？』

　直辰はつぐみの母親の心配そうな表情を思い出して、自分の後ろめたさを誤ご魔ま化かそうとする。

　しかし同時に、尾行をしろとまでは頼まれていないことも思い出した。

　実際、こんな面倒なことをしなくても、それとなく本人から聞けばよいことだ。

　つぐみの母親だって、幼なじみの直辰ならばうまく聞き出せるだろうと思って、相談を持ちかけたに違いない。

　だが、事はそう簡単ではない。

　つぐみの母親が思っているより、直辰とつぐみの関係は微妙なものなのだ。

　二人は幼稚園から中学校まで、ずっと同じ学校。

　高校も同じく、自宅から電車で三十分ほどの場所にある私立の成せい稜りよう高校を受験した。

　合格が決まったときには、我を忘れて二人で抱き合って喜んだものだ。

　もっとも、それはほんの瞬間のことであったが……しかし、あのときのつぐみの身体からだの、細いながら、ほわっと柔らかい感触を直辰はいまでもその腕に憶おぼえている。

　そして、真っ赤な顔をしながら、それでも嬉うれしさを堪こらえきれないといったつぐみの表情もしっかりと憶えている。

　ところが、高校に入学してから二ヶ月と少しが経過したいま、二人の間には深い溝ができていた。

　高校に入って、つぐみが変わってしまったとかそういうわけではない。聞くところによると、中学時代の友人たちとはよく遊んでいるらしい。

　溝ができたのは、直辰との間にだけだった。

　その原因は、直辰にもわかっていた。

　二人が進学した成稜高校には、二種類のクラスがある。

　優秀な生徒ばかりを集めた進学クラスと、その他ほかの生徒が集まった普通クラス。

　そして、つぐみは前者。

　直なお辰たつは……後者のクラス。

　この差は大きかった。

　当初、直辰が予想していた以上に大きかった。

　ふたつのクラスは授業の時間割も違えば、校舎の棟だって違う。

　学力の格差社会。

　同じ敷地に通っているだけで、実際には別の学校といってよいぐらいだ。

　進学クラスの集まる通称進学棟へ行くのは、上級生の教室に入るぐらい抵抗がある。いくら同じ学校とはいえ、つぐみの母親が考えるほど状況は単純ではないのだ。



　放課後、学校から出てきたつぐみを見つけた直辰は、話しかけるタイミングをつかめずにあとをついていった。直辰としては家に到着する前に声をかけられればよいと思っていたのだが、なぜかつぐみが家とは反対方向の電車に乗ってしまったあたりからおかしくなってきた。

　つぐみが降りたのは、特急電車が停車するような大きな駅。家族旅行のときに何回か降りたことがあるだけで、直辰はほとんど利用することのない駅だ。

　様々な洒落しやれた店舗の入った駅ビルはデパートのように大きく、駅前には噴水やベンチのあるちょっとした広場もある。

　買い物でもあるのだろうかと最初は思っていたが、途中でつぐみはコインロッカーからあらかじめ置いてあったらしいスポーツバッグを取り出すなど不審な行動をしはじめた。

　そんなつぐみの行動に不本意ながらも好奇心が高まっていた直辰だったが、駅ビルを出て向かったのは、なんてことはないただの漫画喫茶。

　そしていま、直辰はつぐみが入っていった漫画喫茶の前に立って、好奇心のあまり、いままですっかり忘れていた罪悪感を急浮上させているところだった。

「どうするかな……」

　漫画喫茶以外にもいろいろな店の入った雑居ビルを見上げる。

　縦に並ぶ色とりどりの看板。その向こう側に見える狭い夜空には、ほとんど星も見えない。

「前はもっと見えた気がしたけど」

　それは街の明かりのせいか、駅前にあるロータリーからの排ガスのせいなのか。

　以前、星を見たのはいつだったか思い出そうとすると、中学生だった頃ころ、まだつぐみと自然に一緒にいられた頃のことが頭に浮かんできた。

「……中学の頃だったら、話しかけることなんてホントにどうってことなかったのに」

　高校に入学して、まるでそういう決まりでもあるかのように、直辰はいっさいつぐみと接触することがなくなってしまった。

　優等生のつぐみに、自分が勝手に引け目を感じていたからだ。

　中学までは義務教育。いつも一緒にいられた。

　ところが、高校に進学した途端、これでもかというぐらいにきっちりと線引きをされた。

　つぐみは進学クラス。

　自分は普通クラス。

　明確な分かれ道。

『おまえと彼女はここでお別れだ』

　新しく始まった高校生活で一番最初に教えられたことは、そんな現実だった。

　だが、それはいつかは学ばなければいけない真実でもある。

　中学までは同じ場所にいると思っていたのに。根拠もなく、これからもずっと一緒にいられると思っていたのに……

「しょうがないよな、俺おれはつぐみみたいに頭良くないし」

　ビルの壁に寄りかかってうつむいていると、エレベーターの扉が開く気配がした。

　反射的に身を隠してから、直なお辰たつは時計を見てみる。つぐみが店に入ってから、まだ十五分ぐらいしか経たっていない。いくらなんでも出てくるにはまだ早すぎる。

　神経質になりすぎている自分に苦笑いを浮かべながら、ちらりとエレベーターのほうをのぞいてみた。

　出てきたのは変わった格好をした女性だった。

　黒いスーツのような上着に、これまた黒の長めのスカート。上着の下には少しフリルのついたシャツを着て、赤いリボンをネクタイのようにたらしている。

　髪型はツインテールで、赤の口紅。

　なにかのライブイベントにでも参加しに行くといった感じの独特の服装だったが、直辰はそれより彼女が手に持っているものに目がいった。

　それはつぐみがコインロッカーから取り出したバッグと同じ形だった。

「えっ、嘘うそだろ……」

　エレベーターから出てきた彼女から身を隠しながら、直辰は我が目を疑った。

　インパクトある服装に気をとられてしまっていたが、出てきた女性はつぐみだった。

　幼なじみの直辰でさえ、一瞬、気づかないほどの変身ぶり。

　つぐみはそのまま直辰のすぐ側そばを通り過ぎていく。

　その横顔を見て確信する。

　やはりつぐみに間違いない。

　コインロッカーから取り出したあのスポーツバッグの中に、いま着ている服が入っていたのだろう。それを漫画喫茶の中で着替えたのだ。

　直辰はあまり入ったことはないが、漫画喫茶には個室になっている店もあるらしい。着替えをするにはちょうど良い場所なのだろう。

　しかし、そうまでしてあのような格好に着替え、いったいつぐみはなにをするつもりなのか？

「なんなんだよ、くそっ！」

　考えがまとまらないまま、直なお辰たつはとにかく追跡を再開した。

　つぐみはまた駅のほうへと向かっていく。

　駅前の交差点とバスのロータリーを避けるための歩道橋が交差した、ちょっとした噴水と植え込みのある広場。

　駅ビルから出てくる人、入っていく人、たくさんの人が広場を行き交い、その人ひと混ごみの中に直辰はつぐみの姿を見失ってしまう。

「しまった！」

　直辰もその人混みの中に飛び込み、あたりを見渡す。

　背広姿のサラリーマン、制服姿の高校生、携帯電話を操作しながら歩く女性。

　みんなまるで急ぎの用事があるかのように足早に通り過ぎていく。

　この広場に立ち止まっているのは自分だけ。

　なにか場違いな気がした。

　知らない街。

　知らない駅。

　この広場には独特の雰囲気がある。

　直辰は取り巻く人混みに飲み込まれまいと、必死につぐみの姿を捜しまわった。

　すると、この見知らぬ街の風景に、ひとつだけ見覚えのあるものが見えた。

　それは遠くに見えるテレビ塔。このあたりでは一番高い建物で、学校の窓からもよく見える。この街のシンボルマーク的な存在だ。

　昼間は地味な色であまり目立たないが、日が暮れるとグリーンの光でライトアップされるので、遠くからでもよく見える。

　そんな見慣れたテレビ塔の姿が見える方向――そこに偶然にもつぐみがいた。

　誰だれもが通り過ぎていく広場の中で、彼女はグリーンのテレビ塔を背景にして一人立ち止まり、自分と同様に誰かを捜しているかのようにあたりを見回している。

「まさか、デートとかじゃないだろうな？」

　直辰はふと思い浮かんだ自分の想像にぎょっとした。

　放課後、学校の制服を着替えて、あんな格好で男と待ち合わせ？

　そんな大胆なことをするような奴やつではなかった。

　つぐみはもっとおとなしくて、真面目まじめな奴のはず。

　こんな知らない街で誰かを待っているのではなく、通学路で学校であったことを可お笑かしそうに話しているほうが似合う、そんな奴だったはず。

　直辰は知らず知らずのうちに両手の拳こぶしを握りしめ、険しい目つきでつぐみを観察する。

　すると、つぐみの表情が急に明るくなって、嬉うれし笑いを堪こらえたような顔で駆けだした。それはまさしく待ち人来きたるといった仕草だ。

　つぐみにあんな顔をさせる奴とはいったいどんな奴なのか？

　その顔を拝んでやらねば、とても帰ることはできないと思い、直辰が植え込みの陰からつぐみの後ろ姿を目で追っていると、その相手の姿が見えた。

「な、なんだよ～」

　思わず脱力する。

　なんてことない、その相手はつぐみと同い年ぐらいの女子。しかも、それは直なお辰たつも知っている人物だった。

「あれって、うちのクラスの転校生じゃないか」

　遠目からでもそれがわかったのは、彼女の着ている制服のおかげだった。

　直辰の学校はブレザーだが、彼女はこのあたりでは見かけないデザインのセーラー服に、白のニーソックス。なにより目立つのは、丸い妙なデザインの帽子。

　なんでも急な転校だったので新しい制服が間まに合わなかったらしいが、その割には転校してから一ヶ月も経たつのにまだあの格好で登校してくる。端はなから指定の制服を着るつもりがないんじゃないかと囁ささやくクラスメイトもいた。

　そういえば教室でもいつも帽子を被かぶっていたりして、妙な奴やつだと思っていた。

　なにか服装にこだわりでもあるのだろう。

　名前は、たしか神楽かぐらクダン。

　やたら無ぶ愛あい想そうなので、いまだにクラスに友達ができた気配はない。

　少なくとも直辰は一度も口をきいたことがなかった。

　そんなクダンが、なぜつぐみと待ち合わせなどしているのか――

「って、あれ？」

　駆け寄ってきたつぐみを、クダンは教室にいるときと同じ無愛想な顔のまま、無視して行ってしまった。

「なんなんだ？」

　どうも状況がよくわからなくなってきた。

　つぐみはクダンと待ち合わせをしていたというわけではないのだろうか？

　クダンのほうはマイペースですたすたと植え込みのほうに向かうと、持ってきた折りたたみ式の椅い子すを広げている。

　なにを始めようというのだろうか。

　一方、完かん璧ぺきに無視されたつぐみは、意にも介さない様子で植え込みの縁に腰を下ろして、クダンの姿を眺めている。

　二人の間には友達とも他人ともつかない、微妙な距離感があった。

「ん、なにか話しかけている？」

　つぐみの口がパクパクと動いているように見える。

　それに対してクダンのほうはさっきからなにかの準備に集中しており、つぐみの言葉に受け答えしている様子はない。一方的につぐみが話しかけているだけという感じだ。

　いったいなにを話しているのだろうか？

　直辰は気になってしようがない。

「こうなったら、とことんやるしかないか……」

　そう決心すると、直なお辰たつは二人の近くへとこっそり近づき、植え込みの反対側の位置をキープした。ここなら見つからずに、二人の会話を盗み聞きすることができる。

「これはおばさんに頼まれたんでしかたなくやっているんだからな」

　盗み聞きという男らしくない行為を自己弁護しながら、直辰は二人のいる方向に耳を澄ました。

「また、下へ手たな占いを始めるつもりなの？」

　それは間違いなくつぐみの声。

　ただ、声は一緒だったが、直辰にはそれがつぐみだとは思えなかった。

「そんな無ぶ愛あい想そうな顔じゃあ、占っているというより、呪のろってるって思われそうだね」

「そんなことができるなら、真っ先にあなたを呪ってるから」

　準備を終えたらしいクダンは、折りたたみ椅い子すにちょこんと腰を下ろして、つぐみのほうを見ることもなくボソリと辛しん辣らつな反撃をした。

「あれっ、それじゃあまるで占いのほうはちゃんとできるみたいな言い方じゃない」

　つぐみのほうも負けてはいない。

「できるわよ。あなたの性格は最悪最凶。まわりの人に不快感を与えるだけなので、今後は外出を控えましょう――どう、当たってるでしょ」

「それって占いっていうの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ごめん、残酷な事実を伝えるだけが占いじゃなかったわね。その回避方法を教えないと」

「ふん、だったら私はどうしたらいいのかな？」

「とりあえず来世はミジンコからやりなおすのね。十回ぐらい輪りん廻ね転生すれば、ヤドカリぐらいにはなれるかも。いまよりだいぶマシのはず」

「現世ではなにをしても無駄ですか」

「とりあえず、その耳障りな音を発する口を閉じて、ついでに息も止めて二酸化炭素を吐き出さないでくれる。それがいまのあなたにできる最大の社会貢献ね」

「社会貢献なら、あなたのインチキ占いを妨害して被害者を減らすほうが先決だと思うんだけど。人の弱みにつけこんで小銭を巻き上げる霊感商法。その主犯は現役女子高生。ワイドショーが大喜びのネタよ」

　つぐみは目を細めて、クダンの横顔を楽しげに見つめた。

「な、なんだよ、この会話……」

　一方、植え込みの陰で直なお辰たつは顔をひきつらせていた。

　端はたで聞いているだけで、魂が擦り切れてしまうような毒舌合戦。女の口くち喧げん嘩かは恐ろしいものだが、とてもこれが自分の知っているつぐみとは思えない。

「だいたいね、セーラー服で占いをするなんて、若さと萌もえ記号だけで商売しようという魂胆が見え見えなの」

「こっ、これは、そんな妙なこと考えて着ているわけじゃない！」

　いままで互角に舌戦をしていたクダンであったが、セーラー服という服装について茶化されると途端に動揺しはじめた。震えているというわけでもないのに、なぜか頭の帽子が小刻みに揺れているように見える。

　クダンは顔を赤らめながら、足あし下もとのバッグから薄手のパーカーを取り出すと、セーラー服の上に羽は織おる。そして、いつも被かぶっている帽子を取ったかと思うと、素早くフードを被り直して顔を隠した。

　もうすぐ梅雨も始まるというのに、なんとも暑苦しい格好だ。

「セーラー服は隠れたけど、有り得なさは三割増って感じね。なにそれ、魔法使いのコスプレのつもり？」

「うるさい、黙れ」

　クダンは帽子を乱暴にバッグに突っ込んでから、フードを両手でつかむと顔を隠すように引っ張った。

　どうやら本気で恥ずかしがっているらしい。

　そんなクダンの様子に、つぐみは「ふん」と小さく鼻を鳴らし黙り込んだ。

　一時休戦といったところか。

　これ以上の緊迫した空気に耐えられそうにもなかったので、二人の背後で聞き耳をたてていた直辰もほっと一息をつく。

　そして、じっとクダンのほうを見つめたまま視線を動かさないつぐみの顔を盗み見た。

　あれだけクダンへ悪態をついていたのに、なぜかそこには嫌けん悪おといった表情は無く、どこか悲しげでさえあった。

　なぜそんな顔をしているのだろう？

　その格好といい、言動といい、まったくちぐはぐで直なお辰たつは混乱させられるばかりだ。

　そもそも、このつぐみはいったいなんなんだ。

　幼稚園の頃ころからずっと知っているが、こんな口の悪い奴やつではなかった。

　もしかして、やはりこの人物はつぐみとは別人なのだろうか。

　ただ、顔が似ているだけで……

「まさか、これがドッペルゲンガー？」

　直辰は学校内で囁ささやかれている、ある噂うわさ話を思い出した。

　それは噂話というよりは、怪談に近い。

　どこからか現れる、自分とそっくりな姿形をした、もう一人の人物。

　その人物――ドッペルゲンガーと出会ってしまったら不幸が起きる。

　実際、そのドッペルゲンガーに出会ったという生徒は何人もいるらしい。

　さらに、このドッペルゲンガーに関する情報交換をするための『コクバン』と呼ばれる専用の携帯サイトまであるというのだから驚かされる。学校にありがちな怪談にしては手が込んでいる話だ。

　直辰はあまり携帯電話を利用しないタイプであり、そういうオカルトっぽいことにも興味が無いので、そのサイトにアクセスしたことはなかった。

　ただし、同級生たちが話題にしているのはよく耳にする。たぶん一度もアクセスしたことがない自分のほうが珍しいのだろう。

　直辰は、こんなことなら一度ぐらいドッペルゲンガーのことをそのサイトで読んでおけばよかったと後悔する。

　ただ、救いだったのは出会ったのが自分自身ではないことだ。

　他人のドッペルゲンガーに出会っても不幸になるのかどうかは知らないが、少なくとも自分そっくりの人物に出会うよりは怖くない。

「こうなったら……」

　直辰はいろいろ悩んだ末、そこにいるつぐみそっくりの人物に直接問いただしてみることを決意した。

　このまま隠れているより、そのほうが直辰の性に合っている。

　まずはそっとこの場を離れ、ぐるりと遠まわりをして駅ビルの中へと移動した。

　もしも、相手が本物のつぐみであったことを考えると、自分が尾行していたと思われるのだけは避けたかったからだ。

　駅ビルの中から、もう一度、二人の様子を観察する。

　すると、つぐみのこともさることながら、その脇わきで仏ぶつ頂ちよう面づらで座っているクダンのほうも気になった。

　クダンの前には持ち運びのできる折りたたみの椅い子す。そして、小さな机には段ボールかなにかで作ったような立て看板が置いてあり、マジックで『占いします』と書いてある。

　誰だれも歌を聞いてくれないストリートミュージシャンよりも、もっとわびしい空気がそこからは漂ってきている。

　いったい高校生がこんなところでなにをしているのだろうか。

　いや、占いをしようとしていることはわかるのだが……なんというかそのクダンの姿には、「それは有り得ないから」と諭さとしてあげたい気持ちにさせるなにかがあった。

　しかし、いまはそんな勘違い系の転校生に正しい道を諭すよりも重要なことがある。

　直なお辰たつはクダンから視線をそらすと、ドッペルゲンガーかもしれないつぐみのほうに狙ねらいを定める。

　そして、精一杯、平静を保ちながら二人のいる方向へ歩を進め――

「あれっ？」

　わざと聞こえるように驚きの声をあげると、つぐみのほうに近づいた。

「つぐみだろ？」

　こんなところで奇遇だなという演技を精一杯しながら声をかける。

　すると、そのつぐみはまったく表情を変えることなく、静かな瞳ひとみでこちらを見つめ、ぽつりと呟つぶやいた。

「誰、あなた？」

　その声はつぐみそのものであったが、直辰の知っている声とはまったく異質の響きを含んでいた。

「誰って……直辰だよ、近所の！」

　なんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい説明をしているんだと、自分で思った。

　もし、つぐみだったら自分のことを知らないわけがない。

　やはり別人なのか？

　自分のことを知らない、イコール、つぐみではない。

　それで良いのか？

　結論を出して良いのか？

　なにかがおかしい。

　この人物がつぐみでないとするのなら、なぜこんなに胸が痛むのだろう？

「私、つぐみなんて名前じゃないけど？」

「なに言ってるんだよ、おい？」

　知らずに声が震えていた。

　つぐみではない、イコール、ドッペルゲンガー？

　本当に、そうなのか？

　戸惑いと驚きと恐怖が混在して、直辰の身体からだの中で渦巻いた。

　そんな直辰とは対照的に、どこまでも冷淡な口く調ちようで彼女は決定的な言葉を言い放った。



「私の名はヌエ。私はあなたなんて知らない」



　　　◆◇◆



　翌日、直なお辰たつは少し早めに登校した。

　例のドッペルゲンガーに関するサイトのアクセスのしかたを誰だれかに教えてもらうためである。教室で携帯電話を使用するのは校則で禁止されているが、担任がまだ来きていない朝の時間は治外法権である。

「なんだよ、直辰。おまえ、コクバンのアドレス知らないのか？」

　朝練を終えたばかりの野球部の友人が呆あきれた顔をする。

　そして、日焼けした手で自分の携帯電話を取り出すと、手て際ぎわよくアドレスを画面に表示してくれた。あまり携帯電話をいじっているタイプには見えないくせに、妙に手際が良いので、思わず直辰は尋ねた。

「なあ、コクバンってみんな知ってるものなのか？」

「ああ、俺おれは野球部の連絡なんかに使っているからな。練習試合の日程とかさ」

「へえ、そういう使い方もあるんだ」

　思った以上に、コクバンというものは生徒の間に広まっているらしい。

「けど、直辰はなんでいまさら？」

「ドッペルゲンガーのことを調べたくて」

「なんだよそれ」

「いや、ちょっとな……」

　昨晩のことを思い出すと、身体からだからじわっと汗がにじみ出すほど恥ずかしかった。

　あのあと直辰は、ヌエの冷ややかな視線に耐えきれず、アホみたいに照れ笑いを浮かべて、その場を逃げ出した。

　そして、帰宅方向の電車に乗るまで、まともに頭がまわらなかった。

　とにかく、あのつぐみの顔をしたヌエという女から、少しでも遠くに離れたかったのだ。

　直辰は、あんな目で見られた経験は無かった。

　それは、なにかを試されているような――強いていえば、難しい問題を解かせようとしているときの教師の目に近い。

　解けない生徒に対して、憤りを通り越して、あきらめの表情を向けているときの目。

　そんないたたまれない気持ちにさせる視線だった。

　なぜそんな目で見られたのか、直辰にはわからない。

　帰宅してからも、あのヌエの視線が頭から離れなかった。

　もしかすると、彼女は本当にドッペルゲンガーだったのかもしれない。

　あれがつぐみではなく、自分と同じ姿の者にあのような目で見られたら……なにか不吉な呪のろいをかけられても不思議ではない。

　オカルトを信じない直なお辰たつだったが、真剣にそんなことを考えてしまう。

「ええっと、これでいいんだっけ？」

「違うって、こうだよ。貸してみろ」

　そう言って野球部の友人は、直辰から携帯電話を取り上げた。

「悪いな」

　友人が携帯電話を操作しているのを、直辰は手持ちぶさたに眺める。

　本当ならコクバンなどというまわりくどい方法ではなく、直接、進学クラスに行ってつぐみに問いただしたい気持ちだった。しかし、それには大きなハードルがある。

「……おまえ、進学棟に行ったことある？」

「あるわけないだろ。なに言ってるんだ？」

　野球部の友人は、直辰の馬ば鹿かな質問に怪け訝げんそうな顔をした。

「だよな～。あそこは別世界だもんな」

「勉強のしすぎで、おかしくなってる連中ばかりだからな。噂うわさだと、進学クラスの三分の一ぐらいは途中でリタイアするらしいぞ」

「リタイアって？」

「不登校になったり、退学したり、ひどいと病院行きになったりするんだってさ。野球部の先輩が言ってた」

「ホントかよ。ヤバすぎだろ、それ」

　それが半分冗談の大げさな噂だということはわかっている。普通クラスでは、進学クラスの悪口は定番の話題だった。もっとも、向こうもこちらのことを進学率のお荷物集団とか言っているそうだからお互い様だ。

　このように普通クラスと進学クラスは伝統的に仲が悪く、互いの教室に行き来きするなんてことは絶対にない。別に他ほかのクラスの教室に入ってはいけないという校則があるわけではないのだが、ずっと前からそれは生徒の間だけの暗黙の了解とされてきた。

　学校という場所には、こういった暗黙の了解がたくさんある。

　それを破ればろくなことはない。変わり者のレッテルを貼はられ、下へ手たすればクラスで浮いた存在となることだろう。

　直辰がつぐみの教室を訪ねられないのには、そんな根深い理由があったのだ。

「ほら、あとは自分でやれるだろ」

「おっ、サンクス」

　返してもらった携帯電話には、すでにコクバンのトップページが表示されていた。



【この電子掲示板はドッペルゲンガーに関する情報交換のために作られました】



　直辰はそのドッペルゲンガーという言葉を見て、ごくりとつばを飲む。

　サイトの正式名称は『虚こ空くう蔵ぞう板ばん』というらしいが、直なお辰たつにはなんて読むかわからない。みんなは『コクバン』という愛称で呼んでいる。

　クラスと学籍番号、そして名前を登録するだけで、すぐにコクバンの中身を見ることができるようになった。

　なにもかも初めての直辰は、恐る恐る読んでみたが、その内容は拍子抜けなものだった。

「なんだよこれ、ただ雑談してるだけじゃないか……」

　さっきまで緊張して操作していた携帯電話のボタンを、片手でぽちぽち押しながら、直辰は呆あきれた声をあげた。

　コクバンはいわゆる電子掲示板という、利用者が好きに書き込みをしていくというものだった。使用者のプロフィールをアップする場所もあって、本名で登録している生徒と、ハンドルネームを使用している生徒の比率は半々ぐらいだ。中には直辰も知っている同級生の名前もある。

　内容は学校内に関するものが多い。

　野球部の試合結果や、演劇部の公演予定といった部活動に関すること。

　放課後、カラオケに行こうという誘いや、教師の悪口など。

　それは教室での雑談と内容は変わらない。

　ただ、下級生から上級生まで、すべての教室の雑談が一ヶ所に集まっている点が違う。

　利用者は成せい稜りよう高校の生徒に限られているようだが、それでも凄すごい書き込みの量だ。

　直辰の予想通り、利用していない自分のほうが珍しい生徒だったのだろう。

　あまりに情報量が多いので、目当ての書き込みを探しやすいようにクラスや部活などによって掲示板は分割されている。

　探してみると、直辰のクラス専用の掲示板なんてものもあった。

　当然、書き込んでいるのは直辰の同級生のはずだが、多くの生徒がハンドルネームを使っているので誰だれの書き込みかはよくわからない。



【影かげ法ぼう師しさんが紹介していたケーキ屋のモンブラン、いつも売り切れで買えないよ～】

【友達が食べたって。おいしいらしいよ】

【昨日、近所で火事発生。マジでビビッた！】

【また、連続放火魔ジャネーノ？】

【俺おれの近所にも消防車が走りまわってた】

【なんか、ク○ンがむかつくんですけど。なにあれ？】

【クダ○が、夜のバイトしているという噂うわさ】

【くわしく！】



　コクバンを読んでみる限りでは、クダンの評判はあまり良くないようだ。

　あの無ぶ愛あい想そうな態度ではしかたないとは思うが、それにしても本人には内緒でこんなところで悪口を言うのはどうかと思う。

　こういうノリを直なお辰たつはあまり好きになれなかった。

　昨日のこともあったのでクダンに関する書き込みをなんとなく読んでいると、ちょうどそこへ本人がやってきた。

　悪いことをしているわけではないのに、直辰は気まずい顔をして携帯電話をしまう。

　クダンは昨日と同じ格好だった。

　一人だけみんなと違うセーラー服に、真っ白のニーソックスをしわひとつなくぴっちりと履いている。頭にはいつもの丸い帽子を被かぶる――というよりは乗せている。

　こうして見てみると、クダンは女子の中でもかなり小柄である。ただ背は低いが、手足がすらっと細く、いわゆる少年体型というやつだった。

　クダンは教室に入っても、仲の良い友達がどこにいるのか捜したり、人がなにをしているのかのぞき込んだり、そういうことはまったくしない。

　ただ、教室に入り、自分の席へとまっすぐ向かうだけだ。

　直辰がそんなクダンのことを観察していると、ふと目が合った。

　クダンは立ち止まり、無表情のままじっとこちらを見つめている。

　このまま目をそらすのも気が引けたので、なにか言わねばと思い、ぱくぱくと口を動かすが、「よお」と「おはよう」が混ざった意味不明の挨あい拶さつをするのが精一杯だった。

　そんなみっともないほどに動揺している直辰に、クダンは少しだけ表情を緩ゆるめた。



    

  
    
      



    

  
    
      　もしかすると、それは笑みと分類されるものだったのかもしれない。

　ともかく、クダンのそんな表情を見るのは、直なお辰たつにとってはこれが初めてだった。

　そして、たったそれだけの表情の変化が、直辰にとってはクダンとの距離を縮めてくれた気がした。

「あ、あのさ」

　この勢いに乗じて、直辰は思い切ってクダンに声をかけた。

「なあに？」

　帰ってきたのは冷たい返事。

　さっきの柔にゆう和わな態度は気のせいだったのだろうか。

　思わず心が挫くじけそうになるのをぐっと奮い起こして、さらに突撃。

「昨日、駅前の広場にいただろ？」

「なんでそんなこと聞くの？」

「なんで……って、昨日、俺おれと会っただろ！」

「本当に？」

「会ったって。セーラー服の占い師なんて、見間違えるわけないだろ」

「……！」

　クダンはちょっとだけ目を見開き、じっと上目遣いにこちらをにらみつけた。

　小柄のクダンにこうしてにらまれると、なぜだか強い罪悪感が湧わき上がる。

　いったいどうして怒らせてしまったのだろうかと思っていると、クダンの頬ほおが少し赤くなっていることに気づいた。そして、また頭の帽子が揺れている。

　もしかして、恥ずかしがっているのだろうか。

　そういえば昨日もセーラー服のままで占いをしていることを茶化され、嫌がっていたようだったが……いま自分は、触れてはならないところに触れてしまったのか？

「いっ、いや、セーラー服とかは別にどうでもいいことで……実は、一緒にいた子のことを聞きたいんだけど」

「……ヌエのことを？」

　クダンは帽子の位置が気になるのか、ぽむぽむと叩たたきながら、伏し目がちに顔をそらして答えた。やはり占いをしていることはあまり触れられたくないらしい。

「ああ、そういえば、昨日、いきなり声をかけてきたと思ったら、すぐにどこか行っちゃった変な男子がいたけど。あれが、あなただったの？」

「う、うん、俺だったんだけど……もしかして、いままで本気で気づいてなかった？」

「ごめんなさい。まだ、クラスみんなの顔を憶おぼえていなくて」

「そんなに俺って影薄いかなぁ……」

　クダンの言葉に、ちょっと傷ついた直辰だった。

「それで、ヌエになにか用なの？」

「用というか……あの子って、本当にヌエって名前なの？」

「本当って、どういう意味？」

「本名なのかなって思って」

　我ながら不審な質問だと思うが、他ほかに聞きようがなかった。

「本名かどうかなんて知らない。たまにあそこで会うだけだから。ヌエのことを知りたければコクバンを見てみれば？」

　それだけ言うと、クダンは直なお辰たつの横をすっと通り抜け、自分の席についた。

　まだ聞きたいことはあったが、席に座ったクダンからは話しかけづらいオーラが漂っている。

「……コクバンを？」

　転校生のクダンから、コクバンの名前が出てくるとは思わなかった。

　しかたなく、直辰はさっきしまった携帯電話を取り出す。

　ドッペルゲンガーに関する情報交換用の電子掲示板のコクバン。ここにヌエに関することが書かれているということは……やはり、彼女はつぐみのドッペルゲンガーだったとでもいうのだろうか？

　直辰は携帯電話でもう一度コクバンにアクセスすると、慣れない操作に悪戦苦闘しながら掲示板の中に潜むヌエの存在を探しはじめた。



　　　◆◇◆



　ふと気づくと、窓の外からオレンジの夕日が差し込んでいた。

　教室に残っているのは、直辰一人。

　遠くに聞こえる吹奏楽部の調子外れな音も、いつのまにかやんでいた。

　コクバンを探してみれば、ヌエの書き込みはいくつも見つかった。

　それらを直辰は何度も何度も読み返す。

　明日になれば意味を失うような薄っぺらい雑談の中で、ヌエの言葉はどこか異彩を放っている気がする。

　他の人はどう思っているかは知らないが、少なくとも直辰にはそう感じられた。

　それは、詩と呼ぶには生々しく、日記と呼ぶには外に開放されていた。

「そうだ、これって手紙みたいなんだ」

　それは宛あて名なのない手紙。

　携帯電話の中に綴つづられた、誰だれに送られたのかわからない手紙の断片。

　誰かに届いたのかもわからない手紙の断片。

　直辰は夕日が陰り、空が藍あい色いろに移り変わっていくのも気にせずに、夢中になってそれらを拾い集めた。



【夜の匂におい、光のざわめき】

【コンクリートに張り付いた記憶】

【足音に踏み固められる昨日】

【占い師だけが呼びかけた明日】



　そこに記されているものは間違いなく直なお辰たつも知っている日常なのに、ヌエの言葉はまるで別の世界を語っているかのようだった。

　たくさんのヌエの言葉。

　それらをパズルのように組み合わせていく直辰の頭に、ひとつの絵が浮かび上がる。

「あの広場だ。これは……」

　あのつぐみそっくりの、ヌエと名乗った彼女が見ていた風景。

　直辰があの広場に感じ、そして飲み込まれそうになった独特な雰囲気。

　ヌエはそれを言葉にしてコクバンに残していたのだ。

　ほとんどの生徒たちは、そんなヌエの書き込みを無視している。

　だが、あの広場にいた自分にはわかる気がした。

　ヌエがなにを伝えたいのか。

　なにを伝えられないで、苦しんでいるのか。

　たくさんあるヌエの言葉――その中でも、一番古い書き込み。



【人に願いをかけられなかった流れ星は、どこに落ちるの？】



　その書き込みを読んだ瞬間、直辰の頭に言葉が浮かんだ。



『誰だれかが見つけてあげないと可哀相かわいそうだね』

　それは、直辰自身の言葉だ。

　少し前……中学生の頃ころ。

　中学校の文化祭が終わり、直辰はつぐみと二人で帰ったことがあった。

　すっかり日も暮れて、空には星が見えた。

　グリーンにライトアップされたテレビ塔の向こう側に浮かぶ、ずっとずっと遠い光。

　いつもはスモッグと地上からの強い明かりに隠され、それほど見えないのに、その日はなぜかたくさんの星が目に飛び込んできた。

　ただ、それらは遠く、図鑑に載っているような星座をつなぐ線も見えない。

　奥知れぬ暗くら闇やみの中で針の穴から漏れる光のようにか細く……なんだか寂しい空だった。

　それでも、そのとき闇やみ夜よを流れた一筋の光は、鮮明に記憶に残っている。

　それが流れ星だとわかったときには、もう消えていた。

　願いをかける暇も無かった。

　つぐみもそうだと言っていた。

　願いをかけられた流れ星は、願いの主のもとに幸運を運ぶという。

『なら、願いをかけられなかった流れ星は？』

　つぐみの問いに、直なお辰たつは答えられなかった。

　代わりに、つぐみは呟つぶやいた。

『きっと、暗い空をずっと飛び続けるんだと思う』

　光を失ってもなお、誰だれにも見つけてもらえることなく夜空を飛び続ける流れ星。

　それは想像すると、とても悲しかった。

　だから、自分は素直に答えたのだ。

『誰かが見つけてあげないと可哀相かわいそうだね』



　直辰はようやく携帯電話から顔を上げた。

　教室は薄暗く、携帯電話の画面がぼんやりと手元を照らしている。

　下校時間はとっくに過ぎている。

「会わなきゃ」

　ぽつりと呟く。

「すぐに会わなきゃ」

　自分はヌエに会わなければならない。

　つぐみではなく、ヌエに……

　自分は会わなければならないのだ。



　　　◆◇◆



　昨晩、ヌエとクダンに出会った広場は、駅ビルに直結しており、多くの通行人が行き来きする。

　空はすっかり暗くなっていたが、広場を照らす街灯は明るい。

　駅ビルの中から漏れ出す、薄っぺらくも明るい音楽が、ぬるま湯のように耳にまとわりつく。

　目的地に向かうことだけを考える人たちの足音が、なぜか大きく耳に響く。

　自分以外はみんな足早に通り過ぎていってしまう、道の延長でしかない広場。

　ここには知っているものはない。

　歩いている人たちのことも知らないし、向こうもこちらのことは知らない。

　たくさん人がいるのに。

　たくさん光が溢あふれているのに。

　たくさん音が満ちているのに。

　ここにいるのは自分一人なのだ。

　例えば、知らない道を歩いていると、その道のりを長く感じることがある。

　それと同じかもしれない。

　知らない場所にいると、一人を強く感じる。

　街中であるとか、賑にぎやかであるとか、そんなことは関係ない。

　どんなにいろいろなものに溢あふれていても、それが自分には関かかわりのないものならば、一人でいることと変わりはない。

　闇やみの中を飛び続ける流れ星にとって、天空高くに輝く星々がもはや無縁のものであるように。



　雑踏の隙すき間まに、直なお辰たつは見つけた。

『占いします』と書かれた安っぽい立て看板。

　誰だれも座ることのない、客用の小さな折りたたみ椅い子す。

　そして、いつもの無ぶ愛あい想そうな顔つきでぽつんと座っているセーラー服占い師。

　数え切れないほどの通行人がその前を通り過ぎていく様子は、あいかわらずわびしさを感じさせる。

　まだつぐみは来きていないらしい。

　少し考えてから、直辰はクダンに近づいた。

「いらっしゃい。待ち人来きたらずの相が出ているわね」

　こちらを見上げて、クダンが感情のこもらない低い声で言った。

　直辰はクダンの前にある椅子に腰を下ろす。

「ヌエは来ないの？」

「火曜日には来ない」

「なんで？」

「知らない。そういう決まりだそうよ」

「なんだよ、決まりって……」

　当てが外れた直辰は肩を落とす。

「占いをしてもらいに来たんじゃないの？」

　クダンは立ち上がることもなく、こちらを見上げながら尋ねる。

「違うよ！」

　クダンの冷静な態度に少し腹が立った。

　自分がどうしてここに来たのか、よく知っているはずだろうに。

「それは残念。ひさしぶりのお客だと思ったのに」

　直辰の腹立ちなど気づいてもいないという顔つきで、クダンは「ふうっ」と小さくため息をついた。

　なんだか本当にがっかりしているように見える。

　どこまでが本気なのか、彼女は本当につかみどころがない。

「お客来ないのか？」

「来ないわね」

「来ないんだ」

　どうやら、セーラー服占い師は、まだ世に受け入れられてはいないらしい。

　直なお辰たつは街灯とネオンに照らし出されるクダンの顔を見つめた。

　白くて小さな顔。それでいて、いつまでも印象に残る瞳ひとみ。

　そこに映る光と雑踏の動きは、川の流れのようにも見えて、思わず吸い込まれそうな気持ちになる。

「なに？」

　クダンの声に直辰は我に返った。

　クダンは丸い帽子の両端を引っ張って、わずかに顔をそらしている。

　あまり見つめすぎたので照れているのだろうか。

　いつも超然としているクダンだったので、そんな反応はちょっと意外だった。

「いや、別に……ごめん」

　直辰もつられて照れくさくなって、理由もなくつい謝ってしまう。

　クダンは顔はそらしたまま、それ以上、口を開こうとはしない。

　しかたなく、直辰は本題に入ることにした。

「ヌエのこと、コクバンで調べてみた……やっぱり、あの子はつぐみなんだと思う」

「私にとって、ヌエはヌエ。他ほかの名前は知らない。コクバンで彼女の書き込みは読んではいたけれど」

　クダンは帽子をぽむぽむと叩たたきながら答えた。

　言われてみれば、進学クラスのつぐみと、普通クラスに転校したばかりのクダンに接点があるとは思えない。

「すると、ヌエに会ったのは偶然だったのか？」

「私は『鵺ぬえ』を探していただけ」

「つぐみを？」

「探していたのは『鵺』。『夜』に『鳥』と書いて鵺。あなた知ってる？」

　いままで淡々としていたクダンの声だったが、このときだけは少しだけ熱がこもっている気がした。

　しかし、正直、直辰にはクダンが何を言っているのかすらわからない。

「いや、さっぱり」

「そう……残念ね」

　クダンは目を伏せて小さなため息とともに呟つぶやいた。

「…………」

　彼女が説明を再開してくれるのを待っていた直辰だったが、その長すぎる間まに耐えきれずに叫さけんだ。

「でっ、なんなんだよ!?　その鵺ってのは？」

「私も知らない」

　さも当たり前のことのようにクダンが答えた。

　馬ば鹿かにされているのかとも思ったが、そのクダンの表情は真面目まじめそのものだった。

「鵺ぬえとは正体のわからないものを示す名前。頭が猿で、身体からだが狸たぬき、尻尾しつぽは蛇だという昔話もあるけど、たぶんそれは作り話」

「どんな化け物だよ、それ」

「私はコクバンの中にヌエの名前を見つけて、それが私の探している鵺じゃないかと思ったの。そしてヌエの書き込みがこの広場を表しているとわかって、ここで彼女を捜していた。すぐに出会えたのは幸運だったわ」

「なんで、鵺なんてものを探しているんだ？」

「それは私が件くだんだから」

　そう言って、クダンはいつも被かぶっている白と黒のツートンカラーの帽子をとった。



　驚くべきことに、彼女の頭には――小さな角が二本生えていた。



　　　◆◇◆



「クダンが……件？」

　鵺のことは知らなかった直なお辰たつだったが、件の噂うわさについては知っている。

　学校で語られるドッペルゲンガーと同じぐらい信しん憑ぴよう性せいの無い、たわいもない噂話。

　それが全国的なのか、直辰の地元だけの噂なのかは知らない。

　件の姿は、話によって様々だ。

　人の顔を持った牛。

　牛の頭をもった人。

　とにかく、その姿には人と牛がつきまとう。

　そしてもうひとつ共通するのは予言。

　件は災いを予言する。

　戦争や大地震、そうした大きな災いを予言して……死ぬ。



　予言をした件は死んでしまうのだ。



　直辰がそんな妙な話を憶おぼえていたのは、それが単に人を怖がらせるための話ではなく、ただただ不思議で、そして後味の悪い話だったからかもしれない。

　そうではないか？

　災いを予言して、そして死ぬだけの異い形ぎようの化け物。

　予言されたほうは、どうしたらいい？

　そんな避けられないほど大きな災いを予言されて。

　件くだんのほうは、どうしてほしかったのか？

　自分の命を犠牲にしてまで、そんな恐ろしい予言を人に授けて。

　この噂うわさ話はなにも教えてくれない。

　聞き手になにも求めない代わりに、なにも与えない――それが件の噂話。



　動どう悸きが激しくなっているのを直なお辰たつは感じた。

　それは恐怖からくるものなのか、自分でもわからない。

　ただ、クダンの角から目が離せなかった。

　彼女を異い形ぎようのモノと示す唯一の証あかし。

　角だと言われねば、ただの髪飾りと思ってしまうだろう。

　しかし、その角には得体の知れない存在感があった。

　件などという馬ば鹿か馬ば鹿かしい話を信じさせるに足るなにかが、その角にはある。

「説明が面倒なときは、この角を見せるの。すると不思議に、みんな私の話をすんなり信じてくれる。これも件の力なのかもね」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやきながら、クダンはまた例の丸い帽子を頭に乗せた。

　角が隠されると同時に、直辰は緊張から解かれた。気づかぬうちに手のひらがじっとり汗で濡ぬれている。

　しかし、角が隠されても、身体からだの芯しんに打ち込まれた冷たいなにかは消え去らない。

　目の前にいるのは件。

　ただの人間ではない。

　クダンの言うとおり、いまの直辰はそのことに一いち分ぶの疑いも感じなくなっていた。

「おまえも予言をするのか……？」

「ええ、するわ」

「そうしたら死んでしまうのか」

「いまでも少しずつ、私は死んでいってる」

「少しずつ？」

　その謎なぞめいた言葉は、いままでクダンの発した言葉の中でも、とりわけて重く直辰の心に響いた。

「私には人の災いが見える。けれど、それを予言してしまえば、その人は私のことを忘れてしまう。その人の未来から、私は完全に消えてしまう」

　直辰はその言葉をすぐには理解できなかった。

　クダンもそれに期待はしていないようで、直辰の反応を待つことなく言葉を続けた。

「だから、こんな忌いま々いましい力なんて捨ててしまいたいと思っている。鵺ぬえならそれができるらしいの」

　そう言って、まだ見ぬ鵺の名を口にしたクダンはすっと目を細める。

　まつげに隠れた瞳ひとみは暗く、深く冷たい水みな底そこのような色をしていた。

　迂う闊かつにのぞけば深みへと引き込まれそうな、そんな恐ろしさを感じさせる瞳。

　どんなものを見てきたら、こんな色の瞳になるというのだろうか？

　じわじわと染みこむ冷気にも似たクダンの視線に負けぬように、直なお辰たつは無理に声を絞り出した。

「それで鵺ぬえを探していたわけか」

「あなたのいうつぐみは、私の探している鵺ではなかったようだけど」

　当たり前だ。

　クダンには悪いが、つぐみは普通の子だ。

　件くだんのような――化け物とは違う。

　違うはず。

　そのはずなのに、昨日、この場所で聞いたあの言葉が直辰の頭に響く。



『私はヌエ。私はあなたなんて知らない』



　直辰にとって、あの言葉を口にしたときのつぐみの顔は、どんな不気味な化け物よりも恐ろしいものだった。

「じゃあ、なんで……つぐみは俺おれのことを……」

「夜に鳴くは鵺。暗くら闇やみに踏みいらなければ、その正体はわからない」

「だからここに来きたんじゃないか」

「……あなたが探しているのは鵺じゃないでしょう？」

「じゃあ、どこに行けば……」

　いや、それはもうわかっているはずだ。

　ずっと前からわかっていたのだ。

「あなたなら踏み込めるはず。願いをかけられなかった――望まれなかった流れ星はどうなるの？」

「望まれなかった流れ星……それがヌエ？」

「つかまえてあげてね。どこかへ飛び去ってしまう前に」

　そのクダンの言葉はいつものように冷淡な響きをもっていたが、それはどこか優しく、直辰の最後の迷いを取り払ってくれた。



　　　◆◇◆



　朝、登校する生徒たちは、校門に入った途端、ふたつに分かれる。

　進学棟へ向かう生徒と、その他ほかの生徒だ。

　まるで違う学校の生徒であるかのように、お互いの存在を無視して自然に分かれていく。

　これがいつもの朝の光景。

「おい、そっちは」

　その分かれ道を進学棟のほうへと向かおうとする直なお辰たつを、クラスメイトが驚いた声で呼びかけてきた。出入り禁止というわけではないが、進学棟へは進学クラス以外の生徒は立ち入らないというのが生徒たちの暗黙の約束事。

「進学クラスに用があるんだ」

「けど、おまえ……」

　直辰の断固とした態度にクラスメイトも口を閉ざした。

　そして、変わったものを見るような目でこちらを見ている。

　その気持ちはよくわかる。昨日までなら、自分も同じような顔をしただろう。

　それでも、直辰は知らない顔の生徒たちの中に紛れて、進学棟へと向かう。

　進学クラスは、各学年に一クラスしかない。

　だから、彼らにとってはほとんど全員が顔見知りのようなもの。直辰の存在は、そこにいるだけで十分に目立っていた。

「なんだ、あいつ……」

　露骨に不快そうな顔つきで、にらみつけてくる先輩もいる。

　しかし、直辰はまわりからのプレッシャーに物もの怖おじすることなく、堂々と廊下を歩いていった。

　自分が場違いの存在であり、校内のルールを無視していることは十分に承知している。

　だからこそ、気き後おくれするわけにはいかない。

　ここにいて当然という顔で歩いていく。少しでも隙すきを見せれば、いつ文句を言われて追い出されてもおかしくなかった。

　たくさんの突き刺さる視線の中をくぐり抜け、ようやく一年生の教室にたどり着いた。

　ここにつぐみがいるはずだ。

　つぐみがいつも自分より先に家を出ていることは知っている。

　直辰がその気なら、つぐみが出てくるのを家の前で待つこともできた。

　だが、直辰はそれをしなかった。

　直辰が会いたかったのは、ここにいるつぐみだったから。

　ご近所の幼なじみではない。

　まして、闇やみに鳴く鵺ぬえでもない。

　ここにいるつぐみなのだ。

　自分とつぐみの間にあったのは、進学クラスという壁だけではない。

　ここにいるつぐみに対する、自分の中のつまらない劣等感。

　それがつぐみと距離を置くようになった最大の理由。普通クラスと進学クラスとの確執など、そんな卑小な自分を誤ご魔ま化かすための口実でしかなかった。

　いま、直辰はそんな情けない自分がいたことを、はっきりと認めていた。

　だから、自分自身で作った壁を乗り越えて、ここにやってきたのだ。



　初めて見る進学クラスの雰囲気は、直なお辰たつのクラスとはまったく違っていた。

　ホームルーム前だというのに、お喋しやべりをしている生徒はほとんどいない。小テストでもあるのか、みんな席について朝っぱらから教科書を開いている。

　そんな教室の中に、つぐみを見つけた。

　つぐみもまた誰だれとお喋りをするわけでもなく、一人で自習をしていた。

　その横顔には表情が無い。

　直辰の同級生たちは、自習をするにしても様々な顔をしている。

　ギリギリの追い込みに焦っている顔、あきらめ混じりで眺めているだけの顔、重要ポイントのチェックに集中する顔……

　だが、つぐみの顔はそのどれとも違う。

　教科書を見ているようで、視線は動いていない。

　まるで『本を読む人』という、デッサンモデルでもしているかのようだった。

　では、それは誰のためのモデルなのか？

　直辰はつぐみのその姿を見ているのが辛つらかった。

　あの誰もが通り過ぎる広場の中、クダンと二人きりで口くち喧げん嘩かをしていたヌエのほうが、よほど直辰の知っているつぐみに近かった。

　ここにいるつぐみは、ヌエ以上に直辰の知らない存在。

　こんなにもまわりを拒絶して、孤独で、寂しそうな姿――直辰の記憶に、そんなつぐみの姿はなかった。

　その代わり、暗くら闇やみの中で飛び続ける流れ星の姿が、直辰の頭に思い浮かんでいた。

「おいっ、普通クラスがなんでここにいるんだよ？」

　廊下から教室に入ろうとした進学クラスの生徒が、眉まゆをしかめながら文句を言う。

　さすがお利り口こうさん揃ぞろいだけあっていきなり喧けん嘩か腰ごしというわけではないが、それでも完全にこちらを見下している態度だ。

「ここに用があるんだよ」

　直辰はその生徒を逆ににらみつけてやると、思い切り息を吸って、進学クラスの教室の中めがけて呼びかけた。

「つぐみっ！」

　静かな教室に響き渡る声。

　誰もが教科書から顔を上げて、こちらを驚いたように見ている。

　直辰はそんな連中の顔を見て、胸がスカッとした。

　そして、つぐみのほうを見る。

　他ほかの連中と同様に、つぐみも目を丸くしてこちらを見ていた。

「つぐみ、会いに来きた！」

　もう一度、叫さけんでやる。

　するとようやくつぐみは席を立って、こっちにやってきた。

　最初、ざわつく生徒たちの視線をすべて集めても、その態度は堂々としているように見えた。

　ところが、すぐ目の前にまで来きたつぐみの目を見て、それが間違いであるとわかった。

　その目にはまわりは映っていない。

　いまつぐみが見ているのは自分だけだった。

　その静かで深い色の瞳ひとみは、どこかクダンを思い起こさせる。

　直なお辰たつは直感的に二人がどうしてあの広場で出会い、一緒にいるようになったのかがわかった気がした。

「どうしたの？」

　つぐみは表情を変えることなく、言葉だけで問いかけてきた。

　こちらを観察するような視線に変化はない。

　やはりここにいるつぐみは、自分の知っているつぐみとは違う。

「なぜ会いに来たの？」

　こちらの返事を待たずに、つぐみはさらに言葉をつないだ。

「会いに行くから」

「えっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　つぐみの目が揺らぎ、初めて直なお辰たつから視線をそらした。

　直辰はそんなつぐみの肩に手を置いて、こちらを向かせる。

「今晩、あの広場に会いに行くから」

「誰だれに？」

「わからない。だから、それを確かめに行くんだ。探しに行くんだっ！」

「あ……！」

　つぐみが何か言おうと口を開いたが、それは無ぶ粋すいな予鈴の音に邪魔をされた。

　言いかけた言葉を飲み込んで、つぐみは教室のほうを振り返る。

　進学クラスの連中が揃そろってこちらを見ていたが、もう直辰にはその視線はまったく気にならなかった。

　つぐみの細い肩から手を離して、直辰は胸をはって手をあげる。

「じゃあ、またな」

　つぐみが何を言おうとしたのか？

　いまは聞く必要はない。

　それは、次に会ったとき聞けばいいのだから。



　　　◆◇◆



　火曜日は行かない決まり。

　水曜日は行く決まり。

　だから、決まり通りにヌエは駅前の広場にやってきた。

　ここは気持ちがよい場所。

　下のロータリーからはバスの排気音がひっきりなしに響き、まわりの店からは様々な音楽が漏れ聞こえている。そんな不協和音に調子外れでありながら不変のリズムをつけるのは、通行人の鳴りやまない足音。

　音の海を足早に泳ぎ抜ける人々は、誰も互いに目を合わせようとはしない。

　雑音に耳を貸さないのと同様に、他人の存在に目を向けることもない。

　ここはコクバンの中と一緒だ。

　誰もヌエのことには見向きもしない。

　だからヌエは自由に夜空の下を飛びまわる。

　みんなが見ないものを見て、みんなが聞かないものを聞く。

　照明がちらつく看板。

　排気ガスでくすんだタイルの模様。

　交差点で絡み合う車のテールランプ。

　それらすべての顧みられぬものに心を注ぎ、自由に鳴き声をあげる。

　夜に鳴くは鵺ぬえ。



　ヌエはいつもの場所にクダンを見つける。

　今晩は彼女が先に来きていた。

　誰だれもヌエに気づかないのと同様に、みんなクダンのことなど気にしていない。

　この広場は彼女の商売には向いていないと思うが、それでもクダンは折りたたみ椅い子すの前に座って、行き交う人々を眺めている。

　通り過ぎる無数の人たちの顔を記憶しようとしているかのように、真剣な顔でじっと見つめている。

　この広場で唯ただ一人、ヌエのことを見ていたクダン。

　誰に気づかれることなく飛びまわるのは自由だったが、それはヌエが本当に求めていたものではなかった。

　自分の声をコクバンにいくら書き残してもむなしいばかり。

　本当は誰かに気づいてほしかった。

　ここに自分がいることに。

　見つけてくれたのは、クダン。

　気づかせてくれたのも、クダン。

　ヌエの言葉を通じて、彼女はこちらの世界に来てくれた。

　そして、ヌエの世界を彼女なりに受け入れてくれた。

　それは初めての経験。

　多くの言葉を飲み込み、飲みきれない言葉をコクバンに残してきた。

　けど、いまはクダンが受け止めてくれる。

　おかげで自分は闇やみ夜よで飛ぶ方向を見失わずにすんだのだ。

　夜に鳴くは鵺ぬえ。

　ならば、鵺は何のために鳴くか？

　それは自分のため。

　闇やみの中で自分を見失わないため。

　けれど、聞いてくれるものがいなければ、それは闇に一人であることと同じ。

　無限の自由は――孤独と同義なのだから。



　いつものようにクダンの横に腰を下ろしたヌエに、今日は珍しく彼女のほうから先に口を開いた。

「あなたつぐみという子のこと知ってる？」

　それは突然の質問だった。

　二人の間で、一度も口にされたことのない名前。

　その名をクダンが口にすることの意味を考えることなく、ヌエは素直に本当のことを答えた。クダンには嘘うそをつきたくない。いままでたくさんの嘘をついてきたから。

「……うん、知ってる」

　そう、知っている。

　自分は誰だれよりも、つぐみのことを知っている。

「どういう子なの？」

「そうね。頭のいい子なんじゃないのかな」

「そうなの」

　クダンのほうから尋ねてきたというのに、その態度はどこか上の空だった。

　駅から出てくるたくさんの人たちに目を向けたまま、こちらを見ようともしない。

　しかたなくヌエは言葉を続ける。ヌエ自身がつぐみのことをもっと話したかったのだ。

「その子はね、見えるものが人と違うの。みんなが綺き麗れいだと言っているのに、とても醜く見えてしまったり、誰も見向きもしないつまらないものが、素晴らしいものに思えてしまったり――」

「価値観が違うのね。ただの変わり者でしょ？」

　クダンの言葉には、気持ちがよいぐらい飾り気が無い。

「でも、その子は他人がどのように見ているのかを想像して、同じものが見えているふりをすることができたのよ」

「それはかしこい子ね」

「他人が自分をどのように見ているのかだってわかるから、良く見られるようにそういうふりをした。おかげでいまでは優等生」

「いいことじゃないの。誰でもふりをしているものでしょ。それも含めて個性なんだから」

「なにも悪いことだなんて言ってないでしょ！」

　ヌエは思わず大声を出してしまった。

　そのときようやくクダンはこちらを振り向いてくれた。

「……！」

　一瞬、ヌエはクダンの視線に怯おびえてしまったが、そこには予想していたような非難も同情の色も無かった。

　ヌエの好きな、クダンの瞳ひとみ。

　地層の奥底で長い年月眠っていた硬く冷たい鉱物のような、そんな静けさを感じさせる色。

「クダン、なんでそんなことを聞くの？」

「私の同級生がね、つぐみという子の友達なの」

　クダンはじっと無言のまま、その瞳をこちらに向けた。

　まるでその瞳の中にまわりの音が吸い込まれてしまったかのように、ヌエとクダンは雑踏の中でシンと静まりかえった世界にいた。

「あなたの言葉は誰に向けたもの？」

　二人だけの静寂の中で、クダンは尋ねた。

「自分のため……そして、あなたに見つけてもらうため……」

「それは違う」

「でも、クダンはヌエを探してくれていたんでしょ？」

「そうよ。だけど、あなたは私の探している鵺ぬえではなかった」

「え……？」

「私の探していたのはあなたではなかったの」

　あの夜。

　この場所で。

　一人でいたヌエは、クダンに見つけてもらったのだ。

　そのときクダンは言った。

『あなたがヌエね』

　探していたのはクダンなのに、ヌエにとってもその呼びかけはずっと探し求めていたものだった。

　とても嬉うれしかった。

　闇やみ夜よで一人鳴き続ける寂しさから、ようやく抜け出せることが。

「あなたが見つけてほしかったのも、私ではなかったんでしょう？」

「それは……」

　クダンの言葉は、ヌエをヌエでなくしてしまう。

　いまはヌエであるはずなのに、今朝のことが――ヌエではない記憶が頭によぎる。

「よかったね、ヌエ……その人はいまあなたを探してくれているよ」

　クダンは小さく呟つぶやくと、両目を閉じてゆっくりと帽子を脱いだ。

　露あらわになった二本の小さな角。

「なっ、なにを！」

　ヌエの目はその角に釘くぎ付づけになる。

　見るのはこれで二度目。

　一度目に見たとき、クダンは自分の正体について語ってくれた。

　それはあまりに悲しい宿命。

　では、二度目は？

　もう一度、その角を見せて、クダンはいったい何を語ろうというのか。

　膨れあがる不安は、ヌエを叫さけばせる。

「なにをする気なの、クダン！」

「あなたの未来に災いが見える」

「やめてよ、あなたのインチキ予言なんて聞きたくない！」

　ヌエは両耳を塞ふさいで、首を左右に振った。

「大丈夫、人一人の災いを予言したって私は死んだりはしない。ただ、あなたの世界から私が消えるだけ」

「そんなの、私にとっては死んだことと同じよ！」

　だから、自分はずっとクダンに悪態をついて嫌われるようにしてきたのに。

　クダンが自分のためになど予言しないように。

　ずっと一緒にいられるように。

「そう、あなたの世界で私は死ぬ。それが件くだんの宿命だから。けれど、私は見えてしまった災いを、この胸にしまっておくことなんてできない」

「私はどんなことが起きたって平気。だから、私に予言なんていらない」

　自分への災いを避けるために、クダンとの思い出を犠牲にすることなど有り得ないことだ。

　この瞬間まで、ヌエはそう信じていた。

　そう、信じていたのに――

「けど、自分自身ではなく、あなたの大切な人が災いに遭うとしたら？」

「あ……ああっ……」

「その人を失うのは、あなたにとってなによりも恐ろしい災い」

　その一言でヌエの信じていたものは崩れ去った。

　それはあまりに脆もろく、自分自身が情けなく思えるほどに。

　だが、そのことよりも心をかき乱すのは、狂おしいまでの焦燥感。

「まさか……直なお君が!?」

　ヌエはその名前を口にした。

　ヌエが知るはずのない名前。

　そして、つぐみにとって大切な人の名前。

「彼がいなくなってしまったら、誰だれがあなたを見つけてくれるの？」

「クダン……けど、あなたは……」

「あなたが忘れても、私はあなたを忘れない。ずっと憶おぼえている。だから平気。これが初めてというわけではないのだから」

　背筋を伸ばし、目をそらすこともなく、クダンははっきりとした声で言った。

「ごめん……いままでひどいことばかり言ってきて」

「あなたとの口くち喧げん嘩か、本当は楽しかった。大丈夫、それがあなたの優しさだってことはわかっていたから――」

　そして、クダンは予言をしてくれた。

　直なお辰たつを救うための予言。



「一時間後、駅前の交差点で、あなたの一番大切な人が失われてしまう」



「もう会えないの？」

「会うことはできる。でも、もうあなたの未来に私が関かかわることはない。縁は切れてしまった。これまでのものも、これからのものも。それが予言の代償。人の未来を変えるということなの」

　そう話している間にも、ヌエは心の中にすっと冷たいものが入り込んでくる気がした。

　いや、違う。

　それは心から温かいなにかが抜け出してしまったから、冷たく感じられるのだ。

　それがなんなのか、ヌエにはわかった。

　クダンの記憶。

　目の前にいる彼女との思い出がどんどん薄らいでいく。

　もう、彼女のことを大切だと思うことすら許されないのだと思うと、悲しく――なるはずだったが、そんな感情さえ薄らいでいく。

　自分はいま、直なお辰たつのことばかりを考えている。

　直辰を救うことばかりを考えている。

「許して……許してね……」

　顔を手のひらで覆っても、まだ溢あふれ出してくる涙はどんな思いからのものか。

　謝罪、自己嫌けん悪お、恐怖、そして安あん堵ど……

　熱く苦い涙が頬ほおを伝う。



「……もう時間がないわよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　その声にヌエは我に返った。

「あれ……」

　強く意識しないと、もう目の前にいる少女がクダンであると認識することもできない。

　ヌエはこれ以上、クダンの前にいることは耐えられなかった。

　彼女のことを忘れていく自分の姿を見せたくなかった。

「さよなら」

　クダンの最後の言葉を、ヌエは聞くことはできなかった。

　すでにヌエはクダンに背を向けて駆け出していた。

　一歩踏み出せば、こぼれていく大切な記憶。

　それでも足を止めることはできない。

　せき立てられるようにヌエは走る。

　早く彼に会いに行かなければ。

　かけがえのないものを代償に得た、もっとかけがえのないもののために。



　　　◆◇◆



　直なお辰たつは駅へ向かっていた。

　今朝の約束通り、あの広場へ行くために。

　そこで鳴くヌエの正体を確かめに。

　慣れない携帯電話でコクバンに初めての書き込みをしながら歩く。



【願いをかけられなかった流れ星は、自分のために地上に舞い降りる】



　直辰が書き込んだのは、一番古いヌエの書き込みへの返事。

　誰だれもが無視をしたヌエの言葉へ返された、ただひとつの返事。

　書き込んだ内容がコクバンに表示されていることを確認していると、前のほうから自分の名を呼ぶ声が聞こえてきた。

　誰だろうと顔を上げると、目の前は横断歩道。

　しかも、信号は赤。

　凄すごい勢いでダンプがこちらに突っ込んでくる。

　そのヘッドライトの光に目が眩くらむ。

「おっと！」

　慌てて直辰は後ろに飛び退のいた。

　ダンプは歩道スレスレを、スピードも緩ゆるめずに通り過ぎていった。

「あ、危なかった……」

　あの声に気づかなかったら、自分はひかれているところだった。そのことに気づいて、だいぶ遅れてから恐怖で足がすくんだ。

　そして、さきほどの声の主を捜して、横断歩道の向こう側を見る。

　そこには黒い服の少女。

　自分がよく知っていて、そして知らない少女。

「あれは……」

　信号はもうすぐ変わる。

　そうすればすぐにわかることだろう。



　彼女は誰だれなのか？

　夜に鳴くはヌエか？

　それとも……



    

  
    
      


幕間　モンブランとクダン





　クダンはケーキ屋でバイト中。

　無ぶ愛あい想そうな彼女の占いは、的中率はともかく、お客さんにはあまり受けがよろしくない。

　食べていくためにはお金が必要。

　流は行やらない占いでは、クダンの生活は苦しくなるばかりだ。

　ところが、お金が無くても食べることに困らないという素晴らしいバイトもある。

　それは食べ物を扱うバイト。

　そこで甘いものに目の無いクダンは、ケーキ屋でのバイトを選んだというわけ。

　自慢ではないが、クダンは朝昼晩三食がケーキでも平気なぐらい甘いものが大好き。しかもいくら甘いものを食べても太らない体質なので、バイトを始めてからは売れ残りのケーキを食べたい放題。

　いずれ全国のダイエットに悩む人たちの呪のろいで、虫歯になることだろう。



　ともあれ、仕事のほうはきちんと真面目まじめにやっていた。

　いつも着ているセーラー服も、お店ではケーキ屋の制服に着替えている。

　肩が膨らんだパステルオレンジのワンピースに、フリルのついた前掛けエプロン。いつもの帽子の代わりに、ちょっと大きめのカチューシャを頭に乗せている。学芸会などで、ちょっと背伸びして着飾る小学生の女の子に近いものがあるが、一部の筋の人には大ヒット間違いなしという姿である。

　また、教室では滅めつ多たに笑わないクダンも、このお店では無料でスマイルを提供している。ちょっとぎこちないのはご愛あい敬きようだ。

　さて、ようやくこのバイトにも慣れてきたクダンだったが、今日はなんだかいつもと様子が違っていた。

　なにが違うって、目つきが違う。

　まるで危ないクスリでもやっているのではないかという顔つきだ。

　とても、客商売をしている顔ではない。夜道を歩いていたら、かなりの確率で警官に呼び止められることだろう。

　なぜ、クダンがそんな女の子失格の顔つきをしているのかといえば、それはケースの中に残るひとつのケーキが原因であった。

　この店で一番人気のモンブラン。

　ほわっとスポンジに、もふっとマロンクリームがデコレートされ、てっぺんにのせられた甘く煮た栗くりの艶つややかさは、どんな宝石にも負けない美しさ。

　もはやそれは芸術品の領域といっても過言ではない。

　いつもならすぐに売り切れてしまうこの極上のモンブランが、もうすぐ閉店時間だというのにいまだ売れ残っているのだ。

　当然、残ったケーキは地球に優しい方法で処分される。

　つまり、このまま無事に売れ残ってくれれば、この幻のモンブランはクダンのものというわけ。

「くふっ」

　危ない人が、危ない獲物を見つめてご満悦といった笑みを浮かべるクダン。

　他ほかのケーキはすべて味見をすませていたが、実はこの大人気モンブランだけは店員であるクダンも一度も食べたことがない。なかなか食べられないとなると、よけいにモンブランへの想おもいは募つのるばかりだった。

「こんにちは～」

　そんな危ない人が店番をしているところへ、何も知らずにお客がやってきた。

　店長は厨ちゆう房ぼうで新作チーズケーキの開発に没頭中。

　閉店間ま際ぎわなので他に店員はいない。

　必然的に、クダンが接客をすることになるわけだが……

「いらっしゃいませ」

　教室では絶対に出さないような愛あい想そうの良い声で挨あい拶さつしつつも、視線はモンブランにロックオン。その熱い視線で、モンブランのクリームが溶けてしまいそうなぐらい。

「えーと、どれにしようかしら？」

　そんなクダンの異様な様子には気づかず、上品で優しそうな若奥様といった感じのお客は、少し笑みを浮かべながらケーキが並ぶガラスケースを眺めている。

　ケーキ屋というのは不思議なもので、やってくるお客さんはみんな笑顔になる。

　きっと、甘いクリームとスイーツの香りが、人を幸福にさせてくれるのだろう。

　ケーキ屋さんの雰囲気に幸せ一杯といった感じの若奥様は、ちょっと屈かがみ込んでケースに並んだケーキを近くで見ようとしたのだが……



　バシィッ！



　唐突に、ケースを挟んで向こう側にいるクダンと目が合った。

　というより、一方的にクダンにガンをつけられたといったほうが正しいだろう。

「えっ、えっ？」

　驚いた若奥様は立ち上がって、なにか悪いことでもしたのだろうかと、キョトキョトしている。

　いやはや、可哀相かわいそうに。

　おそらく彼女の幸福な人生で、これほどきつい視線を向けられたのは初めてのことだろう。完全に怯おびえてしまっている。

　まさか、幸せがいっぱいつまったケーキ屋に、獲物を狙ねらう猛もう禽きん類と見間違うような目つきの店員がいるとは思うまい。

「……おすすめは、シュークリームです」

　逃げ場を求める子ウサギのような顔をしている若奥様の耳に、その魂へ刻印を打つような低い呟つぶやきが聞こえた。

　もちろん、その声の主はクダンである。

　そこには百戦錬磨のなにかがあった。

　なにかって、なんなんだと聞かれても困るが、とにかくそんな感じのなにかがあった。

　もちろん、これまで修羅場のひとつもくぐり抜けたことのないぽわぽわした若奥様が、そんな得体の知れないなにかに抵抗できるわけがない。

「じゃあ、シュークリームを四つ……」

　まるで洗脳されたかのように、言われるがままにシュークリームを注文してしまう。

「ありがとうございます」

　おとぎ話に登場する毒リンゴを用意する魔女のように、クダンはシュークリームを箱に詰めていく。

　しかし、ご安心召され。

　ここのシュークリームは、実は隠れた逸品。

　これまで何度も味見をしているクダンが保証するのだから間違いない。

「どうぞ」

　クダンは背伸びをしながら、ケース越しにシュークリームの入った箱を手渡す。背が低いので、ケーキを渡すのにも一苦労だ。

「ありがとうございました」

　店を出て行く若奥様を見送ったあと、クダンは再びケースの中のモンブランに目を落とす。

「うーん」

　大切なモンブランを死守できたことは良かったのだが、一方であまりお客さんをにらむのもどうかと思いはじめていた。

　当たり前といえば、当たり前。

　どこの世界にお客の心の隙すきにつけこんで、買わせる品を誘導するようなケーキ屋がいるというのか？

　そんな怪人はサイコホラーの中だけで十分。ケーキ屋の店員というものは、もっとふわふわで可愛かわいらしい存在であるべきである――少なくとも表向きは。

「うう～っ」

　思い悩んだ挙あげ句く、クダンは名案を思いついた。

「ん、んっ？」

　右見て、左見て、奥の厨ちゆう房ぼうをのぞき見て……

　誰だれもこちらを見ていないことを確認したクダンは、おもむろにモンブランが置かれているトレイを手前にススッと引っ張り寄せた。

　お客側から見ると、それはケースの奥、とても見えづらい場所になる。

　ぱっと見たところ、モンブランは売り切れかと思うことだろう。

　普段から売り切れの多い商品であるから、誰も不審に思うことはないはず。

「くふふっ」

　完かん璧ぺきな作戦に、思わずクダンの顔にも笑いがこみ上げる。

　それは営業用ではなく、悪代官用のスマイル。

　閉店時間まではあとわずか。

　このまま逃げ切れば、この蠱こ惑わく的なけしからん香りを漂わせるモンブランはクダンのものだ。

「はあ～っ」

　閉店時間が待ちきれず、クダンは頭の中でどのようにモンブランを食べるのか夢想する。

　まずはクリームだけをすくいとってパクッと。

　そのあと、スポンジとクリームを一緒にパクパク。

　デコレーションの栗くりはいつ食べるのが最高のタイミングだろう？

　もわもわと想像の翼を広げようとするのだが、どうもあまりうまくいかない。

　どこか心がチクチクするのだ。

　すっかり営業スマイルなど忘れてしまったクダンは、眉み間けんに皺しわを寄せてモンブランをグヌヌッと見つめた。

　きっとモンブランに意思があったら、思わず「すんません」といって目をそらすことだろう。それぐらい迫力あるにらみ方だった。

「むむ～っ」

　クダンの頭には、いまも奥の厨房で新作ケーキを開発すべく試行錯誤している店長の顔が頭に浮かんでいた。

　一生懸命、みんなのためにケーキを作っている働き者の店長。

　このモンブランだって、みんなのために店長は作ったはず。

　それをこんなふうに隠したりすることは……

　クダンはそわそわ。

　上を見たり、下を見たり、右を見たり、左を見たり……

「うむ～っ」

　やがて少ししょんぼりした顔で、モンブランを元のお客からよく見える位置に戻そうとしゃがみ込んだところ、またお客さんがやってきた。

「いらっしゃいませ」

　クダンは慌てて立ち上がり挨あい拶さつする。

「おすすめはなんですか？」

　高校の制服を着たお客は、ケースの中を物色しながらクダンに尋ねてきた。

「おすすめは焼きたてシュークリームと……モ、モンブランです」

　クダンは少し言葉を詰まらせながら答える。

「じゃあ、モンブランとシュークリームと……このタルトも美お味いしそうね」

　結局、彼女はモンブランを含めて六個のケーキを注文した。

　家族で食べるにしてはやや多いので、もしかすると近所の人と一緒に食べるのかもしれない。

　いや、きっとそうに違いない。

　彼女の顔を見れば、クダンにはそれがわかった。

　その顔は、とても嬉うれしそう。

　きっと、その近所の人との楽しい時間を想像しているのだろう。

　クダンは最後の一個のモンブランを丁寧に箱に詰めると、ケーキケース越しにそのお客に背伸びをしながら手渡した。

「ありがと」

　彼女は笑ってお礼を言うと、クダンに背を向けてお店を出ていく。

　きっと、店を出たら、クダンのことなどすぐに忘れてしまうだろう。

　彼女にとって、クダンはケーキ屋の風景の一部でしかないのだからそれは当たり前のこと。

　けれど、クダンはずっとそのお客さんの後ろ姿を見送っていた。

　それは彼女が持ち去っていくモンブランが名な残ごり惜しいわけではなく……



「さよなら、ヌエ」

　彼女の姿が見えなくなってから、クダンは小さな声で呟つぶやいたのだった。



    

  









    
      

第二幕　天てん然ねん甘あま党とう影かげ法ぼう師し





「ねえねえ、知ってる？　この前の中間試験でトップだった三年生のこと」

「進学クラスの羽は賀がって人でしょ。いつもトップだよね」

「この前、聞いたんだけど、その人、普段は学校休んでいて、定期試験のときだけ来るんだって」

「え～っ、なにそれ。そんなのありなの？」

「成績だけはいいから、学校も出席日数とか大目に見てるんだってさ。国立大の進学率を上げるためでしょ？」

「さすが進学クラスは違うね～」



「……けど、試験のときだけ来るなんて変な人だよね。私なんて、試験の日が一番学校に来きたくないのに」



　その一言に、噂うわさの秀才について盛り上がっていた女子グループの一同はポカンとした。

「あれっ？」

　問題の一言を発した本人――甘あま夏なつ杏あ悠ゆは、なぜか黙り込んでしまった友人たちの顔を不思議そうに見渡した。

「あ～ゆ～！」

　グループの一人、芹せり沢ざわ貴たか子こがその沈黙を破ると、他ほかの友人たちも一斉に笑い出した。

「でた～、杏悠の天然っ！」

「問題はそこじゃないだろ、杏悠～！」

「このっ、このっ、なんて可愛かわいいんだ、ずるいぞ、おまえって奴やつはっ！」

　貴子は杏悠の柔らかい髪の毛をくしゃくしゃにする。

　他の友人たちにも頬ほおをつつかれたり、引っ張られたりして、杏悠はもみくちゃにされた。

「や、やめて～っ！」

　高校二年生になっても、まだ中学生に間違われるぐらいの背丈なので、杏悠はみんなの一斉攻撃に抗あらがう術すべもなくされるがままである。

「ふえ～ん！」

　いつもこうだった。

　なぜかみんなの会話で、自分だけがズレたことを言ってしまう。

　貴子たちに言わせると、自分は『貴重』な『本物』の『天然』らしい。

　みんなはそれを誉ほめ言葉として言っているらしいが、杏悠本人としては甚はなはだ不本意なことであった。

　自分はいつでも真面目まじめに喋しやべっているつもりなのに――



「天てん然ねん、童顔、ロリ体型、こやつ隙すきがないぞ」

「マニア専用、合コン最終兵器」

「まさしく人間国宝！」

「杏あ悠ゆ……恐ろしい子」



　こんな調子で、なんだか意味のわからない言葉で形容されてしまう。

　杏悠はもぞもぞと貴たか子こたちのスクラムの中から逃げ出すと、ぷくっと頬ほおを膨らませてみんなをにらみつけた。

「ああ、怒っちゃったぁ！」

「貴子が悪いんだぁ～！」

「ひどいよね、貴子って」

　友人たちは笑いながら貴子を指さした。

「ええ～っ、そんなぁ！」

　貴子のほうは両りよう頬ほおに手を当てて、わざと大げさな身振りで驚いてみせる。

「もう知らないっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　杏あ悠ゆはそんな貴たか子こたちに背を向けて、わざと乱暴に足を踏み鳴らしながら自分の席へ戻った。もっとも、足が小さいので「ぷきゅ、ぷきゅ」と上履きが情けない音をたてるだけだったが。

「あ～あ、すねちゃった。いじりすぎだよ、みんな」

「だって、可愛かわいいんだもん」

「だよねぇ～」

　向こうで勝手なことを言っているが、実のところ、杏悠は少なからず傷ついていた。

　みんなが自分を可愛がってくれている。それはわかっている。

　けれど、それは友達としてではなく、どちらかと言えばパンダやコアラに近い気がする。

　いつのまにか、自分は天てん然ねんだというキャラづけがされてしまい、真面目まじめなことを話そうとしても、みんなはまともに取り合ってくれない。

　さっきのことも、本心からの言葉だ。

　試験日にしか学校に来ない進学クラスの先輩。成績が良いからと学校は黙認しているそうだが、それはその先輩にとって良いことなのだろうか？

　そんな高校生活、きっと楽しいはずはないと思う。

　だが、そのことをもう一度貴子たちに伝えようとしても、きっと良いことはない。

　貴子たちは自分に『天然』というキャラを求めている。

　むきになって自分の考えを伝えようとするキャラは求められていない。それはみんなが好きな『天然』ではなく、『イタイ』奴やつだ。

　とはいえ、自分を偽り、天然のレッテルに甘んじるのも好きではない。

　よく、男の子に好かれようと天然のふりをしている子とかの話は聞くが、杏悠の場合は逆だった。天然のつもりはないのに、みんなに天然だと思われてしまう。

　おそらく、それは杏悠の外見にも大きな要因があるのだろう。

　二年生のクラス替えのとき、一年生が紛れ込んできたと間違われた幼い体型。

　誰だれもが思わず触りたくなるらしい、ほわほわの髪の毛。

　自分ではそうだとは思っていないのだが、みんなにハニーボイスとはやし立てられる、やや鼻声の高い声。

　二年生になってクラス替えをしたとき、このキャラを一新しようと思っていたのに、驚くべきことに新しいクラスになったその日のうちに「杏悠は天然だ」だというキャラが確定してしまっていた。

　こうなると、もはや杏悠だけの努力でどうにかなるものではない。

「……うぅっ」

　杏悠は口を尖とがらせ、貴子たちのグループを横目でにらみつけた。

　すると、みんなはもう別の話題で盛り上がっている。こっちはこんなに悩んでいるというのに、薄情な友人たちだ。

「ふん……だ」

　杏あ悠ゆはグループから目をそらすと、カモメのぬいぐるみストラップがついた携帯電話を取り出してコクバンにアクセスした。

　クラスではもうこのキャラを変えることはできない。

　しかし、コクバンの中にはもう一人の自分がいる。

　その名は――影かげ法ぼう師し。

　この影法師というハンドルネームが杏悠のものであることは、誰だれも知らない。

　コクバンの中だけで活動する、杏悠の秘密の分身というわけだ。

「いまのうちに、昨日のモンブランのこと書いちゃおうっと」

　影法師はコクバンの中では割と有名人である。

　主に書き込むことは、学校周辺にあるスイート関連のおすすめスポットの紹介。それが女子を中心に好評なのだ。

　いま書き込んでいるのは、駅前にあるケーキ屋のモンブランのこと。その店の一番人気でいつも売り切れており、幻のモンブランとして名高い。

　杏悠もケーキ屋の店員と顔見知りになるぐらい何度も通って、昨日、ようやく買うことができたぐらいである。

　その味はさすがに絶品だった。特にまるで栗くりそのものを食べていると思うほど濃厚な味わいのマロンクリームは極上で、いま思い出すだけでも顔がほわっと緩ゆるんでしまう。

「ああ、ホントにおいしかったなぁ」

　携帯電話のカメラで撮っておいたケーキの写真と一緒に、杏悠はモンブランを食べてみての感想を書き込んでいく。

　あまりメールをやらない杏悠にとって、携帯電話で長文を打ち込むのはなかなか面倒な作業だ。

　ぽちぽちと一心不乱に文章を入力して、ようやく一段落したところで顔を上げる。すると、貴たか子こたちのグループの会話が自然と耳に入ってきた。

　どうやらいまは部活で腹の立つ先輩がいるという話題らしい。

　貴子がその先輩に対する文句をぶちまけており、他ほかのみんなはそれに同調して、まるで自分自身のことのように腹を立てている。

　そんな会話に、杏悠は少しだけ違和感を感じる。

　本当にみんなはその先輩に対して、そんなに腹を立てているのだろうか？

　横で聞いている限りでは、むしろ文句をいっている貴子のほうが悪いような気がしないでもない。

　話を聞いている子は四人もいるのに、誰一人、杏悠のような感想を持たないのか？

　もしかして自分のほうがおかしい？

　やっぱり、天てん然ねんだから？

「はぁ……」

　小さくため息をついて、杏悠は携帯電話にぶらさがっているカモメのストラップを指でいじった。

　自分には無理だ。

　あんなふうに話の輪には入れない。

　みんなを惹ひきつけるような話をすることもできない。

　口を開けばズレたことを言うだけだ。

　とはいえ、みんなのような熱心な聞き手にもなれない。

　みんなに共感して話題に一緒に乗ることが、なぜかできない。

　どうしても浮いてしまい、またズレたことを言ってしまう。

　そんな杏あ悠ゆのことをみんなは天てん然ねんキャラとして喜んでくれているが、彼女自身にとっては不本意なことであった。誰だれかに決められたキャラではなく、杏悠は自分自身をもっとみんなに知ってほしかった。

　たとえズレたことを言っていても、それは本心からの言葉なのだから。

「天然で済まさないでほしいな……」

　それが杏悠の切なる願い。

　だから、最近、杏悠はコクバンをのぞくことが多くなっていた。

　ここには天然の杏悠というキャラは存在しない。スイートの情報に詳しい、影かげ法ぼう師しがいるだけだ。

　普段は声もかけられない先輩も、先輩だと見てくれない後輩も、杏悠を天然としかみていない同級生も、みんな影法師の書き込みを喜んでくれている。

　みんなが自分の言葉に普通に反応してくれる。

　自分が中心になって、話の輪が広がっていく。

　教室には、杏悠自身の居場所は無い。

　あるのは、天然キャラとしての居場所だけだ。

　しかし、コクバンには――求めていた自分がいる。

　みんなと対等に接することのできる自分が存在している。

　いまの杏悠には、それがとても嬉うれしかった。



　　　◆◇◆



　その日の予備校の帰り道、杏悠はお気に入りのケーキ屋に立ち寄った。

　この店は、駅から少し離れた住宅街にひっそりと建つ、穴場のスイートスポット。煉れん瓦がと丸太を使った山小屋風の建物は、暖かみのあるデザインで、通りに面した大きなガラス窓からは中の様子がいつでものぞける。

　ここが例の幻のモンブランを売っている店だったが、時間はもう閉店間ま際ぎわ。

　まだ開いているだろうかと思っていると、ちょうど店からお客が出てきた。

　杏悠と同じ成せい稜りよう高校の制服を着た女子だったが、知らない顔。

　進学クラスの子かもしれない。たぶん一年生だ。手には大きめのケーキ箱を持っている。

　杏あ悠ゆはその子とすれ違うと、外から店内をのぞいた。

　やはりモンブランは売り切れている様子。

　だが、杏悠にはもうひとつ目的がある。

「あっ、いるいるっ」

　弾んだ声をあげると、杏悠は店の中に入った。

「……いらっしゃい」

「こんばんわ～」

　杏悠は手をパタパタと振って、自分と同じ年ぐらいの店員に挨あい拶さつをする。

　彼女はクダンといって、最近入ったこの店のバイト。何度かモンブランを求めて通っているうちに、だいぶ親しくなっていた。

　人見知りするほうである杏悠にしては珍しいことだったが、それにはちょっとした理由がある。

　ケーキケースの前に立った杏悠と、クダンの視線は同じ高さ。

　そう、クダンの背丈が杏悠と同じぐらい。自分と同じように背が低くて、ケーキケースの向こうからよいしょと背伸びをして商品を手渡しているクダンの姿に、杏悠は親近感を憶おぼえたのだった。

　とはいえ、背格好は似ているが、落ち着いたその物腰は自分とは大違い。最初は同い年ぐらいかと思っていたが、その仕草からしておそらく年上のような気がする。

　もっとも、本人に確認したわけではないので年齢を知らないのだが。

「あれ、どうしたんですか？」

　クダンはあまり愛あい想そうの良いほうではないが、今日は特に暗い気がした。

　杏悠が店に入ってきても、どこか上の空で目は遠くを見ているかのようだった。

「別に……大丈夫」

　何かを名な残ごり惜しむようにゆっくりと視線をこちらに向けるクダン。

　やはりどこか様子が変な気がしたが、あまりしつこくするのも悪いと思い、杏悠は話題を変える。

「やっぱりモンブランは売り切れですか？」

「残念、たったいま売れちゃったわ」

「ええっ、ほんとに～っ!?」

　おそらく、さっき店から出て行った彼女が買っていったのだろう。タッチの差で間まに合わなかったようだ。

「じゃあ、なにか新作とかありますか？」

「いまは無いけど、店長は新しいチーズケーキの試作をしているみたい」

「へぇ、チーズケーキですかぁ」

　これは耳寄りな情報だ。このことは忘れずにコクバンに書き込まねば。

「今日はなにか買っていくの？」

「えっ？　ええっと……」

　クダンに尋ねられて、杏あ悠ゆはうろたえる。

　言われて初めて気づいたが、いまお小遣いがピンチ状態。

　店内に客は自分しかいなく、クダンはこちらを見つめている。なんとなくこのまま何も買わずに帰るのは気まずい雰囲気だった。

「ど、どうしようかなぁ」

　財布の中身を思い出しながら、ケースに並ぶケーキの値札を見つめる。

　たぶん記憶が確かならば、いまの所持金は五百円を切っているはず……

　なぜそんな懐ふところ具合でケーキ屋に入ったのか、自分でもよくわからない。もし、ここに貴たか子こたちがいたら『だから杏悠は天てん然ねんなのよ』とからかわれるところだ。

「え、ええ～っとぉ」

「どうかしたの？」

「それが、そのぉ～」

　汗はタラタラ、目はキョトキョトの、完全に不審人物。

「……ねえ、今日は品しな揃ぞろえが薄いし、今度、新作のチーズケーキができたら試してみたら？」

「あっ、そうだ。そうします、そうしますっ！」

　杏悠は手をパンと叩たたいて、何度もうなずいた。

「うん、それがいいと思う」

　ケースの向こうでクダンが小さく微笑ほほえむ。

　それはお客向けのスマイルではなく、クダンの本当の微笑み。

　きっとクダンはこっちが困っているのを察して、助け船を出してくれたのだろう。

　初めての人は彼女を無ぶ愛あい想そうと思うだろうが、実はクダンの気遣いは本当にきめ細かい。そんなところも杏悠が彼女を好きになった理由だった。

「じゃあ、また来きます」

「うん、待ってるから」



　クダンと話ができて少し楽しい気分になった杏悠は、駅前の停留所で帰りのバスを待っている間、携帯電話でコクバンを確認する。

　昼休みのモンブランについての書き込みには、いつもよりたくさんの返事がついていた。

「うわぁ、すごいレスだなぁ」

　杏悠はその反響を、照れくささと嬉うれしさがない交ぜになった気持ちで読み進めた。



【いつも売り切れだったから、すごく気になってるケーキでした。影かげ法ぼう師しさん、うらやましすぎ】

【影法師さんのおすすめはハズレがないから、このモンブランも超期待です】

【でも、なかなか買えないんだよね～】

【明日、放課後に店に突撃します】

【ガンバレ】



　ほとんどがたわいもない会話。

　それでも、ここにいる人たちは、自分のことを天てん然ねんキャラとして見たりしない。

　みんなが対等に接してくれる、この充実感――だから、コクバンはやめられない。

　ざっとみんなの反応を読んだ杏あ悠ゆは、さっそくクダンから聞いた新作チーズケーキに関する最新情報を書き込もうとした。

「あれっ……？」

　杏悠の指が止まった。

　コクバンの最新の書き込みに見慣れた名前を見つけたのだ。

　それは自分のハンドルネーム――影かげ法ぼう師し。

「なにこれ……」

　杏悠には書き込んだ覚えはない。

「誰だれが書いたの……これ？」

　杏悠の背中に悪お寒かんが走る。



　パァパァ～ッ！



　大きなクラクションに驚いて顔を上げると、いつのまにかバスがやってきていた。

「乗るんですかぁ？」

「はっ、はいっ！」

　運転手に声をかけられて、杏悠は慌てて乗り込む。

　帰宅するサラリーマンばかりの車内で、一番後ろの空いている席に腰を下ろすと、恐る恐る携帯電話を開いて、その影法師の書き込みを読んだ。



【みんなあのモンブランに期待しすぎているから、ちょっと追加情報。あのモンブランのスポンジが軽いから、こってりしたマロンクリームとのバランスが少し悪いかもね】



「やっぱり、私こんなの書いてない……もしかして、誰かが私の名前で書き込んでいるの？」

　杏悠は腹を立てながら、その書き込みを読み返したが、そのうち妙な気分になってきた。

「でもこれって、まるで本当に私が書いたみたい」

　その書き込みにあったモンブランへの感想は、杏悠も内心では思っていたことだった。

　だが、常連にしている店のことであるし、あまり批判めいたことはしたくなかったので、あえて書き込まなかったのだ。

　文章の癖は真ま似ねできるかもしれない。

　だが、このモンブランに関する感想はどうだろうか？

　自分が心の内に留とどめておいたことを、影かげ法ぼう師しを名乗る別の誰だれかが書き込んでいる。

「なにこれ……気持ち悪い！」

　杏あ悠ゆは堪たまらず携帯電話を閉じると、気分を変えようと窓の外を見た。

　外はもう真っ暗で、グリーンにライトアップされたテレビ塔が遠くに見えるだけ。

　そして、窓に映る怯おびえた顔をした自分。

　梅雨が近いので今日も湿度が高く、髪のボリュームが膨れてひどいことになっている。そんな髪を両手で押さえながら、じっと見つめる。

　我ながらひどい顔だと思った。

　窓を鏡代わりにして、無理に笑みを浮かべてみる。

　気持ちとは裏腹に笑みを浮かべている自分の顔。

　自分にそっくりだが、他人のような顔。

　そのとき、杏悠はふとあの噂うわさ話を思い出した。



「もしかして、ドッペルゲンガー？」



　コクバンを利用していれば、必ず一度は耳にするその名前。

　自分とまったく同じ姿をした、もう一人の自分。それに出会うことは、本人の死期が近いことを意味するとか……

　いや、もしかするとドッペルゲンガーと出会うことが、死を招くのかもしれない。

　コクバンはもともとこのドッペルゲンガーに関する情報交換用として作られたという。

　いまでは他ほかの書き込みのほうが圧倒的に多くなってしまっているが、それでもドッペルゲンガーの話題は尽きない。

　学校に来なくなった生徒は、実はドッペルゲンガーに出会って、家から出るのが恐ろしくなったからだとか。暴力事件が原因で退学になった生徒がいるが、事件を起こしたのはドッペルゲンガーであり、その生徒は無実であるとか……そんな噂話はコクバン内をちょっと探せばいくらでも見つけることができる。

　口裂け女や人面犬といった馬ば鹿か馬ば鹿かしい都市伝説と変わりないと思うが、それでもコクバンに残る生々しい書き込みを読むと、なんとなく信じてしまいそうになる。いや、もしかすると、逆にコクバンがあったからこそ、ここまでドッペルゲンガーの噂が広まったのかもしれない。

　杏悠はコクバンでドッペルゲンガーの噂を探してみようと思ったが、途中でやめてしまった。

　もしも、いまの自分のようなことを経験した人がいたとしたら？

　それを知ってしまった途端、目の前に自分のドッペルゲンガーが現れそうな気がして、とてもそれ以上読み進めることはできなかったのだ。



　　　◆◇◆



「また、書き込んである……」

　もう一人の影かげ法ぼう師しの書き込みは、あれから数日おきに繰り返されていた。

　コクバンを読んでいる人たちは、どちらの書き込みも同じ影法師がしているものだと信じ切っている様子だった。

　それは、あまり気分の良いことではない。

　しかし、顔を隠して、匿名で書き込みをしている限り、二人の影法師のどちらが本物かを証明することは難しい。

　こちらがむきになって『この影法師は偽者だ』などと抗議しても無駄だろう。

　そんなことをすれば、他ほかの人たちまで面白半分に影法師を名乗って悪戯いたずらをしはじめるかもしれない。

　いろいろ考えて、杏あ悠ゆはもう一人の影法師の書き込みについては無視を貫くことにしていた。こういう悪戯をする人間は、放ほうっておかれることを一番嫌うそうだ。

　それに、ドッペルゲンガーかもしれない相手と、コクバンの中であっても関かかわり合いたくはなかったというのもある。

　ただ、もう一人の影法師の書き込みをチェックすることだけは怠らなかった。

　最初は怖いもの見たさからだったが、いまでは少し違ってきている。

　今回のもう一人の影法師の書き込みは、この前書き込んだ新作チーズケーキを食べた感想の補足という内容だった。

　もう一人の影法師は、自分から話題をふることはない。いつも杏悠が書き込んだ内容に補足するという形で書き込んでいくのだ。

　そんなもう一人の影法師の書き込みを読みながら、杏悠は思わずうなずいた。

「あ～、そうだよね～、私もそう思ってた」

　あいかわらずもう一人の影法師は、杏悠が内心では思っていてもコクバンに書き込まなかったことを鋭くついてくる。

　その多くはネガティブな内容だった。

　味への不満。

　サービスへの不満。

　ケーキの流行への不満。

　それは腹を立てるほどのことではないが、ほんのちょっと心に引っかかる程度の不満。

　杏悠が内心にため込んでいたものを、もう一人の影法師は爽そう快かいなまでにズバリと書き込んでくれていた。

　そうなのだ。

　いつしか杏あ悠ゆは、もう一人の影かげ法ぼう師しの書き込みを読むことが楽しみになっていた。

　この人物は誰だれよりも影法師――すなわち、自分のことを理解してくれている。

　そうでなければ、ここまで的確に自分の内心を読み取ることなどできないだろう。

　そんなもう一人の影法師のことを意識して、杏悠もどこか内心に秘めた不満を匂におわすような書き込みをするようになっていた。

　すると、もう一人の影法師は確実にそこを読み取ってくれ、代わりに杏悠の本心を書き込んでくれる。

　二人だけでつながっている、奇妙な心の交流。

　一度も会ったこともないというのに、自分のことをここまで理解してくれる人がいる。

　教室には友達と呼べる同級生たちはたくさんいる。しかし、彼女たちは杏悠の心の奥底までは見てくれない。いつも表面の『天てん然ねん』としての自分しか見てくれない。

「もし、この人に会えたら……きっと親友になれるだろうな」

　だが、それはできない。

　なぜなら、相手はドッペルゲンガーかもしれないのだ。

　ドッペルゲンガーに会った人間は、すぐに死んでしまう。

　それがドッペルゲンガーにまつわる噂うわさ話……



　　　◆◇◆



　予備校から出ると、杏悠はすぐにコクバンのチェックをする。

　ちょっと時間があれば、携帯電話を開くのが杏悠の癖になっていた。おかげで、コクバンを見ている時間はどんどん増えている。

　なにしろ、もう一人の影法師の書き込みを見落とすわけにはいかない。

　それに影法師の書き込みが二人分になったので、他ほかの生徒たちからの返事も二倍に――いや、それ以上になっていた。

　影法師の書き込みに対する反応は徐々に大きくなっている。

　特にもう一人の影法師が書き込むと、これまでの数倍の返事がつく。

　しかも、その内容はこれまでのようなたわいもないものとは違い、様々な言葉が書き込まれる。

　影法師に同意する書き込み。

　否定する書き込み。

　否定を否定する書き込み。

　応援の言葉。

　罵ば声せい。

　コクバンの中を影法師の言葉が泳ぎまわり、多くの人に影響を与える。

　一言発するたびにコクバンの中は大きく揺らぎ、言葉を発した本人ですら予想のできないことが起きる。

　いまや影かげ法ぼう師しはスイーツの情報を発信するだけの存在に止とどまらない。

　多くの生徒が影法師のことを噂うわさして、その言葉を待っている。

　自分がコクバンの中心にいるといっても良いだろう。

　いままで、天てん然ねん、天然とマスコットのように扱われてきた杏あ悠ゆにとって、自分にこれだけの影響力があるということは経験したことのない快感だった。

　クダンのいるケーキ屋の前まで来ると、杏悠は携帯電話をしまってガラス越しに中の様子をのぞき込んだ。

　店内には、お客が一人。

　背の高い、若い男の人のようだ。

　すっとした首筋。ふわりと柔らかな髪。線は細いが、華きや奢しやではない肩幅。

　まるで外人モデルのような後ろ姿だ。

「うわあ、なんか格好いい人だなぁ」

　思わず杏悠は声をあげてしまう。

　その男性はケースに両りよう肘ひじを乗せて、クダンに親しげに話しかけていた。

　いったいどういう関係なのだろう。

　ただのお客にしては馴なれ馴なれしすぎる気がする。

　不思議に思って見つめていると、意外なことにクダンは手をしっしっと振って、その男性を追い払うような仕草をした。

　すると、そんなクダンの態度に腹を立てた様子もなく、男性はひょいと肩をすくめて、店を出てきた。

「あわわっ……」

　二人の様子をこっそりのぞいていたことが気まずくて、通行人のふりをしてそのまま店先を通り過ぎようとしたが、タイミング悪くちょうど店から出てきたその男性とぶつかりそうになってしまった。

「ひあっ！」

　これほど自分のドジが恨めしいと思った瞬間はない。

　すぐ側そばから見上げたその男性は、後ろ姿から想像したとおり、これまで見たことがないほど美しい顔立ちをしていた。

　涼しげな目もと。ほどよい高さですっと形の良い鼻筋。微笑ほほえみがよく似合う口もと。

「おや、失礼」

　声は極上のムースのように、柔らかく甘い響き。

　杏悠は口を開けた間抜け顔のまま、その男性に見とれていた。

「……クダンと仲良くしてあげてね」

　硬直している杏悠の前を優雅に通り過ぎながら、その男性はぽつりと言い残していった。

「はっ、はいっ、どういたしまして！」

　かなりテンポ遅れで、しかもトンチンカンな返事をしたとき、もうその男性の姿はどこかに消えていた。

「ひゃあああ～っ！」

　あんな格好いい人にみっともないところを見られてしまったと、杏あ悠ゆは恥ずかしさで顔を真っ赤にしながら店内に飛び込む。

「いっ、いまの人、誰だれなんですか？」

　挨あい拶さつもなしで、いきなりクダンに質問をぶつける。

　そんな杏悠にクダンは少し目を見開いて、きょとんとした顔をしていた。

「いったいなんのこと？」

「あの格好いい人のことですよ。知り合いなんですか？　知り合いなんでしょ？」

　ばたばたと手を振り回しながら、杏悠は店内で大騒ぎする。

　そういえば自分がクダンと知り合いであることも知っていたようだ。

　クダンが話していたのだろうか？

　だとすれば、いったいどんなことを話したのだろう？

「ああ、あれは私のストーカー。関かかわらないほうがいいわよ」

「えっ、なに？」

「ストーカーよ。いつもつきまとってきて、うるさいの」

「うるさい……って」

　クダンの意外な反応に、杏悠は呆あつ気けにとられる。

　あんな格好いい人になら、是非追いかけられてみたいというのが杏悠の感想だった。

「そんなこといって、本当は恋人かなんかなんでしょ？」

「見ず知らずの他人じゃないけど、あなたが思っているような関係でもないから」

「本当に？」

「どうでもいいでしょ。そんなこと」

　クダンは眉まゆをしかめて、目をそらす。これ以上、その話題を続けたくないといった様子だった。

「あ、すみません……」

　そんなクダンを見て、杏悠はプライベートに立ち入りすぎてしまったと気づいた。

　こういう空気が読めないところも、みんなに天てん然ねんだと言われてしまうのだ。杏悠は急に気まずくなって、無理矢理話題を変えようとした。

「き、今日のおすすめは？」

「焼きたてのシュークリーム」

　クダンはさっきのことを引きずっている様子もなく、いつもの口く調ちようで答えてくれた。

　確かにここの店のシュークリームは隠れた逸品。特にクダンは気に入っているらしく、いつも勧めてくる。

「うーん、マンネリですねぇ」

　そう呟つぶやきながらケースをのぞいていると、珍しいものを発見した。

「あれっ、モンブランが残ってる～！」

「残念、見つかったか……」

　露骨にがっかりしたような声で、クダンが呟く。

「隠したってダメですよぉ。これくださいね」

　この機会を逃したら、次に食べられるのはいつのことやら……

　今日はちゃんとお小遣いも持ってきていた自分を誉ほめてやりたかった。

「うう～っ」

　クダンは渋々とモンブランをケースから取り出した。

　売れ残ったケーキはクダンが持って帰ってもいいらしいから、わざとモンブランのことは黙っていたのだろう。せっかくこの店でバイトをしているのに、クダンはまだ人気のモンブランは一度も食べたことがないそうなので、可哀相かわいそうといえば可哀相であるが……

　杏あ悠ゆはしゃがみこんで他ほかのケーキを見ながら、ケース越しにクダンの顔を見上げた。

　こちらから見られていると気づいていないのか、モンブランを箱詰めしているクダンはお客様向けではない、素の表情をしていた。

　どこか寂しげで、深く穏やかな湖のような色をもった瞳ひとみ。その小さな唇は笑みを浮かべることをやめると、いつもなにか愁うれいをもっているかのように閉じられる。



    

  
    
      



    

  
    
      　こうして改めて見てみると、クダンは美人だった。

　自分とほとんど変わりない背丈だというのに、その顔つきはずっと落ち着いていて大人びている。どこかが自分とは根本的に違う。

　たぶん、自分が成長して大人になっても、クダンのようにはなれないだろう。

　そんなクダンのことを杏あ悠ゆは羨うらやましく思った。

　このぐらい美人で落ち着いていれば、背が低くても、あんな格好いい人と仲良くなれるのだろうか？

　クダンはストーカーだとか冗談で誤ご魔ま化かしていたけど、本当は恋人同士なのだと思う。相手の悪口を軽く言えるぐらい仲が良いということなのだろう。

　杏悠は箱詰めされるモンブランを見つめながら、心の内からもやもやとしたものが溢あふれてくるのに気づいた。

　ほんのちょっとした嫉しつ妬と。

　それは杏悠の心の奥底にある壁に小さな穴を開けた。

　この壁の奥には、いままで自分さえ気づかなかった感情が押し込められている。

　わずかに開いた穴からそれが漏れ出し、杏悠の体内を満たす。

　頭の芯しんは冷たいのに、身体からだはじわりと汗が吹き出すほど熱い。

　自分の中でふたつの意識がぶつかり合っている。

　ぶつかり合い、喉のど元もとへとこみ上げてくる。

　きっと、吐き出せば気持ちが良いだろう。

　もう一人の影かげ法ぼう師しのように、他人の顔色など気にせずに、自分の気持ちを素直にぶつければ。

「ところで、前から思っていたんですけど、この店のモンブランのスポンジってクリームとのバランスが悪い気がするんですよ。それに、新作のチーズケーキも――」

　これまで杏悠が口にしたことがない攻撃的な言葉。

　一度口にしたらもう押しとどめることはできなかった。

　なぜなら、それは杏悠の想像以上に爽そう快かいなことだったから。



　　　◆◇◆



　放課後、みんなが集まって雑談しているとき、貴たか子こがコクバンのことを話題にした。

「このヌエって人の書き込み、ちょっと電波系だよね～」

　貴子が言っているのは、コクバンのいたるところで書き込みをしているヌエという人についてのことだった。

　確かにヌエの書き込みは脈絡が無く、意味がわからない文章であることが多い。

　貴子に言わせると、こういうのは『天てん然ねん』ではなく『電波』と呼ぶそうだ。

　杏悠もそのヌエの書き込みは、何度か読んだことがある。

「……私はヌエの書き込みは好きだけどなぁ」

　杏あ悠ゆの言葉に、貴たか子こたちは大げさに驚いた声をあげる。

「ええ～っ、何書いてるのかわからないし、レスにも反応しないし、マナー悪くない？」

「杏悠、あのテレビ塔から、変な電波受信しちゃってるんじゃないの？」

　貴子は杏悠の柔らかい髪をもしゃもしゃともてあそび、頬ほおをぷにぷにと触る。

「うん、私にもヌエの書き込みの意味はよくわからない」

「たははっ、なんでわからないのに好きなのよ～」

「ホントに杏悠は天てん然ねんなんだからぁ」

「……けど、ヌエが誰だれかに何かを伝えようとしているということだけはわかる」

　みんなにいじられながら、それでも杏悠はきっぱりと言った。

「あれ、どうしちゃったの？」

　貴子は不思議そうに、杏悠の頬を軽く引っ張る。

　うにっと口が伸びるが、杏悠は嫌がろうともせずに、貴子のほうをじっと見つめた――いや、にらんだといったほうが正しいかもしれない。

「うそ、怒ってる？　もしかして、怒っている？」

　貴子はすぐに頬から手を離して、今度は頭を撫なでた。おどけたふりをしているが、その目は杏悠の態度に戸惑っている。まわりの友達たちも、いつのまにか笑うことをやめて、そんな二人の様子を見守っていた。

　そんな視線を十分に意識しながら、杏悠はできるだけはっきりとした口く調ちようで答えた。

「私はそう思ったから、そう言っただけ」

「は、はぁ……」

　貴子はポカンと口を開けたまま、みんなのほうを振り返った。

　他ほかのみんなも同様に杏悠の様子に呆あつ気けにとられている。



　自分を偽るな。



　テレビでも、漫画でも、流行の歌詞でも、みんなそう言っているじゃないか。

　だから、これは正しいこと。

　貴子たちの戸惑う顔を見るのは、杏悠にとってとても気分がよい。

　みんなが求めているものを裏切ってやる。

　自分を貫いてみせる。

　もう『天然』なんて軽い言葉で片付けさせない。

　なぜいままでこんな簡単なことができなかったのだろう？

「じゃあ、私、予備校があるから帰るね」

「う、うん、バイバイ……」

　あとに残る貴子たちを振り返ることなく、杏悠は一人教室を出ていった。

「そうか……みんな影かげ法ぼう師しのおかげなんだね」

　誰だれもいない廊下を大おお股またで歩きながら、杏あ悠ゆは携帯電話を取り出した。

　そこにはもっと気分の良い世界がある。

　自分と影法師の世界。

　コクバンがあれば、影法師がいれば、自分はもっと強くなれる。

　自分を偽らないでいられる。



　　　◆◇◆



　予備校帰りのバスの中。

　いつも空いている一番後ろの席に座って、杏悠は急いで携帯電話を開く。

　予備校の授業の間は携帯電話は禁止されている。その時間は放課後になって、みんながコクバンを読む時間帯と重なっているので、授業が終わったあとはたくさんの書き込みがされているのだ。

　杏悠は夢中で、コクバンを読む。

　溢あふれるほどの言葉の中に躍る、影法師の名前。みんなが影法師の噂うわさをしている。

　ぞわぞわと身体からだを駆け上がる快感。

　教室で貴たか子こたちの呆あつ気けにとられた顔を見たときと同じ感覚。

　杏悠は興奮した面おも持もちで、夢中になって携帯電話を操作していたが、ふと指の動きを止めた。

「また、この人だ……」

　杏悠は携帯電話の小さな画面をにらみつける。

　今日も見つけた、忌いま々いましい書き込み。



【影法師さんがそう感じたからといって、みんなが同じ気持ちだとは限らないと思う。押しつけるのは良くないんじゃないかな】



　ハンドルネームはフリーデリーケ。

　このフリーデリーケは、最近、影法師の書き込みに対して妙に優等生ぶった批判をしてくる人物だった。

　しかも、それは決まってもう一人の影法師の書き込みではなく、杏悠の書き込んだものに対して批判してくる。きっと偶然だろうが、こうも続くと、まるで自分ともう一人の影法師の秘密を見透かされているような気分になる。

「なによ、なんなのよっ！」

　杏悠は止まっていた指先を動かす。

　さらに腹立たしいことに、影法師に批判するフリーデリーケの書き込みには他ほかの人からの返事も多くついていた。

　そのほとんどはフリーデリーケに肯定的な意見。

　杏あ悠ゆは表情を険しくする。

「なんで、みんなこんな奴やつの肩を持つの？」

　力を入れすぎて白くなった指先で、さらに操作を続ける。

　いくらボタンを押しても、書き込みは続いている。

　書き込み。

　膨大な書き込み。

　杏悠はその情報量に酔いそうだった。

　それでもむきになって画面の文字を目で追っていく。

「どうせあなただって、隠れて私たちの悪口を言ったりしてるんでしょう」

　この小さな機械の中には、たくさんの声が詰め込まれている。

　そのどこかには、自分のことを噂うわさする声が隠れているかもしれない。

　そう思うと、コクバンの奥へ、奥へと掘り進まねば気がすまなかった。

　そうしなければ不安でしかたなかったのだ。



　やがて腹を立てながら読んでいた文章が、実はだいぶ前に自分自身で書き込んだものであることに驚き、杏悠ははっと我に返る。

　なんだか気分が悪い。

　バスに酔ったのか、それともコクバンに酔ったのか？

　こみ上げてくる不快感は杏悠の苛いら立だちを増幅させる代わりに、思考を鈍らせる。

「そうだ、いい方法がある」

　どんよりと淀よどんだ心で、杏悠は名案を思いついた。

「フリーデリーケの名前を使って、私が書き込んでやれ」

　いままでは無意識のうちに避けていたタブー。

　それなのに、いまの杏悠にはそれがとても素晴らしいものに思えた。

　どうせバレるはずはないのだ。

　ならば、遠慮することはない。

　そうだ、そうだ。

　なぜいままでためらってきたのだろう？

　杏悠は堰を切ったように、思いつくままに罵ば詈り雑ぞう言ごんを打ち込んでいく。

　それは一見、影かげ法ぼう師しに向けられたものだが、実際は他ほかの生徒たちみんなに向けられたものである。

　これを読めば、みんなフリーデリーケに腹を立てるだろう。

　そして、そのぶん影法師に同情が集まるはず。

　興奮のあまり心臓が高鳴る。

　明日からは、もうフリーデリーケの書き込みに苛いらつくことはなくなる。

　フリーデリーケの味方をする書き込みに怯おびえることもなくなる。

　最後の一文字を打ち込み終えて、杏あ悠ゆは名前の記入欄にいつもの『影かげ法ぼう師し』ではなく『フリーデリーケ』と入力をした。

「ははっ、これでよしっと！」

　書き込み完了のボタンを、携帯電話がきしむほどの勢いで押す。

　画面が変わる。

「あれ？」

　いつもの書き込み完了の画面ではない。

　いままで見たことのないものだった。

　杏悠の背筋に冷たいものが通り抜けた。

「なにこれ……？」

　無理に心を落ち着かせ、画面の文字を読む。

　無機質な文字で表示されていたのは、簡単な一文だった。



【そのハンドルネームはすでに別の方に登録されています】



　理解してみれば、なるほどと納得できるものだった。

　コクバンに参加するときには、本名と一緒にハンドルネームを登録する。誰だれかがすでに登録しているハンドルネームを、他ほかの人が使えないようになっているのだろう。

　考えてみれば、他人のハンドルネームを使用して悪戯いたずらをするなんて、誰にでも思いつくことだ。そんなことが可能なら、コクバンはもっとひどいことになっているはず。

「そりゃあそうだよね」

　出鼻を挫くじかれた杏悠だったが、おかげで少しだけ冷静さを取り戻した。

　フリーデリーケの書き込みに苛つくあまり、我ながら最低のことをするところだった。

「けど、こんなこと誰でも考えつくよね。そうよ、もう一人の影法師だって……」

　携帯電話を閉じて自分自身への言い訳を呟つぶやいて、杏悠はハッと顔を上げた。

「えっ、じゃあ、もう一人の影法師はどうやって……同じ名前は使えないはずなのに」

　杏悠は慌ててフリーデリーケ以外のハンドルネームで書き込みができるかどうか確かめてみたが、結果は同じことだった。

　杏悠が最初に登録した『影法師』以外のハンドルネームは、例のメッセージが出てすべてはじかれてしまう。

「なんなの？　どういうことなの、これ？」

　いままでコクバンの中で最も親しみを感じていたもう一人の影法師が、急に不気味なものに思えてきた。

　この感覚は……初めてではない。

　最初、影かげ法ぼう師しの名前を見つけたときに心に湧わいた感情。

　いつのまにかもう一人の影法師に慣れ親しんでしまい、すっかり忘れていた感情。



　これは恐怖。



　さっと頭から血の気が失うせていくのが自分にもわかる。

　影法師の名前を見たくなくて、無意識のうちに携帯電話を操作する。

　やがてコクバンのトップページが画面に映し出された。

　ここからすべてのコクバンの書き込みへ移動することができる、いわば正門のような場所だ。

　そして、そこに書かれた文字が、杏あ悠ゆの目に飛び込んでくる。



【この電子掲示板はドッペルゲンガーに関する情報交換のために作られました】



「ひっ！」

　杏悠は小さく悲鳴をあげて、携帯電話を音をたてて閉じた。



　――それはいつの間まにか自分の心に忍び込み、すっかり居場所を確保していた。



　杏悠も、そのことを歓迎さえしていた。

　大切な存在とさえ考えていた。

　思いがいかに深かったのか、いまになって思い知る。

　だからこそ、いまこんなにも自分は恐ろしいと感じているのだ。

　あんなにも身近に感じていた存在の正体が――ドッペルゲンガーだった。

　いや、それは決して自分にとって意外なことではなかったはずだ。

　最初から、そうではないかと思っていた。

　それなのに、いつのまにか杏悠は心を開いていた。

　怪物かもしれない存在に……

　そのことが恐ろしかった。

　その不吉な響きを持つ名前以上に。

　出会えば死ぬという恐ろしい噂うわさ以上に。

　いままで誰だれに対しても隠してきた自分の心の中にすんなりと入り込み、誰よりも深く理解――いや、心を暴き立てたドッペルゲンガーに恐怖していた。

　自分と同じ姿であることなど些さ細さいなことだ。

　心の中までも同じ。

　自分の心をすべて知り尽くしている存在。

　それ以上に恐ろしいものが、この世にいるだろうか？



　最初にもう一人の影かげ法ぼう師しに気づいたときと同じように、杏あ悠ゆはバスの窓を見つめた。

　繁華街を過ぎて、暗い外に見えるのはいつもどこからでも見える、グリーンにライトアップされたテレビ塔だけ。

　夜の空気に満ちる濃い湿気に曇り、ぼんやりと浮かび上がる孤高なその姿。

　いつも変わることなく、どこからでも見ることができる。

　杏悠はあのテレビ塔があまり好きではない。その揺るぎない存在感は、いつも杏悠に引け目を感じさせるからだ。

　目をそらし、遠くから近くへと視点を切り替える。

　すると、いまもっとも見たくないものが見えた。



　それは、ガラスに映った自分の怯おびえた顔……



　　　◆◇◆



　あの日以来、杏悠はコクバンにアクセスすることをやめた。

　本物の影法師の書き込みに補足する形でしか、ドッペルゲンガーはコクバンに現れない。だから、こちらから書き込まなければ、向こうもなにもできないはずだ。

　ただ、コクバンをやめてしまうと、驚くほど時間を持て余すようになった。

　これまでのように、貴たか子こたちの話の輪に入っていくこともできなかった。

　入って、どうしたら良いのかがわからない。

　以前の自分は、あの輪の中で何を求めていたのだろう。

　杏悠には、もうそんなことさえわからない。

　だから、手持ちぶさたに自分の席で時が過ぎるのを待つ。

　静かに待つ……

「いったい何を待っているんだろう？」

　ふと湧わき上がる疑問。

　待っていればなにかが起きるのだろうか？

　なにかが変わるのだろうか？

　杏悠は不安げな顔で教室を見回す。

　他ほかのみんなは待っていないのだろうか？

　みんなには、自分の待っているなにかはやってきているというのだろうか？

　だから、あんなにも楽しそうなのだろうか？

　突然、杏悠は両肩に重くのしかかるような孤独を感じた。

　いままでとなにひとつ自分は変わっていないというのに、気づいてしまうとこんなに心を重くする。

　自分だけがみんなとズレている。

　杏あ悠ゆはその事実を、騒々しい教室の中で一人で噛かみしめた。



「ねえねえ、最近、影かげ法ぼう師しってやばくない？」

「なんか手当たり次第って感じだよねー」

「けど、読んでるだけなら、割と面白かったり」

「あっ、それはあるかも」

　不意に杏悠の耳に飛び込んできた声。

　驚いて顔を上げると、少し離れたところで、貴たか子こたちのグループが携帯電話を開きながら話をしていた。

「え……あれ……？」

　思わず口から漏れる、言葉にならない声。

　すると、話に夢中になっていた貴子がこちらを見た。

「なに、杏悠？」

「いま……影法師って……言わなかった？」

「言ったけど、それが？」

　貴子の言葉にはわずかに杏悠から距離を置くようなよそよそしさがあり、杏悠は少し戸惑った。

　貴子が置いた距離は、先に自分が遠のいた距離と同じ。

　それは自業自得のことだ。

　これまでの自分は、この距離が怖くて、みんなの望むキャラを拒絶できなかったのだ。

　そのポジションにしか自分の居場所が無いから。

　けれど、あのときの自分には、その居場所が無くなってもかまわないという強さがあった。

　もうひとつの居場所があったから。

　そこには自分を理解してくれている存在がいたから。



　コクバンと影法師。



　しかしそれはいま杏悠にとって一番恐ろしい存在となっていた。

　だから、自分はひとりぼっちになった。

　居場所も失ってしまった。

　それがこんなにも自分を臆おく病びように弱くさせる。

「あ、えっと……影法師って、どんな帽子なのかな……って思って」

　弱い杏悠は自分を偽り、みんなの視線に耐えきれず天てん然ねんのキャラを演じた。

　それが傷つくことなくこの場を切り抜ける一番の方法だと思ったから。

　それなのに、貴たか子こたちは無言のままだった。いつものように、自分をくしゃくしゃにしてはくれなかった。

「あれ、帽子のことじゃないの？　あはは……」

　無理に笑って見せても、それは自分でもわかるぐらいにぎこちなく、貴子たちの表情は硬くなるばかりだった。

　みんなのそんな顔を杏あ悠ゆは見たことがない。

　自分のことを見ているというのに、まるで自分に向けられた視線とは思えない。

「ごめん、邪魔だったね」

　これ以上、そんな目で見られることが耐えきれず、杏悠は貴子たちから逃げ出した。

「どうかしたの、杏悠？」

　貴子が呼びかけていたが、杏悠は答えることはできなかった。もう、あんな気持ちになるのは嫌だった。

　もっと、もっと距離を置こう。

　貴子たちに見えない場所まで遠のこう。

　考え方を変えればいいだけだ。

　一人でいれば傷つくことはない。

　一人ならなにもいらない。

　じっと、待てばいいのだ。

　じっと……一人で……なにかを……



　　　◆◇◆



　それでも、ひとつだけ無視することができないことがある。

　放課後になっても、杏悠の耳には貴子の言葉が残っていた。



　――影かげ法ぼう師し。



　杏悠は予備校の近くにある駅前の広場のベンチに腰を下ろし、ずっと携帯電話を握りしめながら考えていた。

　たくさんの人が行き来きしているが、誰だれもが通り過ぎていくだけ。

　騒がしい場所なのに、不思議とそれらの音は考えごとの邪魔にはならなかった。

「まだ、影法師は消えていないの……？」

　いくら考えても、それしか考えられない。

「やっぱり確かめなきゃ」

　杏悠は震える手で携帯電話を開くと、意を決してしばらくぶりにコクバンにアクセスをした。

　表示されたのは、いつもと変わりのない画面。

　杏あ悠ゆが利用しなくなっても、コクバンは何も変わらずに運営されている。

　自分以外の多くの人たちが、変わることなく書き込みを続けている。

　この前まで感じていた、自分がコクバンの中心であるなどという気分は、まったくの錯覚であることを思い知らされた。

　コクバンの中であっても、自分は一人。たとえいなくなっても、なにも変わりはない。

　ここだけが現実と違うなどということはなかった。

　コクバンも現実の延長にすぎない。

　残酷な現実に打ちのめされながら、杏悠はコクバンの中をさ迷う。

　外見は同じでも、その内容は杏悠の知らない書き込みばかりだった。

　こちらが距離を置けば、向こうも同じだけ離れてしまう。そんなところまで、コクバンは現実と同じであった。

　以前はあれほど心躍らされた書き込みの言葉の群れを、なぜかいまの杏悠には意味のある言葉として読むことができなかった。

　たくさんの文字の羅列。

　無価値な単語の連なり。

　その中でただひとつ、いまだに杏悠の中で特別な価値を持つ言葉。

「あった……影かげ法ぼう師しの書き込み」

　なんとその影法師の書き込みの日付は今日だった。

　やはり予想は的中した。

　杏悠が影法師をやめてからも、ドッペルゲンガーはその名前を引き継いでいたのだ。

　これまでは自分から書き込みをすることのなかったもう一人の影法師。コクバンから杏悠がいなくなったことで、自由を得たとでもいうのだろうか。

　まず杏悠は影法師の書き込みを遡さかのぼってみることにした。

　いったい、いつからドッペルゲンガーは勝手に影法師として書き込みを始めたのか？

「この日は……」

　それは杏悠がコクバンに他人のハンドルネームで書き込めないことに気づいた日の、すぐ次の日。まるで杏悠がコクバンをやめたことを知っているかのように、その日からもう一人の影法師の暴走は始まっていた。

「ひどい……これ」

　そう、それはまさしく暴走だった。



【文句があるなら読むな】

【あんたこそ消えろ】

【おまえの正体は知っている。今度、リアルで会ったら覚悟しろ】

【ここに嘘うそつきがいます】

【以降、影かげ法ぼう師しにレスした奴やつはみんなクズ】

【というおまえも同罪】



　もうそこには、スイーツに関する情報発信という目的は無かった。

　敵意を煽あおるために、敵意をばらまいていく。

　それしか目的が無いように思える。

　そして、それは十二分に効果を表していた。

　影法師の噂うわさはコクバン中に広がり、誰だれもが影法師に敵意をむき出しにしていた。

　もう、影法師に味方をするものはない。

「ひどい……」

　コクバンの中で、影法師はすべてを敵にして完全に孤立していた。

　しかし、孤立していたが、その代わり誰もが影法師に注目していた。

「ひどいけれど、すごい……」

　この影法師は、たった一人で戦っている。

　すべてを敵にまわしても怯ひるむことなく、まして逃げることもなく。

　恐れず、自分を貫いている。

　見方を変えれば、それはたった一人だけ他ほかの人たちと別の場所にいるということ。

　ただし、一人別の場所にいるというのに、他のすべての人が影法師を注目している。つまり影法師こそがコクバンの中心であり、他のすべてはそのまわりにいるということ。

　以前、杏あ悠ゆが感じていた錯覚。

　それをもう一人の影法師は現実のものにしていたのだ。

　杏悠はそんな影法師に対して、自分の中で湧わき起こる感情に戸惑った。

「そんな……私は……」

　最初は杏悠も否定した。

　だが、やがてそれは無駄だとわかった。

　抑えることはできない。

　素直に認めるしかない。



「そうだ、私は羨うらやましいと思っている」



　何者にも揺るがされない影法師――自分が達することのできなかった場所にいる影法師のことに憧あこがれている。

「なんで、私にだってできたはずなのに」

　広場の雑踏の中で、杏悠は携帯電話に問いかける。

「前は同じだったのに」

　一方はいまも戦い続け、自分はなにかを待っているだけ。

　押しつけられたキャラを嫌っていたくせに、距離を置かれると近づく勇気も無い自分。

「私はこんなに弱いのに……なんであなたは強いの？　誰だれにも負けないの？」

　悔しくて、身を焦がすほど悔しくて、杏あ悠ゆは画面の向こうにいるドッペルゲンガーに呼びかける。

　そして、杏悠はその答えを求めるように、携帯電話を操作する。

　すると最新の影かげ法ぼう師しの書き込みが更新されていた。

　いまこうして杏悠が悩んでいる間に書き込まれた、影法師の言葉。

　杏悠はその書き込みを読む。むさぼるように読む。

　読んで、もう一度読み返して……また読み返す。

　もう何度読み返したことだろう。

　杏悠は頬ほおのあたりがひきつるような気がした。

「あれ、私……笑ってる？」

　口もとを指でなぞりながら、杏悠は胸に溜たまった空気を吐き出すように呟つぶやいた。

　いままで経験したことのない種類の笑みが、自然と顔に浮かんでいた。

　それは安あん堵どのためか……？

　コクバンの書き込みは、杏悠の迷いを断ち切ってくれた。

　どこへ向かうべきかを指し示してくれていた。

　いままでずっと重くのしかかっていたものが、すっとどこかに消え去るような初めての解放感を杏悠は味わっていた。

「笑ってる。私、笑ってる……」

　そのことを自分自身で確認するかのように、杏悠は声を出して笑ってみた。

　かすれた自分の笑い声が、まわりの通行人の足音に紛れて、自分の耳にも届いた。

「はははっ、そうだ……そうなんだね。まだ間まに合うんだよね」

　杏悠は携帯電話を両手で握りしめて、大事なお守りのように抱きしめた。

　こわばった笑みを浮かべたまま、じっと遠くを見つめる。

　その視線の先には、スモッグの向こうに霞かすんで見える、まだライトアップされていないテレビ塔の姿。

「また、一緒になれるよね。私はもう一度、影法師になれるんだね……」



　　　◆◇◆



　この街に暮らす人なら、誰でも知っているテレビ塔。

　夜はグリーンのライトで照らし出され、街のシンボルとしてその姿を飾るが、昼間の姿はそれほど見み栄ばえのするものではない。

　オフホワイトに塗装された鉄骨を、ハシゴのように組み上げた無骨な建物。その姿に、東京タワーやエッフェル塔のようなスマートさは無い。

　杏あ悠ゆには、それが地面からそそり立つ背骨のように見えた。

　以前、ここに来きたのは、小学生の遠足のときだったろうか？

　いつも見えているのに、こんなに近くまでやってきたのは数えるほどしかなかった。

　実際に来てみると、昔の記憶とはだいぶ違う気がする。

　ずいぶん広く感じた地上の広場も、知らない世界への入口に感じられた展望台へのチケット売り場も、ロケット発射台みたいだと思った外が見えるガラス張りのエレベーターも……なにもかもが安っぽくて、色あせていた。

　なにもないコンクリートの駐車場を通り抜け、チケット売り場で大人の料金を支払う。

　展望台へと続くエレベーターの窓から見える街はどんどんと小さくなっていき、このテレビ塔のように色あせていく。

　世界が色あせる。

　世界を否定できる気がしてくる。

　貴たか子ことの会話も。

　予備校の授業も。

　好きだったケーキの味さえ。

　色あせた街を見下ろしていると、すべて否定できるように思えてきた。

「強さの正体って、これだったんだね」

　それは否定すること。

　もう一人の影かげ法ぼう師しはそのことに気づいていた。

　杏悠よりも先に知っていた。

　だから、戦っていたのだ。くだらないものすべてを相手にして。

　杏悠が憧あこがれる絶対的な強さ。

　すべてを否定していることは、何にも負けない強さ。

　きっと、影法師はこの世界を敵にしても怯ひるむことはないのだろう。

　そうして戦い続けてきた影法師が出した結論。

　戦っても、戦っても、なにも得られるものがない。

　逃げても、逃げても、どこにもたどり着かない。

　待っても、待っても、なにも変わりはしない。

　すべての結論――到達点は同じ。



　ここに自分の居場所は無い。



　この点において、杏悠と影法師は同じであった。

　同等だった。

　自分から大きくかけ離れてしまった影法師と、自分との唯一の共通点。

　いまの杏あ悠ゆにとって――影かげ法ぼう師しとは比べものにならないほど弱い杏悠にとって、すがれるものはそこしかなかった。

　影法師の強さを得るには、それしか方法は残されていなかった。

　そうして、たどり着いた場所は――ここ。

　このテレビ塔の展望台。

　エレベーターから降りた杏悠を、強い向かい風が歓迎する。

　強風にまかれて乱れる髪も気にせずに、杏悠はあたりを見回した。

　展望台といっても、ビルの屋上とたいして変わりはしない。なにもない、ただ高い場所にあるだけが取とり柄えの空間。当然、客などほとんどいない。

　そんな展望台を満たすのは、拡声器から流れるクラシック音楽。

　この場所には音楽など邪魔なだけだ。

　ここにはただ景色だけがあればよいと、杏悠は思った。

　杏悠は手すりのほうに近づくことなく、展望台から遠くに見える下界を眺める。

　やはり色あせている。

　これだけ広い世界を一度に眺められる場所に立っても、心は少しも躍らない。

　ずっと遠くまで、ひとつかみにできるとしても気持ちはなにも動かない。

　なぜなら、どうせそこに自分の居場所は無いのだから。

　だったら、手に入れる価値など無い――そう思えることこそが、杏悠と影法師をつなぐ唯一の絆きずな。

　展望台を歩きまわり、杏悠は探す。

　探しているのは進むべき道。

　逃げ道ではない。

　影法師が進もうとしている道だ。

「あった……」

　ようやく探しているものを見つけた。

　それは、行く手を遮るフェンスの切れ間ま。

　あとは手すりさえ乗り越えれば、杏悠を遮るものはない。

　そこから先は誰だれもいない場所。

　影法師が望んだ場所。

　自分の在るべき場所。



　……ところが、そこへと到る道には、誰かが背を向けて立っていた。

　どこか知らない学校のセーラー服に、白のニーソックス。

　傾いた太陽を受けて、長い影をこちらに伸ばしている。

　そんな大きな影とは対照的に、彼女の背格好は杏悠に似て小柄だった。

「その場所……似てる……影……」

　頭の中でいくつかの言葉がガチャリと噛かみ合う音がした。

　想像の中のものが、目の前の光景と重なり合う。



　ドッペルゲンガーに会ったものは――死ぬ。



「あなたが……」

　すべては驚くほどに噂うわさ通り。

　まるで、それは物語のように美しくはまっていた。

「あなたなの？」

　杏あ悠ゆは一歩踏み出す。

　目の前の彼女を目指して。

　進むべき道を。

「やっぱり、あなたも行くの？」

　手を伸ばす。

　求めてきたものに。

　そして、杏悠は堪こらえきれずに叫さけんだ。もうひとつの自分の名前を。

「ねえ、影かげ法ぼう師し！」

　それは、奪われた名前。

　取り戻すべき名前。

　そして、憧あこがれた者の名前……

　もう止まることはできない。

　ここで立ち止まっても、自分の戻る場所などない。

　進むべき道は、コクバンの書き込みが指し示してくれた。

　それに従わねば、もう自分は……

　自分は……

「だったら私も行くよっ、影法師！」

　杏悠の叫びを聞いて、ゆっくりと彼女が振り返った。

　オレンジ色に染まる光を背中に受け、逆光となったその顔の中で、なぜか瞳ひとみの色だけが杏悠にもはっきり見えた。

　向こう側で輝く太陽とはまったく違う輝き。

　なにかを発するのではなく、逆に吸収してしまうような、底深く冷たい瞳。

　その瞳の色に相応ふさわしく、穏やかに心を引き寄せる彼女の声は、拡声器から聞こえるクラシック音楽を無にさせて、杏悠の耳にそっと入り込んできた。



「私はクダン。他ほかの誰だれでもない」



　そこに立っていたのは、影かげ法ぼう師しでも、ドッペルゲンガーでもない。

　ケーキ屋のバイト……クダンだった。



　　　◆◇◆



「なんでっ！　なんで、そこにいるのっ！」



　杏あ悠ゆは叫さけんだ。

　これまで感じたことのない憤りが、杏悠の身を焦がす。

　これからがクライマックスのはずなのに、それは明らかなミスキャスト。

　ここにいるべきは、ケーキ屋のバイトであるはずはない。

　ここにいて良いのは、影法師だけのはず。

　それですべては綺き麗れいに終わったのだ。

　自分は誰だれもいない場所、自分の在るべき場所にたどり着けたのだ。

　待つことをやめて、すべてに幕を閉じることができたのだ。

　それなのに。

　それなのに……

「私は鵺ぬえを探しているだけ」



    

  
    
      



    

  
    
      　杏あ悠ゆの憤りなど軽く受け流し、クダンは一歩近寄った。

　セーラー服姿のクダンの頭に、いつも店でつけているカチューシャは無く、今日はその代わりに頭の両側に髪飾りをつけていた。

　まるで角のようにも見える、ちょっと変わったデザインの髪飾り。

　杏悠は怒りを忘れ、その髪飾りに見入っていた。こんなときだというのに、なぜかとても気になって目をそらすことができない。

「あたりを見回ってきたが、やっぱり来きていないようだな」

　突然、自分とクダン以外の声がどこからか聞こえてきた。

「そう、やっぱり自分から姿を現すことはないようね」

　クダンはそう言って、いつのまにか足あし下もとにあった白と黒のツートンカラーの帽子を拾い上げ、頭に乗せる。

　最初、帽子は安定が悪いのかゆらゆらしていたが、クダンがぽむぽむと叩たたくとぴたりと落ち着く。

　帽子のおかげで頭の髪飾りが隠れたので、ようやく杏悠は彼女から目をそらすことができた。

「もしかして、あなたが影かげ法ぼう師しなの？」

　さっき聞こえた声の主のことも少し気になってはいたが、いまの杏悠はそれどころではない。

　このタイミングで、この場所にいる。

　こんな偶然があるだろうか？

　だとすれば……このクダンが、もう一人の影法師だったということかもしれない。

　しかし、そんな杏悠の一いち縷るの期待もクダンは打ち崩す。

「影法師は、あなたの名前でしょ？」

　クダンの冷静な態度に、杏悠は自分だけがみっともなく取り乱していることを思い知らされる。おかげで、杏悠の苛いら立だちは増すばかりだった。

「なんで、そのことを知ってるのっ！」

「それは影法師がコクバンに貼はり付けたモンブランの写真が、あなたの買っていったものと同じだったから。ちょっとした偶然ね」

「えっ……？」

　予想外の答えに、杏悠は呆あつ気けにとられた。

「最後のひとつが売れ残らないかと、ずっと見つめていたから憶おぼえちゃったの。クリームの微妙なウェーブ加減とか、トッピングのマロンの位置とか」

　なんと馬ば鹿か馬ば鹿かしい理由だろう。

　杏悠は脱力しかけたが、それでももうひとつ疑問があった。

「けど、コクバンはウチの生徒にしか見られないはず」

「こんな制服着てるけど、私もあなたと同じ高校なの。転校生だけど」

　なるほど、謎なぞは解けた。

　実につまらない種明かしだ。そこには神秘性の欠片かけらもない。

　やはり、彼女は影かげ法ぼう師しでも、ドッペルゲンガーでもない。

　当たり前の偶然の結果、自分の正体を知っていた同じ高校の生徒。

　ここに来きたのは……何を探しているためと言っていた？

　いや、もうそんなことはどうでもいい。

　どうでもいいことなのだ。

「ああ、そうなんだ……ごめんなさい、変なこと言っちゃって」

　これ以上、クダンと話をする理由はない。

　杏あ悠ゆがそう言ってその場を立ち去ろうとすると、クダンが何気なく声をかけてきた。

「ねえ、ここから飛び降りたらきっと痛いだろうね」

　その一言で杏悠の苛いら立だちは爆発した。

　触られたくない大切な場所に土足で立ち入られ、もう我慢の限界だった。

「私を馬ば鹿かにしに来たの!?」

「そんなつまらないことのために、こんなところまで来たりしない。その証拠に、他ほかの生徒たちだって来てないでしょう？」

「あなた、あの書き込みを読んだのね……」

　杏悠が読んだ、影法師の最新の書き込み。



【一番高い場所がグリーンに染まるとき、そこから誰だれもいない場所へ飛び立つ】



　それが、もう一人の影法師が達した結論。

　すべての究極の否定。

　そして、それこそ杏悠も影法師になることができる最後のチャンス。

　このテレビ塔から飛び立てば、影法師の強さを自分のものにすることができる。

　もう待ち続ける必要はない。自分自身ですべてを終わらせるのだ。

「ええ、読んだわ」

「私を止めに来たの？」

「それはついで。私がここに来た目的は、鵺ぬえを探すこと」

　クダンの瞳ひとみの色が深みを増す。穏やかなのに、どこか不安をかき立てる表情。

　ケーキ屋では一度もそんな顔を見せたことはなかった。杏悠にはいまクダンがいったい何を思っているのか、まったく読み取ることができなかった。

「……ごめん、ついではひどかったね」

　クダンは少し肩をすくめる。途端に瞳の色は元に戻った。

「鵺ってなんですか？」

「コクバンではドッペルゲンガーと呼ばれている。もっとも、それが本当に私の探している鵺ぬえなのかどうかは会ってみなければわからないけど」

「もう一人の影かげ法ぼう師しのことを言ってるの？」

「そうよ、あれこそがドッペルゲンガー。コクバンを介して、人の心に忍び込む怪物」

「違うわ！　ドッペルゲンガーは――もう一人の影法師は、誰だれよりも私のことを理解してくれている、私自身のようなもの」

　たとえクダンであっても、影法師への侮辱は許せなかった。

　世界で誰よりも自分に近い存在。それを否定されることは、自分自身を否定されることと同じだ。

「それで、ドッペルゲンガーのいいなりになって飛び降り自殺なんて馬ば鹿かげたことをするというの？」

「あっ、あなたに……なにが……！」

　クダンの口から無遠慮に語られた『自殺』という言葉は、杏あ悠ゆの身体からだを縛り付けるような響きを持っていた。

　縛り付けるモノの正体は――恐怖？

　そう、一度気づいてしまったら、もう誤ご魔ま化かすことはできない。

　それは身体を縛り付け、自由を奪うほどの恐怖。

　だから、いままで意識して、その言葉を考えることはしなかったのに……

　ひとたび言葉にしてしまえば、それが意味することを嫌でも理解してしまう。

「違う、違うのよ……私がやろうとしていることは……！」

　このテレビ塔にやってきた理由は、もっと尊く、崇高で、大切なことのはず。

　三面記事の片隅に載るような、下世話なものとは根本から違う。

「影法師なら、それを理解してくれるというの？」

「そうよ！」



「……だったら、なぜここにもう一人の影法師は来きていないの？」



　杏悠の臓ぞう腑ふをえぐる、クダンの残酷な問いかけ。

「それは……」

　わかっている。

　わかっているのだ。

　ここに影法師はいない。

　それがクダンの言葉が正しいことを証明している。

　いくら待ったところで、影法師はここにやってきたりはしないだろう。

　ついでに言えば、学校の生徒すら誰一人来ていない。

　このあたりで一番高い場所。

　そこから誰もいない場所へ赴く者を、見送ろうと思う者は一人もいない。

　いるのは、自分の用事のついでにやってきたケーキ屋のバイトだけ。

「ははっ……」

　乾いた笑いが自然と口から漏れ出した。

　どこにも居場所が無いこの世界で、杏あ悠ゆが最後にすがったツギハギだらけの神秘性も、ずたずたに引き裂かれ見る影もないボロ布きれとなった。

　クダンはそんな杏悠を哀れんでくれているのか、少しだけ穏やかな口く調ちようで語り出した。

「ドッペルゲンガーは他人になりすまし、やがてその人を密ひそかに操るようになる。そうして不幸な結末を迎えた人は何人もいるわ。ただし、これまでは不登校とか、悪くて退学程度だったようだけど」

「私以外にも……」

「影かげ法ぼう師しのように突然性格が変わってしまったような書き込みが多くなるから、よく注意していればその予兆に気づくことができる」

「……ドッペルゲンガーの噂うわさは本当だったのね」

「自分そっくりの誰だれかに会うと、不幸が起きる。あなたも知っているでしょう？」

「でも、なんで転校生のあなたが、そんなこと知っているの？　あなたは何者なの!?」

「私のストーカーがいろいろ教えてくれるの。あなたも会ったことあるでしょ」

　杏悠はケーキ屋で会った美形の男性のことを思い出した。

「そして、私はクダン。それ以外の何者でもない」

　クダンは自分の胸に手を当てて、展望台を吹き抜ける風に負けないしっかりとした声で言った。

　そのあと、今度はその手で杏悠を指さし――尋ねた。



「それで、あなたは誰なの？」



「な、なにを……」

　言いよどむ杏悠に、クダンは冷静な表情を崩し、いままでにない厳しい顔で言った。

「自分が誰かもわからなければ、自分がどこにいるのかなんてわかるわけない」

「私は……私は……」

　なにかが胸につかえている。ずっと気づかないまま、身体からだの内にため込んでいたなにかが。

「ほら、足を踏みしめて、拳こぶしを握りしめて、胸を張って、顔を上げて、大きな声で答えてよ。あなたは誰なの!?」

　そのクダンの呼びかけに、杏悠は答えた。

　展望台を吹き抜ける風鳴りに負けないように、クダンへ届くように大きな声で叫さけんだ。



「私は杏悠！　甘あま夏なつ杏悠！　他ほかの誰でもない、甘夏杏悠よっ！」



　自分の名前をこんなに大きな声で叫さけんだのは初めてだったが、それはなんだか悪くない気分だった。

　眼下に広がる街に向けて、自分の名前を轟とどろかせてやった。

　もちろん、誰だれにもその声は聞こえてはいないだろう。

「私は甘あま夏なつ杏あ悠ゆ！」

　それでも、自分はここにいる。

　ここで大声を出して、自分の名前を叫んでいる。

　たとえ誰にも伝わらなくても、自分自身にはしっかりと伝わった。

　足を踏みしめ。

　拳こぶしを握りしめ。

　胸を張って。

　顔を上げて。

　大きな声で叫んだ。

　叫ぶことで、いまさらながらに気づいた。

　叫ぶまで、気づかなかった。

　いままでの自分は、自分が何者であるかすらわかっていなかった。

　まわりばかりに目を配り、自分のことをなにも見ていなかった。

「私は甘夏杏悠！」

　自分自身に呼びかける。

　そうだ、自分は甘夏杏悠。まずそのことから始めなければいけなかったのだ。

　自分を知らないままでは、それこそ中身の無い影のようなもの。

　自分が無ければ、押しつけられたキャラを演じるしかない。

　そんな中身の無い自分だから、ドッペルゲンガーなどに易やす々やすと入り込まれてしまう。

「しっかり聞こえたわよ」

　ただ一人、この展望台で杏悠の叫びを聞いてくれていた人――クダンが杏悠に言った。

「私……なんだかすごく遠まわりをしていたみたい」

　杏悠は夢中になって叫んでいたのが少し照れくさくて、小さく笑う。

「でもね、自分がなんなのかなんて、案外、みんなわかっていないものよ。だから、他ほかのものに頼ろうとする。仲間、肩書き、お金、権力……自分自身が見えていないから、もっとわかりやすいもので身を固めようとする。ありがちなキャラを演じたりする」

　クダンの言っていることはわかる。

　だが、わかっているからこそ――

「だから……私は影かげ法ぼう師しになりたかった。あの強さが憧あこがれだったの」

「違う、あの影法師だって似たようなもの。周囲に悪意を発することでしか――悪意の渦の中でしか自分の在処ありかがわからないのよ。だけど、渦の中心って、実は空からっぽだったりするものよ。外から見ているとわからないけどね」

　クダンの言葉から、杏あ悠ゆは台風の写真を思い出した。

　中心に虚うつろな穴を持った台風。まわりはその風に翻ほん弄ろうされるが、中心部にはなにもない。

　ドッペルゲンガーとはそういうモノだったのではと、なんとなく理解できた気がした。

　外側だけを真ま似ねて……？

　いや、本当にそうだったろうか。

　影かげ法ぼう師しは……影法師は……

「でも、影法師は私のことを理解してくれた……」

「あれの悪意は誰だれよりもあなたに向けられていたの。だから、あなたのことをよく見て、理解しているふりをしていた。それだけのことよ」

「そんな……」

　たとえ向けられていたのが悪意であっても、杏悠にとっては唯一自分を理解してくれた相手でもあったのだ。ドッペルゲンガーにどんな意図があったとしても、それは紛れもない事実。

「悲しいね。けど、それはあなたのせい」

「私の……？」

「あなたは現実を避けて、コクバンの中に逃げ込もうとした。そして、それをドッペルゲンガーは拾い上げた。あれにとって、あなたは格好の遊び相手だっただけ」

　クダンの言葉には容赦はなく、厳しく杏悠の弱い部分を打ちのめした。

　その痛みがジンジンと胸に響き、杏悠はたまらず顔をうつむかせた。

「本当に、悲しいですね……」

「けど、まだ遅くない。これから始めても遅くない。あなたより年上でも、きちんとした大人に見えていても、自分が見えていない人なんてたくさんいる。私だって……自分が『件くだん』であること以外、なにもわかっていないのと同じなんだから」

「ありがとう、クダンさん……」

「どういたしまして、甘あま夏なつ先輩」

　傾きかけた太陽を背にして、クダンが微笑ほほえんだ。

　それはケーキ屋でお客たちに見せている営業スマイルではない。どこかぎこちなかったが、それでも杏悠にとって最高の微笑み。

　背後で沈もうとしている太陽よりもまぶしい微笑みだった――

「……って、ちょっと待って！　なにそれ、先輩って？」

「だって、私は一年生。先輩は二年生でしょ？」

「うそっ、なによ、なによ、いままでずっと年上だと思っていたのに！」

「それは勝手に勘違いしていただけでしょ？　なんだか、先輩って少し天てん然ねんね」

「天然っていうな～っ！」

　もちろん、学年なんて関係ないことはわかっている。

　クダンに教わったことは、年齢とか、そんなことは関係のない、もっと大切なこと。

　杏あ悠ゆは怒った顔を、すぐに笑い顔に変え、大声で笑った。

　眼下に広がる街に自己紹介をしたときと同じように、自分の笑い声を轟とどろかせた。

　ここで自分は笑っている。

　最高に楽しい気持ちで笑っている。

　誰だれかに知ってほしい。

　自分のこの気持ちを知ってほしい。

　まずはこの生意気で不思議な後輩に知ってほしい。

　だから、思わずクダンを抱きしめ、また大笑いをした。きっと、いま自分はこれまでで一番の笑い顔をしている。クダンの微笑ほほえみにも負けないぐらい最高の笑い顔をしている。

「うぎゅ～っ」

　クダンはびっくりしたように目をパチパチさせながら、少し嫌がるように身をよじったが、杏悠は抱きしめた手を離さなかった。絶対に離したくなかった。

「あなた、ケーキの匂においがするのね」

「や、やめ……っ」

　杏悠は嫌がるクダンに頬ほおをすり寄せ、クダンの髪の匂いを感じ取る。

　抱きしめたクダンの身体からだの感触はとても気持ちよくて――温ぬくもりが嬉うれしくて、しかたがなかった。

「ねえ、人って抱きしめるとこんなに柔らかいのね」

　このとき、杏悠には、なにかと自分のことを触りまくる貴たか子こたちの気持ちが少しわかった気がした。

　こんな気持ちになるのは初めてだ。

　きっと、自分を知るというのは、こういうことの繰り返しなのだろう。

　まわりのものを否定する前に、居場所を求める前に、まずは自分自身のことを受け入れよう。

　それはきっと悪くない生き方のはずだ。



    

  
    
      


幕間　ニーソックスとクダン





　はっきりとここで明言しておくが、クダンは貧乏である。

　いまの住居は、風ふ呂ろなし、エアコンなし、トイレ共同、六畳一間のボロアパート。

　しかも、転校することが多いので、引っ越しの荷物となる家財道具は極限まで削っている。

　具体的には布ふ団とんとちゃぶ台、炊飯器、プラスチック製の衣装箱。あとは、わずかな食器と調理器具――これだけである。

　テレビも冷蔵庫も無い。

　テレビはともかく、冷蔵庫が無いというのはなかなか大変だ。

　もちろん、クダンの辞書に外食という言葉は、もの凄すごく小さな文字でしか載っていないので、基本は自炊。それなのに、冷蔵庫が無いとなると、肉とか魚とかはいったいどうしているのだろうと疑問が浮かぶ。

　ところが、その点についてはあまり心配いらない。

　なにしろ、クダンの辞書には肉と魚という言葉も、かなり小さな文字でしか載っていないのだ……悲しいことに。



　さて、日曜日のお昼。

　学校はもちろんお休み。ケーキ屋のバイトも日曜日は入っていない。

「まだ、雨やまないのかな」

　ボロアパートのくすんだガラス窓の向こうは、さらに雨で灰色に煙っている。

　部屋では着古したＴシャツにジャージのズボンというのがクダンのスタイル。

　ちなみに、外出着はたいていセーラー服。

　これはそういう属性の人へのアピールのためというわけではなく、単に持っている服が極端に少ないからである。

　つまりすべては貧乏のせいというわけ。

　そんな諸もろ々もろの悲しい現状を打破するために、学校が休みの日はしっかり稼ぎたいところなのだが、この雨では占いの仕事はできない。

『雨が続くと、なぜかクダンは日干しになる』

　笑えない冗談だが、事実を多分に含んだ言葉である。

　日干しにならないためには、きちんと栄養を補給しなければならない。

　お腹なかもそれを待ち望んでいる。

「くぅ、お昼にしようかな……」

　クダンは昼食の準備をするべく、以前、優しい家庭科の先生からもらった割かつ烹ぽう着ぎを部屋着の上にもそもそと着込んだ。

　袖そでにゴムがついていてきゅっとしまるやつ。

　サイズは少し大きめで、クダンが着るとなんだか白い布袋に手足がついたよう。ここまでくるとダサさも一周ぐるっと回って、逆に可愛かわいく思えるから不思議である。

　世の中には、いろんなニーズがあるものなのだ。

「もやし、もやし、もやもやし～♪」

　あまり知性の感じられない鼻歌を歌いながら、クダンはもやしの袋を開ける。

　昨日の晩、近所の激安スーパーで売り尽くしセールの、さらに最後の売れ残り大処分セールで買った一袋十八円のもやし。

　本当なら買いだめしたいところであったが、もやしは日持ちしないので、涙を飲んで三袋だけにしておいた。

　昨日の晩ご飯に一袋。

　朝は飛ばして、今日のお昼に一袋。

　夜に一袋の予定。

　三食で五十四円。

　なんと素晴らしい節約生活。

　コクバンを見るために携帯電話などという贅ぜい沢たく品を買わねばならなかったことは、クダンの食生活に壊滅的な打撃を与えていた。

　しかし、捨てる神あれば拾う神――もとい、スーパーの特売あり。

　無意識のうちに、もやしへの賛美歌が飛び出してしまうのもいたしかたないところであろう。

　クダンはよく熱した中ちゆう華か鍋なべにもやしを投入。

「ぎゃ～っ、熱い～っ！」

　なぜかもやしの悲鳴を代弁しながら、クダンは手早く強火でジャッジャッと炒いためていく。

　味付けは塩とコショウ。あと中華スープの素もとをひとつまみ。

　これであまりにシンプルなもやし炒めでも、どこか肉風味な雰囲気が漂うようになる。

　もしかして、どこかに肉が隠れているのかも？

　とかいう、甘い妄想をしたりもできる。

　いや、それで本当に入っていたら怖すぎるが……



　機械音痴のクダンでも使うことのできる数少ない文明の利器、炊飯器ではタイミング良くほかほかのご飯が炊きあがっている。

　お米も立っている。

　それはもう、ビンビンに。

　もわっとあがった湯気を胸一杯吸って、クダンはほんわり幸せ気分。

　しゃもじでさくさくお米を混ぜてから、茶ちや碗わんによそっていく。

　自分用のお茶碗と、お皿に一杯ずつ。どちらも割と大盛り。

　そして炒いためあがったもやしを大皿に盛って、これで今日のお昼は完成だ。

　水出し麦茶をコップに注ぎながら、クダンは呼びかける。

「ご飯できたよ～？」

　その呼びかけに答えるものはなし。

　なにしろ、部屋には誰だれもいないのだから当たり前だ。

「いないの？」

　繰り返すようだが、部屋には誰もいない。

　しかし、クダンは何かを探すように部屋を見回している。

　六畳一間の和室。人が隠れられる場所などありはしない。

「んん～？」

　クダンは眉まゆ根ねを寄せて、押し入れをがらっと開けた。

　中には布ふ団とんと、プラスチック製の衣装箱。

「きゃっ！」

　突然、クダンが悲鳴をあげた。

　しかも、普段の仏ぶつ頂ちよう面づらからは想像もつかない、とても乙女チックな叫さけび声。

　いったい何事か？

「なにやってるのよっ！」

　クダンは押し入れの中から何かを引っ張り出した。

　それは白いニーソックス。

　クダンがセーラー服と一緒にいつも履いているお気に入り。

　ところが、そのニーソックスに妙なものがぶらさがっていた。

　白と黒のツートンカラーのむにっとした丸いなにか。

　それが半分、ニーソックスの中に潜り込んでいるのだ。

　クダンは慌ててニーソックスの先をつかんで、中のものを絞り出すように引っ張った。

　すると、それはむにゅうっと出てきた。

　サイズはソフトボールの球よりも少し大きいぐらい。ニーソックスから絞り出されて落ちると、ぷにょんとたるんで畳の上で丸くなる。その姿は水風船のようだ。

「あ、すまん。寝てた」

　いきなり、そのなにかが喋しやべった。

　とても人語を発するような形状には見えないが、本当に喋ったのだ。

　これが本当ならば仰天の大発見のはずなのだが――

「ああああっ、伸びてる～」

　クダンは足あし下もとでうごめくなにかを無視して、ゴムがぺろんとなったニーソックスの無惨な姿を嘆いている。

「実に良い締まり具合だった。満足だ」

　そのなにかはもぞもぞと動いて、その正体を現した。

　いや、正体といっても、実のところは、それがなんなのかはいまいちよくわからない。

　見た目は、毛の短いモルモットのような生き物。

　毛皮は身体からだ前半分と後ろ足が黒、お腹なかとお尻しりは白という塗り分けのツートンカラー。

　顔は丸くて、耳は小さく、尻尾しつぽも短い。

　全身にくまなく贅ぜい肉にくを貯たくわえてぷよんぷよんの寸詰まり体型。ちゃんと骨が入っているのか疑いたくなるほどのぷよっぷりだ。

　この妙な生き物――名前はバクという。

　実はちょっとした腐れ縁から、クダンと行動をともにするようになった謎なぞの生物。

　普段は帽子のふりをして、クダンの頭に乗っかっている。

　なんと、クダンがいつも被かぶっていた帽子は、このバクが変身した姿だったのだ。

　……もしも、おしっことかされたらどうするつもりなのやら？



　おっと、それはさておきクダンの怒りはマックス状態。

　びろ～んとゴムが伸びてあわれな姿になったニーソックスを手放すと、ひょいとバクをつまみあげてそのお尻を叩たたきはじめた。

　ぴたーん、ぴたーんとかなり良い音が、雨音しか聞こえなかった静かな部屋に響く。

「うおっ、ふおっ！」

　バクは痛がっているのか、喜んでいるのかよくわからない奇声をあげる。

「私のニーソックスに入るなって、何度も言ってるでしょ！」

「馬ば鹿かな、ニーソックスを被らずに俺おれの人生は語れな――はおっ！」

「語らなくて結構！」

「俺は被りたくなくても、ニーソックスのほうが俺を放さな――ほおっ！」

　バクの言い分など聞く耳持たずに、クダンはリズムを崩すことなくぴたーんぴたーんと叩き続ける。

「勘弁、もうホント勘弁。ボクのお尻がスクランブル警報！」

　短い手足をじたばたさせながらバクが懇こん願がんするので、クダンもようやく手を休めた。

「ひゅ～っ、危なかったな。もしも、それ以上叩いていたら、腫はれて高熱を帯びた俺の尻がおまえの手を焼き尽くしていたところだぜ」

　クダンの手から逃れたバクは、そんな世よ迷まい言ごとを語る。

　すると、クダンはスッと手を伸ばして、バクの尻尾をぎゅうっとつねった。

「ぎにゃ～っ！　し、尻尾はやめれって、いつも言ってるだろうが！」

　バクの叫さけびを無視して、クダンは尻尾をつねったうえに、さらに引っ張る。

「うおっ、ちぎれる、もげるっ!!」

「あんたが、何度言ってもやめないからでしょうが」

　クダンはようやくバクの尻尾しつぽから手を離した。

　恐るべき魔の手から解放されたバクは、つねられた尻尾を鼻先でふんふんと慰めながら、涙目で上目遣いにクダンをにらむ。

「ふん、そのニーソックス……締まり具合は良かったが、少し臭かったぞ」

　そんなバクの言葉にクダンは顔を真っ赤にさせる。

「く、臭くなんか無いわよ。ちゃんと洗ったんだから！」

「いや、臭かった。なんか酸っぱい臭においがした。洗っても臭いが残っていた」

　バクは鼻をすぴすぴさせて意地悪そうに言葉を続けた。

　思わず自分でもニーソックスの臭いを確認してしまいそうになったクダンだったが、途中で我に返る。

　バクはそんなクダンを見て、にやっと笑う。

「どうした、臭においをかいでみろよ？」

「そんなこという人はお昼抜きっ！」

「はんっ、そんなもやしのもやしによるもやしのためのもやし料理、こっちから願い下げだねっ！」

「もっ、もやしを馬ば鹿かにすると、もやし仙人にもやしにされちゃうんだから！」



    

  
    
      



    

  
    
      「上等だ、そのもやし仙人とやら呼んでこい。俺おれがお天てん道と様さまに向かって突き進むという、男の生き様というやつを叩たたき込んでやる」



　――そんな感じで、二人は普通の人の一生分の『もやし』という言葉を使用して、不毛な口くち喧げん嘩かを続ける。

　けれど、ご安心召され。

　外の雨はだいぶ小降りになってきている。

　この調子なら、夕方にはやむことだろう。

　そうしたら、クダンはまた占いをするために出かける。

　そのとき、頭にはバクを乗せていくはず。

　どんなに喧嘩をしても、そうしたら仲直り。

　それが二人の約束事。

　喧嘩は雨降りの間だけ。

　それは、二人のちょっとした退屈しのぎ。

　喧嘩するほど仲の良い、二人の退屈しのぎ。



    

  









    
      

第三幕　なりすましドッペルゲンガー





　羽は賀が双ふた美み。

　成せい稜りよう高校、進学クラスの三年生。

　コクバンの管理者。

　そして、ドッペルゲンガーの正体。



　双美がコクバンを管理するようになったのは、まったくの偶然からだった。

　もともとコクバンは、双美の先輩がドッペルゲンガーを探すために立ち上げたサイトだった。

　当初、ドッペルゲンガーの情報を広く求めるための掲示板であったが、あっという間まにその趣旨は忘れられ、いまのような生徒たちが自由に雑談を書き込む掲示板と化してしまったらしい。

　その先輩が卒業するときに、パソコンショップで知り合った下級生である双美に、コクバンの管理を引き継ぐよう頼んだというのがすべてのきっかけであった。

　データはネット上にあるので、管理者用のパスワードを教えてもらうだけで、その日のうちに双美はコクバンの管理者となることができた。

　生徒たちが好き勝手に雑談をしているだけのサイトの管理など、双美はあまり気乗りはしなかったが、始めてみるとこれがなかなか面白かった。

　コクバンの中において、管理者は万能に近い力を持つ。

　ユーザーは登録制なので、ハンドルネームの書き込みであっても、本当は誰だれが書き込んだのかすぐにわかる。

　いつ誰がどんな書き込みにアクセスしているのか、それもすべてわかる。

　気に入らない書き込みを削除することだって、書き換えることだってできるし、いくつものハンドルネームを使い分けて書き込むことだって簡単にできる。

　もっとも、双美は管理者がそれだけの力を持っていることを公おおやけにはしなかった。

　逆にコクバンから、なるべく管理者の存在を希薄にさせるように心がけた。

　誰かが運営しているものとしてではなく、みんなが勝手に利用しているだけのフリーな掲示板としてのイメージを植え付けたのだ。

　不自由なく利用できている限り、人はそれ以上のことを考えたりしない。テレビは番組が映ればよく、その仕組みなんて誰も気にしない。それと同じことだ。

　双美の狙ねらい通り、いまでは生徒たちにとって、コクバンはあって当然なものとして受け入れられている。管理者が双美であることは誰も知らないし、誰も気にしていない。

　おかげで、双ふた美みはこのコクバンという遊び場で思う存分、誰だれにも気づかれることなく自分の力を行使することができるのであった。



「さすがに本当に飛び降りるところまではいかなかったか」

　自宅の勉強部屋で椅い子すの上にあぐらをかきながら、双美はパソコンの液晶ディスプレイに表示されたコクバンの画面を見つめていた。

　双美の部屋は、同世代の女子の標準とはだいぶかけ離れていた。

　分厚いカーテンは日中も部屋を薄暗くさせる。

　大きな本棚にはたくさんの参考書。使い込んでいるものもあれば、買ってから一度ぐらいしか開いていないものもある。学校の授業など受けなくても、試験の点を取るだけならばこれらの参考書だけで十分だった。

　机はビジネス用の大型デスクで、スチールのアームに支えられた液晶ディスプレイが二台、足あし下もとには自作タワーパソコンが三台。ケーブルは几き帳ちよう面めんに束ねられているので、これだけの機器があってもそれほど見苦しくなくレイアウトできている。このことは双美の密ひそかな自慢である。

　一番目立つのは、机の脇わきの壁にまるで千せん羽ば鶴づるのように吊つるされた大量の単語帳。

　最近ではデジタル単語帳なんてものも売られているが、小さなカードに自分自身で厳選した暗記事項を書き込んだ自作単語帳が一番だというのが、双美のポリシーだった。

　多くの人は嫌っているが、双美は暗記という作業が好きだった。どれだけ自分の脳に効率よく情報を記録していくか工夫するということは、どこかパズルに近いものがある。

「影かげ法ぼう師しネタはもう潮しお時どきかなぁ？」

　赤い光をちらちらと発する光学マウスを操作して、双美はコクバンの中を飛びまわる。

　すべての操作を携帯電話でできるコクバンだが、パソコンでも利用することはできる。コクバン内の膨大な情報を扱う双美にとって、携帯電話では不便すぎた。

「やっぱり、音おと沙さ汰たなしか」

　椅子の上で身体からだを揺すらせながら、双美はディスプレイに表示された影法師のアクセス記録を眺める。それによると、もうずっと影法師がコクバンにアクセスした形跡は無い。

「結構、遊び甲が斐いのある子だったんだけどな」

　彼女はコクバンの中に、素直に自分の居場所を求めすぎていた。

　おかげで、その書き込みを読めば、何を考え、何を求めているのか、手に取るようにわかった。

　双美は影法師の名を騙かたって理解者を装い、ある時はフリーデリーケという名で敵ともなった。他ほかにもたくさんのハンドルネームを利用して、様々な角度から杏あ悠ゆを突きまわし、その心の中をのぞき込んだ。

　自分自身の足場がしっかり保てず、おかげでまわりに臆おく病びようになっていた少女。

　双美はそんな彼女に道を示してやった。

　いくら待っても、答えはやってきたりはしない。

　ぬるま湯の中でゆっくり窒息するのを待つような生き方なら、もっと劇的な終わり方を演出してやったほうが彼女のため。

　すべてを否定する究極の強さを体現することで、弱い自分と決別することができる。

「いい筋書きだったと思うけど、そこまで単純ではなかったってことかな」

　双ふた美みはマウスを数回クリックする。

　たったこれだけの動作で、パソコンの中から杏あ悠ゆのデータはすべて消えてしまった。

　双美はそれほど悔しいとは思っていない。それどころか、内心では杏悠が本当に自らの命を絶つとは考えていなかった。

　おそらくはテレビ塔までは行っただろうが、そこで思おもい止とどまったか……

「それとも、誰だれかが邪魔をしたかな？」

　そちらの可能性のほうが高いだろう。

　誰もいない断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきというわけではないのだ。あんなところで飛び降りようとすれば、誰かが止めに入るだろう。

　そして、ちょっと制止されれば杏悠は決心を覆すはずだ。双美が杏悠に示したのは、その程度の底の浅い道筋だった。

「ま、どうでもいいけどね」

　飽きたオモチャに用はない。もう双美が杏悠に興味を持つことは二度とないだろう。



「さてと……」

　双美は机の引き出しから買い置きのチョコ菓子を出して、パッケージを開ける。

　チョコとクッキーでキノコの形を模したお菓子。なぜ、チョコでキノコを作らねばならないのかよくわからないが、手を汚さずに食べられるところは気に入っている。

「新しいネタはないかね～？」

　キノコのチョコをふたつばかり口に放ほうり込むと、双美はディスプレイに膨大な書き込みを次々と表示させていく。

　まばたきすらせずに、双美は画面を凝視する。

　表層だけを読めば、それはどれもこれも読むに値しないくだらない代しろ物ものだ。

　だが、双美はそこから別のものを読み取る。

　いったいなにを考えて、なにを求めて、この連中はコクバンに書き込んでいるのか――その人の隠された心理を読み取っている。

　わずかな言葉遣いの変化。

　これまでの書き込みとの比較。

　書き込みのタイミング。

　そのほか、管理者の権限を利用して得られるすべてのデータを双美は駆使する。

　双美は書き込みを言語として読んでいるわけではない。

　読んでいるのは、もっと別のなにか。

　双ふた美みは薄々気づいていた。

　これは自分だけの才能。

　学んで得られるものではなく、生まれついて授かった才能。

　何の価値も無い戯言ざれごとから、人間そのものを読み解くことは最高に面白く複雑なパズル。

　しかし、双美はそれで満足することはなかった。

　この才能を利用して、もっと面白いことができないだろうか？

　例えば……書き込みから心理を読み取ることができるのなら、逆のことはできないものか？

　自分の書き込みで、人の心理を書き換えることができれば、他人を操ることだってできるかもしれない。

　そのアイデアを検証するため、双美は何度も実験を繰り返した。

　相手が求めている言葉。反発する言葉。

　それをアメとムチのように巧みに利用する。

　時には最大の理解者であり、時には忌いみ嫌われる相手にもなる。

　相手の心は読めるのだから、どちらになることも双美にとっては容易なことだった。

　そして、双美がお気に入りの最大の武器は、操ろうとしている人物と同じハンドルネームを使った書き込みをすること。様々な書き込みによって揺さぶりをかけて、精神的に不安定になった相手には、この方法がまるで魔法のように効果があった。



    

  
    
      



    

  
    
      　コクバンにつきまとうドッペルゲンガーの噂うわさ話も、良いスパイスとなってくれる。

　親友同士に喧けん嘩かをさせたり、恋愛関係を破は綻たんさせたり、成績を落とさせたり、ちょっとしたいたずらレベルの実験はすべて成功した。

　その結果、学校でのトラブルが原因で不登校に陥ったり、警察沙ざ汰たの事件を起こして退学してしまった生徒もいる。さすがに裏で誰だれかが動いていることをすべて隠し通すことはできなかったが、ドッペルゲンガーの噂はそれらを上う手まくカモフラージュしてくれた。先輩の馬ば鹿かげた趣味は、ここでも役立ってくれた。

　そして、いまの双ふた美みは、人一人を自殺に向かわせることまでできる。

　影かげ法ぼう師しは失敗に終わったが、あれは本気ではなかったからだ。

　さすがにただの遊びで人を殺すほど、双美も冷酷ではない。



「ふわ～ぁあ」

　いつのまにか空からになっていた菓子箱をゴミ箱に投げ入れ、双美は大きく背伸びをした。

　書き込みはたくさんある。

　だが、どれも双美の興味を引くものではなかった。

　正確にいえば、どの生徒たちも双美が興味を持つほどの個性を持ってはいなかった。

　たくさんの人が集まれば、それだけ多様な個性を見出せるか？

　いや、それは逆である。

　サンプルが多くなればなるほどパターンが確立され、個性は平へい坦たんに見えてくる。

　でこぼこに打ち込まれた杭くいも、それが大量に並んでいるところを遠くから眺めれば、ずらりと横並びをしているように見えるのと同じだ。地平線に並んだ杭の中で、仰ぎ見なければいけないほど突出している個性など、これまで出会ったことはない。

　たぶん、そんな人間などいないのだろう。

「まったく簡単な連中だね」

　それまで手当たり次第に読んでいた双美だったが、今度は、最近になってコクバンに登録をした生徒たちの書き込みを選んで読んでいく。新しい参加者の中には、少しは興味を持てる個性の持ち主がいるかもしれないと思ったからだ。

　双美は椅い子すを座り直し、精神を集中させてそれらの書き込みを読んでいく。

　それは芸術家の卵の作品から、才能を見出すような作業。

　一見、つまらないものでも、そこにキラリと光るものを見出すことがある。なかなか油断ならない作業だ。

「……これ、ちょっと面白いかな」

　パソコンを操作する手を止めて、双美は画面を注視した。

　書き込み自体は、最近、このあたりで騒がれている放火事件の犯人への批判という、コクバンの話題にしては場違いな内容だった。

　そんな真面目まじめな書き込みをしたところで、誰だれも反応したりしない。

　案あんの定じよう、空気の読めない奴やつといった感じで、他ほかの生徒たちからは完全に無視されている。

　しかし、双ふた美みはその書き込みに興味を持った。

　なぜなら、その文章からは書き込んだ人間の感情というものが読み取れなかったからだ。

　表層的には放火犯人に対するネガティブな感情が読み取れる。

「けど、こいつはそんなこと本気で思っていない」

　椅い子すの上で立て膝ひざをついて、双美は書き込みの文字をにらみつける。

　その書込みからはつまらない本について無理矢理書かされた感想文を読むような白々しさが感じられる。

　本心からではない、偽りの感情。そこまでは簡単に読み取れる。

　いや、この程度ならちょっと勘のするどい人間ならわかることだろう。

　双美が本領を発揮するのは、ここからだ。

「ハンドルネームはキリン……ね」

　双美はキリンの他の書き込みをピックアップしながら、その人物像を組み上げていく。

　最近、コクバンに登録したばかりなのに、書き込みは案外と多かった。

　内容は学校の話題ではなく、どれもニュースなどに関する一般的なものばかり。

「なにこいつ。ホントに自分で書いているの？」

　いくつかの書き込みを読んだ双美は眉まゆをしかめる。

　そこからは、まるでキリンの素顔が見えない。驚くほど巧妙に自分の顔を隠している。

　いや、隠しているというより、そもそも顔自体が無いのっぺらぼうだった。

　最初、どこかのニュースサイトの記事でもコピーしているのかもと疑った。

　しかし、めぼしいニュースサイトで同じような記事はないかと検索してもそれらしいものは見つからない。

　だいたい、そんなことをしてもなんの意味もないだろう。飽きもせずに書き込みを続けているからには、なにか意図があるはずだ。

「変だ、こいつ変だ……」

　双美は少し苛いら立だちはじめた。こんな相手は初めてだった。

「あんたは、なにを伝えたいのよ。なにか伝えたいんでしょ？」

　双美は画面の向こうにいるキリンへ呼びかけながら、脇わきに吊つるしてある大量の単語帳を指でいじる。

　指先に触れるカードの感触によって、双美の脳は条件反射のように活動を活性化させる。

　そして、冴さえ渡る双美の頭に浮かんだのは、逆転の発想。

「もしかして隠していないの？」

　いままで自分はキリンの隠された素顔を読み取ろうとしていた。

　しかし、もしもキリンは自分から何かを伝えようとしているのだとしたら？

　単語帳をまさぐる速度が速くなる。

　双ふた美みはこのカードすべてを記憶している。触れるだけで、膨大な情報が頭に一気に浮かび上がる。

　英単語、慣用句、年号、数式……

　膨大な情報の大波は、双美から先入観を洗い流してくれる。

　完全にまっさらになった頭は、無む垢くなる情報で満たされた。

　普段の自分からは得られないひらめきが、パチパチと小さな火花を散らしながら、無意味ないくつもの言葉を細い線でつないでいく。

　やがて真っ暗な情報の海の中に、編み目が放射状に広がっていく。

　その中心にあるモノは――

「これだっ！」

　双美はたくさんのカードから、その内容を見ることなく一枚だけ抜き取った。

「最初からこいつはメッセージを送っていた。しかも、それを私が読み解けると知っていて……」

　抜き出したカードを見たとき、双美はなにかの間違いだろうと思った。

　それは、双美に向けられた――いや、正確にはコクバンの中に潜むドッペルゲンガーに対してのメッセージ。



　Remember your place／【身の程を知れ】



　カードに書かれた英語の慣用句。

　キリンは高みからこちらを見下し、この言葉を告げていた。

　双美にしか――ドッペルゲンガーにしかわからない伝え方で。

　少なくとも、このキリンは自分と同等の力を持っている。それを逆手にとって、なんでもない文章の中に自分に向けたメッセージを仕込ませてきたのだ。

　双美は戦せん慄りつのあまりしばらく硬直したまま、小さなカードを握りしめていた。

「なっ、なによっ、こいつは！」

　カードの語句に縛り付けられた身体からだを強い意志で解き放つと、双美は思い切り机を叩たたいた。

　じんと拳こぶしに響く痛みが、双美に思考力を取り戻させてくれる。



【身の程を知れ】



　それは忌いま々いましいという以外、なにものでもない言葉。

　まるで自分の可能性を完全に否定された気分。

「いったい何様のつもりなの。私のコクバンで……！」

　双美はコクバンの管理画面を開いた。

　小さな文字と数字で表される膨大なデータが、二つのモニターにぎっしりと表示される。それを見れば、誰だれがいつなにを書き込んでいるか、どの書き込みを読んでいるか、すべてが逐一わかる。

　一見、ちらちらとうごめく数字と文字の羅列だが、双ふた美みの目にはそれは地図のように見えた。

　たくさんの生徒たちがうごめく地図。

　そう、コクバンは学校の縮図。

　それは狭い世界を意味しているのではない。

　指先ひとつで、生徒たちの動きを眺めることができるように縮めた世界。

　コクバンの正式名称である『虚こ空くう蔵ぞう板ばん』は、仏教で無量の智ち慧えを持つとされる虚こ空くう蔵ぞう菩ぼ薩さつから取られていると、以前の管理者であった先輩に聞かされたことがある。

　双美は、この名前を気に入っていた。それはまさにいまの自分を表しているからだ。

「そうだ、私はすべてを見通している」

　リアルタイムで変化する膨大な情報は、単語帳を触ったときのように、双美の心から焦りを洗い流してくれた。

「わかった……この力は私だけのものではないというのね。これは経験よ。とても有益な経験」

　双美は自分に言い聞かせる。

　身の程を知る？

　いいだろう、いま自分はそれを知った。

　だが、知ったところで、自分はその枠に収まる気はない。

　それまでの自分自身を踏み台にして、さらに成長できることを双美は知っている。

　少なくとも、自分はそれができる。

　冷静に保っていた思考が、どんどん熱くなるのを双美はあえて抑えることはしなかった。

　この高揚感こそ自分の求めてきたもの。

　ずっと探してきた、仰ぎ見なければならないほどの突出した個性。

　挑戦しがいのある敵。

　ようやくそれに出会えたのだ。

「焦ることはない。逆に喜ばなくちゃあね」

　高き頂いただきであるほど、登ったあと爽そう快かいなものなのだ。

「それで、あなた自身はその身の程とやらを知っているの――キリン？」

　握りしめていたカードをディスプレイに突きつけ、双美は一人静かにこの強敵に宣戦布告をした。



　　　◆◇◆



「登録されている個人データは全部でたらめか……」

　実をいえば、アドレスさえ知っていれば、成せい稜りよう学校の生徒でなくても誰だれでもコクバンに登録することができる。最初に氏名やクラス、学籍番号を登録させているが、嘘うそのデータを入力することも可能である。

　キリンもそのことを知ってか、コクバンへは架空の生徒の名前で登録していた。

　やはり、そう簡単に正体を明かしはしてくれないようだ。

　双ふた美みはキリンの正体の手がかりを探して、書き込みをすべて読み返していたが、どれを読んでも得られるメッセージは――



【身の程を知れ】



　そればかりだった。

「ねえ、伝えたいのはそれだけなの？」

　双美は素そっ気けない恋人に文句を言うように、画面に向けてぼやく。

　相手にとって不足はない。ただ、そんな自分と同じ才能を持った相手がしかけてくることといえば、この隠されたメッセージを発信し続けるのみ。

　双美は、以前テレビで見た、宇宙にいる知的生命体に向けてメッセージを電波に乗せて送り続けるという実験を思い出した。

「まるで機械みたい」

　無意識で漏らした言葉だったが、それはキリンのことを的確に表していた。

　キリンの人物像はいまだ読めず、最初に感じたのっぺらぼうという印象に変化はない。

　それどころか、キリンには人間らしさというものがまったく無いのだ。ゆらぎというか、ぶれというか……人間ならば必ずあるはずのものが、まったく感じられない。まるで、プログラムで組み上げた言葉を自動的に発信しているだけのような印象を受ける。

　本当に自分が相手をしているのは人間なのか？

　そんな根本的な疑問さえ湧わいてくる。

「なぁに？　もしかして、まずはそこから考えないと駄目ってこと？」

　ちょっと出来の良い小話を読んだときの顔をしながら、双美は一人ほくそ笑んだ。

「面白い、これは面白いね。まずはあなたが人間であるかどうかから疑わなければならないわけね？」

　こんな知恵比べ、そうそう経験できることではない。

「そうとなれば、方針変更」

　双美は椅い子すの上にあぐらをかくと、身を乗り出してパソコンを操作する。

　これまではキリンの正体を探るための手がかりを求めてきた。

　だが、まずは相手が人間であるのかどうかから考えてみることにする。

　常識を捨てて、すべての可能性を考える。

　指は自然と単語帳を触っていた。その手触りは、心地良いほど頭を研ぎ澄まさせてくれる。

「何を隠していたって見つけ出してやるから」

　双ふた美み特有の感覚では、キリンの言葉は磨き込まれた球体のようなものだった。

　上から見ても、下から見ても、どこから見ても同じ形。触ってみても同じ感触。

　そんな完かん璧ぺきな球体のどこかに傷は無いのか？

　混ざりものは、色のよどみは？

　双美はとにかく触り続け、眺め続ける。

　それはどこか大切なものを慈しんでいるかのようにも思える。

　いや、双美にとってキリンの言葉は確かに宝に等しい。

　これほど自分が執着できたものは、これまで無かった。

　だが、双美が望むのは、その宝が砕けるところ。

　美しければ、美しいほど、その残ざん骸がいの晒さらす無惨な姿は、双美に心地良い満足感を与えてくれることだろう。

　その様子を思い浮かべながら恍こう惚こつとする双美の手は、無意識のうちに一枚のカードを抜き取っていた。

「……これは？」

　そのカードに記されていた言葉からは、どこか陳腐な響きが感じられた。



　a shooting star／【流れ星】



「流れ星……この言葉、どこかにあったな」

　双美はキリンの書き込みを検索して目当ての言葉を捜し出す。

　キリンの書き込みの中に混ぜられたその言葉。



【願いをかけられなかった流れ星】



　気づいてみると、確かにこの言葉だけがキリンの書き込みの中で浮いている。

　妙に詩的でキリンらしくない。

　完璧であるが故ゆえに、逆に目立つゆがみ。もしかして、これこそがキリン自身の言葉なのかもしれない。

「けど、どこかで見たなこのフレーズ」

　双美は、さらにこれまでのコクバンに書き込まれた言葉すべてに検索をかける。



【人に願いをかけられなかった流れ星は、どこに落ちるの？】



　膨大なデータからそのフレーズを発見するのに、そんなに時間は必要とはしなかった。

「書き込んだのは……ヌエ。本名は黒沢つぐみ。進学クラスの一年生か」

　ようやく見つけたキリンへとつながる糸口だった。

　双ふた美みはヌエの書き込みをピックアップして、一気に読み漁あさる。

「ふ～ん、わかりやすい子ね」

　椅い子すの上にあぐらをかいて、やや拍子抜けした顔で双美は呟つぶやく。

　キリンの書き込みがとっかかりのなにもない球体ならば、ヌエの書き込みは鍵かぎのかかっていない扉である。

　前を通り過ぎただけでは、その奥になにがあるのかはわからない。しかし、ノブを回して扉を開けば、その奥にはヌエの心がむき出しになっている。

　謎なぞめいた言葉を使ってはいても、そのことにさえ気づいてしまえば、ヌエの心理を読み解くことは簡単だった。双美にとっては、あの影かげ法ぼう師しと同じぐらいたやすい相手。

　同じ『流れ星』という言葉を使っていても、ヌエとキリンはまったくの別人。それはすぐに確信できた。

　ただ気になるのは、ヌエの心理の変化だった。

　彼女は孤独の中で、誰だれかに向けてメッセージを送っていた。

　扉を開けてくれと、コクバンの中で叫さけんでいた。

　そして、そんな彼女の心の支えとなってくれた人物がいる。

　彼女の言う闇やみの中で、自分を見つけてくれたという占い師。

「占い師……そいつがキリンなの？」

　それはまだわからない。しかし、キリンとヌエにはどこかで接点があるはず。

　難攻不落の城壁にようやく見つけた小さな亀き裂れつだ。見逃すわけにはいかない。

「さて、まずはその占い師のことを教えてもらいましょうか」

　双美はリズムを刻むように単語帳を触りながら、ヌエの攻略方法を探しはじめた。



　　　◆◇◆



「またどうぞ」

　今夜、初めてのお客を見送ると、クダンはもらった見料を財布に入れる。

「はぁ～」

　そのとき、財布の中身も見てしまって、思わず気分が滅め入いってしまう。

　テレビ塔の見える駅前の広場で、クダンはいつものように占いの仕事中。

　そして、ほとんどお客が来ないのもいつもの通り。

「前にヌエが言っていたように、もっとセーラー服であることをアピールすべきだと思うんだ。まずはその野暮で暑苦しいパーカーを脱ぎ捨てろ。短いスカートをひるがえせ。ニーソックスを見せつけろっ！」

　バクが頭の上で、誰だれかに聞かれたらどうするのだという不審なことをわめいている。

「うるさい変態」

　クダンは帽子に変身しているバクをつねった。

「いちちちちっ！」

　身もだえするバクを頭の上に感じながら、クダンはもう一度ため息をついて広場の通行人たちを眺めた。

「やっぱり場所が悪いのかな」

　自うぬ惚ぼれているわけではないが、クダンの占いの的中率はかなりのものだった。

　件くだんとしての予言の力のごくごく一部を利用して、その人の運勢を占うのである。

　今晩、悪いことが起きそうなので注意とか、悩みは解決するから元気を出してとか、そんな簡単な占いなら百発百中だった。それに、その程度の占いならば、その人からクダンの記憶が失われることもない。

　問題はほとんどの人が良い運勢ではなく、悪い運勢の持ち主ということだった。

　何が見えても、クダンは真実をそのまま正直に伝える。



「明日もいいことはありません」

「その恋はむくわれません」

「抱えている問題はどんどん悪化します」



　どれも正しい占い。

　ただし、それは誰も求めていないものでもある。

　たいていの客は占いのあと不機嫌そうに去っていき、そして二度と来ない。

　占いというのは口コミとリピート客が大事な商売。あまりに正直な占い師というのは、いくら腕が良くても流は行やらないものなのだ。

「――と、いつも俺おれが言っているだろう？」

「わかってるってば」

　バクにいつものように諭さとされて、クダンは不満げに口を尖とがらせた。

　そんなことはわかっている。

　わかっているが、嘘うそをつくことはできない。

　嘘が苦手というのもあるが、それ以上に見えたものを偽るのに抵抗があった。

　人の未来は、その人自身の持ち物であり、クダンはその中身をのぞき見をしているというわけだ。

　それだけでも気が引けるのに、そこに見えたモノを本人に対して偽るというのは、とても失礼な気がした。

　バクは嘘も方便だと言うし、クダンだって、時には嘘が真実に勝ることがあることも知っている。



　しかし――

　そうであったとしても――

　クダンはその人の未来に嘘うそはつかない。

　それがクダンの決めたルール。

　求めてもいないのに背負ってしまった大きな力に潰つぶされないよう、自分で決めたいくつかのルールのひとつだった。



「でもまあ、場所も悪いかもしれないなぁ」

　頭の上で、いつもクダンの占いを馬ば鹿かにしているバクも珍しく同意してくれた。

　この駅前の広場は、どこか不思議な雰囲気を持っている。

　誰だれもがこの場所を足早に通り過ぎてしまう。

　何かに急せかされるように。

　憩いこいの場所とは、正反対の場所。

　これだけ人がいるのに、誰も他人のことを気にしない。

　自分だけの世界を守りながら、どこかへ足早に去ってしまう。

　そんな場所にいる占い師のことなど、誰が関心を持つだろうか？

　こんな占いに不向きな場所をクダンが選んだのは、ここにヌエがいたからだ。

　きっと、自分の居場所を求めていた彼女は、この広場に何かを見出したのだろう。

　だからここで鳴くことを決めた。

　しかし、もうここにはヌエもいない。

　彼女は居場所を見つけられただろうか。

　そして、直なお辰たつは闇やみの中に鳴くモノの正体がわかったのだろうか。

「なんならコクバンを調べてやろうか？」

　クダンの心中を悟ってか、バクが小さな声で問いかけてきた。

　機械といえば炊飯器のスイッチを押すことぐらいしかできないクダンは、携帯電話の操作などとてもできない。

　ところが、バクのほうは正体不明の生き物のくせに携帯電話を完全に使いこなしていた。コクバンの書き込みをこまめに調べてくれるのもバクである。

　そもそもクダンは、この街にやってくるまで携帯電話自体持っていなかった。

　契約したのはコクバンを見るため。コクバンの奥に潜むドッペルゲンガーが鵺ぬえではないかを調べるためだった。

「いや、いい……」

　バクの気持ちは有り難かったが、コクバンの中でヌエの名前を見つけても、この気持ちが晴れることはないだろう。きっと、逆にヌエとの距離を実感させられるだけだ。

　もう自分はヌエに――つぐみに『予言』をしてしまった。

『占い』ではなく『予言』をしてしまったのだ。

　そして、彼女は忘れてしまった。

　彼女の未来でクダンは消えてしまった。

　また、自分は世界で少しだけ死んでしまったのだ。

　こうしてすべての大切な人に忘れられたとき、自分は本当に死んでしまうのだろうか？

　たくさん……たくさんの大切な人の中でクダンは死んでいった。

　そして、これからもそれは続くのだろう。

　自分は、どんどんこの世界で希薄な存在となっていくのだ。

　なんという残酷な未来。

　そこから逃れる術すべは無いのか――

　クダンでも、自分の未来までは見通せない。

　それは幸せなことか、不幸なことなのか……それさえクダンにはわからない。



「おいっ！」

　クダンはバクの声で我に返った。

　頭の上のバクの感触が硬い。それはバクが緊張をしている証拠。

　クダンはいったい何事かと顔を上げる。

「あっ……！」

　思わずクダンは大きな口を開けて、驚きの声を漏らす。

　目の前に立っていたのは、成せい稜りよう高校の制服を着た少女。

　忘れることはない。

　たとえ忘れられても、クダンは忘れない。

　それはヌエ――いや、制服を着ているということはつぐみと呼んだほうが良いのだろうか？

　クダンは彼女の制服姿はこれまで見たことがなかった。

　この広場に来るときは、いつもヌエとしてであったからだ。

「こんにちは」

　その変わらぬ声は、最後に会ってからそれほど経たっていないというのに、とても懐かしく感じられる。

　きっと時間ではない。

　ずっと遠くに行っていたものが戻ってきてくれた。

　そのことがクダンの心に懐かしさを呼び起こすのだ。

「占い、してるんですよね？」

「どうして……？」

「だって、看板に書いてあるけど」

　ヌエはクダンの脇わきに置かれている段ボール製のわびしい立て看板を指さした。

　そこには『占いします』と書かれてある。

　しかし、クダンが聞きたかったことはそういうことではない。

　なぜヌエが自分に声をかけてきたのか？

　こんなことは初めてだった。

　予言によって消えたのは記憶だけではない。

　以前、クダンはそのことをある人から『縁』が消えるのだと説明されたことがある。

　これまでの縁。

　これからの縁。

　予言をされた者は、過去から未来にかけてクダンとの縁を断ち切られる。もう二度と、他人以上の関係を築くことはできない。

　いくらクダンから話しかけたとしても、その言葉が相手の心に届くことはない。

　そのことをクダンは経験から知っている。

　悲しい記憶によって、身に焼き付けられている。

　喉のどが裂けるほど叫さけんでも、涙を流して呼びかけても、まるで石ころでも見るような目で自分のことを見ていた――クダンの大切な両親。

　あのときの記憶を忘れるはずがない。

　件くだんの予言につきまとう、忌いまわしい呪のろい。

　逃れられない、件の宿命。



　それなのに……ヌエのほうからやってきてくれた！

　自分に声をかけてくれた！



　クダンの小さな胸は、これまでになく高鳴っていた。

　もう一度、やり直せるかもしれない。

　今度は件と鵺ぬえとしてではなく、最初から友達として……

「ど、どうぞっ！」

　クダンはうわずった声で、前に置いてある椅い子すをヌエに勧めた。

「私、占いとかしてもらうの初めてなんですけど」

　ヌエはそう言いながら、椅子に腰を下ろす。

　そんなよそよそしいヌエの態度がチクリと心に突き刺さるが、それはしかたのないことだとあきらめ、クダンは占い師としての自分の役割を演じる。

「どんなことを占ってほしいの？」

「恋愛運……とか？」

　ヌエは照れくさそうに笑った。その笑い顔があまりに可愛かわいらしくて、クダンもつられて笑いたくなる。

　以前のクダンとヌエは、顔を合わせれば口くち喧げん嘩かばかりしていた。

　それはヌエの優しさからだということはわかっている。

　件くだんの宿命を知ったヌエは、クダンに自分の予言をさせないように、わざと嫌われようとしていたのだ。

　だから、あの口くち喧げん嘩かもクダンにとっては心地良いものであった。

　しかし、たとえそうであっても、二人で一緒に声をあげて笑う心地良さには比べられるはずがない。

「占う必要なんてないんじゃないかな。とても幸せそうだけど」

「わかるんですか？」

「ええ、わかるわよ。誰だれか良い人が近くにいるんでしょう？」

「そうなんです。ずっと大切に思っていた人が、私のことを一人にしないと言ってくれて……」

　やはり直なお辰たつはヌエのことを見つけたのだ。もう、闇やみの中でヌエが鳴くことはないのだろう。

「よかったわね」

　そんなのろけの言葉も、いまのクダンにとっては嬉うれしいものだった。本当ならば、二度とヌエの口から二人のことを聞くことはできなかったはずなのだから。

「けれど、最近、その人のことで悪い噂うわさが流れているんです。私はそんな噂なんて信じたりはしていないんですけど……」

「それが心配なのね？」

　実は、直辰と同じクラスであるクダンは、その噂について少しだけ耳にしていた。

　それはコクバンの中で広まっている根も葉もない噂話で、直辰が何人もの女子とつきあっているとか、妊娠をさせたとか、そんなひどい内容だったはず。

　もちろん、直辰本人を知っている者ならば、誰もそんな噂を信じなかったし、クラスではそんな噂に腹を立てる者はいても、直辰を悪く言う生徒はいない。

　ただ、ずっと直辰と離れていたヌエは、そんな馬ば鹿かげた噂話にも心揺さぶられるのだろう。

「そんなとき、コクバンの――いえ、携帯の掲示板で知り合った人が、一度本物の占い師に視みてもらえばいいってアドバイスしてくれたんで」

「それで、ここに来きたというわけ？」

「前にこの広場に来たときに見かけたと思うんですけど、その看板のことが妙に心に残っていて……それに他ほかに占いをしてもらえるところに心当たりはなかったし」

　そう言って、ヌエはまたクダンの脇わきに置かれた立て看板を指さした。クダンのことは忘れても、このみすぼらしい看板のことは心の底に残っていたのだろう。

「そうなの……」

　ヌエの話を聞いていたクダンの中で、徐々に不安が大きくなる。

　彼女がここに来たのは自分の意志からではない。誰かに勧められてのこと。

　言い方を変えれば、コクバンの書き込みに導かれた結果。

　その事実はクダンにあることを連想させる。

　自分がこの街に来きた、本当の目的――あの存在のことを思い起こさせる。

「大丈夫、あなたの大切な人のことを信じてあげて」

　しばらく考えてから、クダンは言った。

　それは占いでもなんでもない、ヌエと直なお辰たつのふたりのことを知る、友人としての言葉。

　しかし、その言葉はヌエの心には届かなかった。

「これまでは占いとか、あまり気にしたことはなかったんですけどね」

　広場に満ちる雑踏の音に紛れ、自分の言葉が彼女の耳を素通りしていくのがクダンにははっきりとわかった。

「おい、クダン……」

　バクの心配そうな声が小さく聞こえる。

　わかっている――バクの言いたいことはわかっている。

　クダンは帽子の姿をしているバクのお腹なかをぽむぽむと叩たたいて答えた。



　そうだ、ここにいるヌエは違う。

　同じだが、違う。



　いままで高鳴っていた心臓に、冷たく硬い鉄てつ釘くぎが打ち込まれたような気分。

　やはり件くだんの宿命は避けられないものだった。

　未来を予言すれば、もう二度と縁を取り戻すことはできないのだ。

　ここにいるヌエは、クダンのことなど見てはいない。

　ただ、コクバンの言葉に導かれ、ここに座っているだけ。クダンにではなく、この『占いします』の看板にひかれてやってきただけのこと。

「あのね、大丈夫だから。彼はあなたを裏切ったりしないから……」

　もう一度、クダンはすがるように声をかける。

　だが、恐る恐るのぞきこんだヌエの瞳ひとみに、自分の姿は映っていない。

「けど、私にアドバイスをしてくれた人は、占いって信じる人に勇気を与えてくれるものだから視みてもらって損はないって」

　クダンの言葉などまったく聞こえていないかのように、噛かみ合わない会話。

　身体からだから体温が奪われるほどの絶望。

　わずかな希望は残酷にも裏切られ、クダンの小さな身体一杯に冷たい水のような悲しみが溜たまっていく。

「しっかりしろ、クダン」

　頭の上から聞こえる声に、大丈夫だと返事をする代わりに、クダンはうつむくようにうなずいた。

　ここに来きたヌエの求めるものは占いだけ。

　クダンのバイト先にケーキを買いに来たときのように、そこにいる店員のことになど気にもかけない。

「……ごめんなさい。私は恋愛占いはできないの。他ほかをあたってくれる？」

　身体からだを満たす悲しみがこぼれ出さないように、慎重に、小さな声でクダンは呟つぶやく。

　そして、指先でみすぼらしい看板を押した。

　音もなく地面に伏せるようにして倒れる看板。

　これでヌエと自分を結んでいた細いつながりは消えた。

「え、そうなんですか？」

　うつむいたクダンの頭の向こうで、ヌエのがっかりしたような声が聞こえる。

「……ごめんなさい」

　クダンは顔を上げることはできなかった。もう一度、ヌエの顔を見れば、自分を抑える自信はない。

「じゃあ、しょうがないですね」

　ヌエが椅い子すから立ち上がり、その場から去っていくのを気配だけで察する。

「う、ううっ……」

　クダンは唇を噛かみしめ、口から漏れ出しそうになる嗚お咽えつを堪こらえた。

　件くだんの宿命からは逃れられない。

　そんなことは誰だれよりもわかっているはず。

　もう一度、大切な人の未来に居場所を取り戻せたら――そんな願いは、夜空の星がすべて流れ星になっても足りないほど繰り返して、そして同じ数だけ裏切られてきた。

　だが、そうであっても、またそのことを実感すれば、クダンの小さな身体は悲しさで引き裂かれそうだった。

　何度目であっても慣れることはないだろう。

　そして、何度でも自分は同じ事を願い続けるのだろう。

　たとえ夜空に星が無くなったとしても……叶かなわぬ願いを続けるのだろう。



　　　◆◇◆



　もう夕暮れ近い。

　空はどんよりと曇り、濃い湿気を帯びた空気は肌にべとつくように淀よどんでいる。

　双ふた美みは外気から身を守るように、帽子を目ま深ぶかに被かぶる。

　毒々しいネオン、雑多な騒音、排ガスの臭におい。

　すべてが双美にとってのストレスとなる。

　そしてなにより居心地の良い部屋の中とは違い、他人との境界の無いことが双美にとっては耐えられない。

　タバコの煙をまき散らしながら、自分を追い抜いていくサラリーマン。

　宝石のような派手なシールで安っぽく飾られた携帯電話に向けて、耳障りな大声をあげている同世代の女子高生。

　求めてもいないものが、勝手に自分の領域を侵略する。

　他人との境界が保てない。

　ここではなにもかもが混ざり合っている……この自分さえも。

　まわりにいる連中とは比べものにならない、特別な能力を持った自分さえも、ここにいては同じになってしまうような気がした。

　双ふた美みが外出するのは、一学期の中間試験以来だった。

　外に出なくても、学校に行かなくても、自分はすべてを把握している。

　部屋にいながらにして、神に等しき視点を持っている。

　なら、なぜわざわざ騒々しいだけの外に出なければならないというのだろうか？



　――それはキリンの正体を暴くため。



　これまで何度も繰り返した自問自答。

　双美が学校から黒沢つぐみを尾行してやってきたのは、駅前の広場だった。

　土地勘の無い場所だが、遠くに見える緑色にライトアップされたテレビ塔には見覚えがある。

　前から、後ろから、見知らぬたくさんの人に双美は追い越され、すれ違う。

　その人通りの多さに双美は眉まゆをしかめたが、広場の中に立ってみると、不思議と不快な気分は薄らいでいった。

「なんだろう、変なの……」

　これだけ人がいるのに、誰だれもがなにも発することなく広場を通り過ぎていく。

　通行人たちは自分の感情を内に秘めながら、この場を素通りしていくだけだ。

　まわりのものには無関心。

「そうか、この広場には表情が無いんだ」

　双美は帽子をあげて、ぽつりと漏らす。

　ここには双美を不快にさせる、人の感情というものが無い。

　騒々しくはあるが、その音には意味がない。

　ただの雑音。さざ波の音と違いがない。

　心地良い。

　ここは心地良い。

　この広場にいると、自分が一人であることを実感することができる。



　キリンがここにいることは……偶然なのだろうか？



　もしかするとキリンも自分と同じ気持ちで、この場所を選んだのかもしれない。

　だとすれば……

　双ふた美みの中で小さな感情が生まれる。それは双美にとって馴な染じみが無く、何を意味するのかもわからない。

　それに、その正体に気づく前に、キリンとおぼしき占い師と話をしていたつぐみに動きがあった。

　さっき座ったと思ったのに、つぐみはすぐに立ち上がり去っていく。

　その様子を遠くから観察していた双美は、二人の様子がずいぶんとよそよそしいことに疑問を感じた。コクバンで読み取った様子では、ヌエはもっと占い師と親しい間柄だったと思うのだが……

　その占い師は、白と黒のツートンカラーの帽子を被かぶった少女だった。双美が想像していたよりずっと小柄で幼い印象。外見では中学生か、ぎりぎり高校一年生ぐらいにしか見えない。

「どうしたんだろう？」

　つぐみが立ち去ってから、なぜか彼女はずっと顔をうつむかせていた。

　その様子を観察し続けていた双美がしびれを切らしそうになったとき、ようやく占い師は顔を上げた。

「おっと！」

　思わず双美は広場の中心にある街灯の陰に身を隠す。顔を上げた彼女と目が合ったと感じたからだ。

「……って、そんなわけないか」

　これだけたくさんの人が行き来きする広場では、たとえ知っている相手を捜そうとしても難しいだろう。たとえこちらを見ても、それはただの偶然のはずだ。

　双美は心を落ち着かせ、もう一度、彼女を観察する。

　その視線はぼんやりと広場全体に向けられており、その顔つきはまるでいなくなった親を待っている迷まい子ごのようだった。

　この表情の無い広場に、彼女はいったい何を求めているのか……それは双美にも読めない。彼女には自分とは違ったモノが見えているとでもいうのだろうか。

「だったら、全部見せてもらう」

　そのために、わざわざここまで来たのだ。

　直接会って、彼女の――キリンのすべてをさらけ出させるために。

　自分はコクバンの書き込みだけからでも他人の心理を読み取ることができるのだ。直接会話を交わせば、もっと深くまで読み取れるはず。

　人に会うことが嫌いな双美だったので、これまで試したことはなかったが、きっとこれならたとえキリンが相手であっても、その正体を暴くことができるはずだ。



「占いしてもらえますか？」

　意を決して、双ふた美みは彼女の前に腰を下ろす。

　いままで広場のほうを見ていた彼女の目が、こちらに向けられる。澄み切った瞳ひとみは底知れない湖の水みな面ものようで、迂う闊かつに踏み入れば飲み込まれそうだ。

「この広場は初めて？」

「ええ、そうですけど。この広場って、なんだか雰囲気がいいですよね？」

　双美は少しでも多くの言葉を引き出すため、会話を膨らませようとする。

「どこが……？」

　とても客商売をしているとは思えない素そっ気けない返事に、一瞬気け圧おされた双美だったが、急いで言葉を続ける。

「どこか品が良い感じがしませんか」

「私には居心地の悪い場所にしか思えないけど」

　双美には心地良い場所も、彼女にとっては逆らしい。

「じゃあ、なぜこの場所を選んだんですか？」

「それはここに友達がいたから」

「友達が……ですか」

　思わず頬ほおがゆるみそうになるのを、双美は懸命に堪こらえた。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女はまったく警戒することなく、どんどんこちらに情報を漏らしてくれる。

　心の深みへたどり着く糸口が多すぎて、どれを引き寄せればいいのか迷うぐらいだ。

　やはり書き込みだけで人の心を読み取るよりも、こうして直接会話を交わしたほうが数段効率がよい。

「その友達とは、ここで出会ったんですか？」

　とりあえず、ちょうどいま口にしてくれた友達――すなわち、ヌエのことを利用させてもらうことにする。

　ヌエのことならば、すでに研究済み。武器としてこれほど利用しやすい話題はない。

「そうね、私がこの街に来きてから、初めて私自身のことを話した友達」

「あなた自身のこと？」

　妙にまわりくどい言い方だ。

　まるでこの占い師には、人に知られてはならない秘密があるかのよう。

「けど、一度も友達だと呼び合えなかった。一緒に笑えなかった。それはとても簡単なことだったのに。あの子は優しくて、私は臆おく病びようで……」

　そんな彼女の言葉からは、だいぶ前にヌエと離ればなれになってしまったという心理が読み取れた。

　ついさっき会ったばかりだというのに、どういうことだろうか？

　もしかすると、ひどい喧けん嘩かをして、二人は絶交をしたのかもしれない。そして、そのことを彼女は強く後悔しているのだろう。

　徐々にこの占い師の心の隙すきにつけこむ材料が揃そろいつつある。

「もう、その人と会えないんですか」

「たぶんね。こんなことにならないように、あまり近づきすぎないようにしていたのに、そんなことは無駄だった。だったら、勇気を出してもっと近づけば良かった」

「いまからでは遅いの？」

「すべて手遅れ。私は取り戻せない時を、無駄に過ごしてしまった」

　彼女とヌエとの別離には感情的な確執ではない、なにかもっと強い拘束力が働いているようだった。彼女の言葉や表情からは、なんらかの決まり事を破ってしまった罪悪感のようなものさえ感じられる。

　そこにこそ、この占い師――キリンの秘密が隠されているのだろう。

　ただ、あまり彼女がすらすらと自分のことを語ってくれることに、双ふた美みは戸惑いも感じていた。

　あまり一気に情報を引き出すと、ふとしたときに彼女が自分に秘密を喋しやべらされていると気づかれてしまうかもしれない。もう少し時間をかけて、ゆっくりと引き出す必要がある。

　そこで双美はもう一度、話題をヌエのことに戻す。

「その友達は、ここが好きだったんですか？」

「私にはわからない。たぶん、あの子はここにいることで、自分を知ろうとしていたのかもしれない」

「自分を知る？」

　双ふた美みはその言葉にわずかだが動揺した。

　嫌というほど繰り返されてきた、身の程を知れというキリンのメッセージを思い出させたからだ。

「ここには独特の空気がある。他人が見えず、自分だけしか見えない場所。だから、ここにいることで彼女は一人であることの意味を感じ取ろうとした。ここはどこよりも孤独を感じさせる場所だから」

「私もその子の気持ちはわかります。この広場の雰囲気は、とても心地良いものだから」

「……それはあなたが誰だれにも見られたくないと思っているから、そう感じるだけ。私の友達とは全然違う」

　それは静かな口く調ちようであったが、断固とした否定の意志。

　その敵意すら感じられるような冷たい口調に、双美は思わずたじろいだ。

「あなたは自分だけが見たいのでしょう。人からは見られたくない。それは自分を知られてしまうことだから。あなたの心を見透かされてしまうから」

「なにを言ってるの……」

「あなた、ここに占いをしてもらいに来きたんでしょう？」

「そ、そうですけど」

「あなたは誰にも見えない遠く離れた場所から、一人でみんなを眺める。それで理解したつもりになっている。本当に理解するという意味も知らずに……」

　おかしい。こんな占いがあるものか。

　それに、いつのまにか会話の主導権が交代している。

　双美はその言葉をなんとか遮ろうとするが、なぜか声が出なかった。まるで誰かに喉のどを押さえつけられているかのように苦しい。

「人を理解するということは、互いの心をさらけ出すこと。一人、自分だけが他人を理解できるなどと思うことは、風景の写真を見て、自然を満喫していると思うぐらい滑こつ稽けいなこと」

　そんな心をかき乱す言葉を聞きながら、双美は無意識のうちにバッグの中に入っている単語帳をまさぐっていた。

　手に馴な染じんだカードの感触。触れることで頭に浮かび上がる英単語。

　それらは精神安定剤のように、双美の動揺を和らげてくれる。

「そんなことは……ない」

　単語帳のおかげで、双美はようやく声を絞り出すことができた。

　そうだ、自分には理解できる。

　顕けん微び鏡きようをのぞくように、一方的に他人の心理を観察することができる。

　そして、誰も自分のことは理解できない。

　誰だれにも知られることなく、コクバンのすべてを観察する魔物――このドッペルゲンガーのことを理解できる人間などいるはずがない。

「あなたは一人でいたい――臆おく病びようだから」

　双ふた美みの言葉など耳に届いていないかのように、静かに、それでいて一方的な調子で彼女は語り続ける。

「あなたはみんなを観察する――寂しいから」

　この雑踏の中にかき消されそうな占い師の小さな声が、双美の心を強く縛りつける。

「本当は誰かに自分を見つけてもらいたいのね……そこだけは、私の友達と同じ」

「違うっ！」

　双美はその言葉を、心の中で反射的に否定した。

　そんなことはない。

　一人であること――孤独であることは、もっと尊いこと。

　なれ合わず、混ざり合わず、迎合せず、染まらず、毒されず……

　誰かに見つけてほしいなどという、いじけた気持ちからではない。

「あなたは誰に見つけてほしかったの？」

「わ、わ、私は、誰も――」

　息苦しい。

　彼女の語る言葉は、まるで毒霧のようにこの身体からだを侵おかしていく。

　息が荒くなり、目がしっかり開けられない。

　双美は助けを求めるようにしきりに単語帳をまさぐる。そして指先に触れた、一枚のカード。



　to discover／【見つけ出す】



　そのカードに記された言葉。

　これこそが探し求めていた、この得体の知れない占い師の心につけいるためのキーワードだ。

「あなたは……何を探していたの」

　かすれた声で双美は起死回生の質問をぶつける。

　これこそが双美が他人の心に入る術すべ。心のもっとも深い部分に秘められたものを突き止めることで、相手に隙すきを作る。

「私が探しているものは鵺ぬえ」

　彼女の心の扉は開かれた。

　ただ、双美にはその言葉を理解することができなかった。

　鵺――それは黒沢つぐみのハンドルネーム。

　それとも、他ほかに意味があるというのか？

　単語帳にも書いていない意味が？

「鵺ぬえって……なに？」

「私の宿命を消してくれるかもしれない存在」

　双ふた美みはずぶりと一気に彼女の内部へ深く入りこんだ気がした。

「宿命？」

　もう少し、もう少しでこの占い師の正体を心の深みからつかみ上げることができる。

「私には未来を予知する力がある。私の名はクダン」

　そう言って、彼女は不意に帽子を取った。

　露あらわになった頭には、ふたつの小さな角。

「……っ！」

　双美は息を呑のむ。

　角、牛の角、人と牛――件くだん！

　それは双美も耳にしたことのある、まことしやかに語られる都市伝説。

　災いを予言するとされる、牛と人の姿を併せ持つ怪物。

　普段なら、そんな馬ば鹿からしい話を信じる双美ではない。

　だが、二本の角は見まごうことなく、いまも目の前に実在している。作り物ではないかという疑問は、なぜか思い浮かびもしなかった。

　双美が他人の隙すきに入り込み、心を書き換えるときのように、その小さな角は件という存在を双美に信じさせる力を持っているようだった。

　それも圧倒的な力を！



「あなたが

　　件

　　ドッペルゲンガー

？」　



　惚ほうけたように呟つぶやいた双美に、クダンは顔を近づけ、同じタイミング、同じ顔つきで言った。

　一瞬、双美にはクダンの顔が、鏡に映った自分の顔のように見えた。

　まったく似ても似つかぬ顔をしているというのに。

「うああっ！」

　驚いて身をのけぞらせた双美を見て、クダンは蔑さげすむようにニヤリと笑った。その可愛かわいらしい顔つきに似合わない、ひどく不快な笑み。

「正解だったみたいね」

「なんのこと……私はただ占いをしてもらいに来きただけ」

　苦しい言い訳だが、ここはしらを切るしかない。

　ドッペルゲンガーは正体を知られてはいけない。本当に存在するのかどうかもわからない曖あい昧まいな存在であるからこそ、ドッペルゲンガーはその力を発揮するのだ。

「ふうん、でもどうして私が占いをしていると思ったの？」

　そう言ってクダンは机の上に伏せてあった段ボールを起こした。それは安っぽい立て看板で、マジックで『占いします』と書いてある。

「看板は倒れていたのにね」

　クダンの瞳ひとみの色が変化した。

　一見、穏やかな水みな面もに見えるのに、その実はすべてを飲み込む底のない沼のような、双ふた美みを捕らえて離さない瞳。

　ようやく双美は理解した。最初から自分は罠わなにはめられていたのだ。

「けど、残念」

　クダンは双美を縛りつけていた瞳を伏せると、小さくため息をついた。

　その見えない戒めから解放されて、双美の額にどっと冷や汗が吹き出した。

　だが、まだなにも解決していない。

　双美は身を固くしてクダンをにらみつける。

　ところが、その視線はするりと受け流された。

　クダンは双美への関心を失ったように、膝ひざの上に乗せた妙な形の帽子をぽむぽむと優しく手のひらで叩たたいている。そんなクダンの沈黙は、逆に双美を不安にさせた。

「なにが残念なの……」

「あなたも鵺ぬえではない。コクバンの中で神様気取りをしているだけのつまらない人」

　再び顔を上げたクダンの瞳からは、あの印象的な色が消えていた。

　まるでこちらのことなど見えていないかのような、空虚な瞳。

　双美はそこからクダンの深い失望を読み取った。

　そんなもの読み取りたくもなかった。

　かって、双美はここまでの失望を人に与えたことはない。

　自分がつまらない人間？

　そんなはずはない！

「あなたに私の価値がわかるわけがないっ！」

　双美は叫さけんだ。

　自分は違う。

　特別なのだ。

　それを理解できない、まわりのほうが悪い。

　だから、連中の世界を否定したのだ。

　くだらない世界から離れ、高みからすべてを観察する――

「やっぱり、あなたは少し似てるわね。偽者の影かげ法ぼう師し」

　なぜここで影法師の名前が出てくる？

　あのおもちゃと自分が似ている？

　そんな馬ば鹿かなことがあるものか。

「他人の心を読めるなんて、とんだ勘違い。あなたにできるのは、最初から自分に似ている人の物もの真ま似ねをするだけ」

　崩される。

　自分が崩される。

　身を守る壁が崩される。

　だから外は嫌なのだ。

　こうやってどんどん勝手に入り込んでくる。

　人の中に入り込んでくる。

　追い出さねば。

　否定しなければ。

　自分が無くなってしまう！

「あっ、あなたが件くだんだってことをバラしてやる。コクバンで……いいえ、ネットで世界中に言いふらしてやる。この化け物めっ！」

「勝手にすれば。憶おぼえていればの話だけど」

　そう言ってクダンは、自分の角を軽く撫なでて、双ふた美みのほうをじっと見つめる。

「そうよ、私を見なさい！」

　矛盾した言葉。

　人に入り込んでほしくないのに、クダンが自分を見てくれることを喜んでいる。

「あなたは、全員に認めてほしかったのね。誰だれ一人例外なく、すべての人に認めてほしかった。でも、その数は多すぎて、あまりに多すぎて、結局あなたは耐えきれなくなったのね……」

　クダンの瞳ひとみに、あの輝きが甦よみがえった。

　見るものの心を惹ひきつける色。

　双美は歓喜する。

　もっと見ろ。

　関心を向けろ。

　ただ、双美であっても、そのクダンの瞳が彼女のどんな感情を意味しているのかは理解することはできなかった。

　いつのまにか握りしめていた単語帳が、双美の手からするりと落ちた。

　地面に落ちた単語帳が開いた言葉。

　それは――
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「え……なにこれ……？」

　すべて完かん璧ぺきに記憶しているはずの単語帳なのに、どうしてもその英単語の意味が思い出せない。

　大切な、大切な言葉のはずなのに。いま思い出さねば意味がないのに。

「まっ、待って、待って……いま思い出すから！　すぐに思い出せるから！」

　双ふた美みは慌てて落ちた単語帳を拾い上げようとした。

　だが、その拍子に単語帳を綴とじていたリングが外れ、ばらばらとカードが地面に落ちた。様々な言葉が双美を取り囲む。

「あっ、ああっ……！」

　双美は散らばるカードをまさぐった。

　見失ってしまった言葉を捜す。

　手に触れるカードの感触は、最も早はや、双美の心に安らぎを与えてはくれない。

　わからない。

　わからないものが、ここにある。

　そのことは不安だけを増幅させる。

　だから嫌なんだ。

　だから、外は嫌なんだ！

　そんな双美へ、占い師から告げられた言葉はなによりも恐ろしい予言――



「あなたがドッペルゲンガーであり続けるのならば、高校卒業を待たずして、後悔の中で一生を終える」



　　　◆◇◆



　ドッペルゲンガーが立ち去ったあと、クダンは立て看板の位置を直して商売を再開した。

　しかし、ここは占いをするのにはむいていない場所。

　あいかわらずクダンの前を人々は通り過ぎていき、誰だれも道みち端ばたの占い師を気に留めるものはいない。

　これだけたくさんの人に囲まれていても、クダンは孤独だった。



　ヌエはたった一人の大切な人に見つけてほしくて、ここで鳴いた。

　影かげ法ぼう師しは自分の居場所が見つからなくて、別の場所へ行こうとした。

　ドッペルゲンガーは自分の存在を確立させるため、怪物になろうとした。



　みんな孤独だったのだ。

　たくさんのものがあるのに、自分だけが違うように思えて……それでいて、同じものになることもできなくて。

　自分が一人であることを思い知らされてしまった。

　たとえ同じように見えても、本当はみんなそれぞれ違うものだということにも気づかないで。

　そんな物思いに耽ふけるクダンの前に、誰だれかが立った。

　客かと思って顔を上げたクダンだったが、その表情はみるみる不機嫌なものに変わる。

「お客かと思ったのに……残念」

「人の顔を見て、いきなり残念とはつれないね」

　澄んだ柔らかな声。

　おそらく多くの人が聞き惚ほれるだろうその声も、クダンにはあまり心地良いものではない。美声も聞き慣れれば、嫌味になる。

「キリン、どうしてここに？」

　その美声の持ち主は、クダンがストーカーと呼ぶ男。実のところ、クダンも彼の名前がキリンであるということ以外に知っていることは少ない。

「僕はいつもきみを見ているんだよ。きみ以外に、この世に関心はないのだから」

　キリンは優雅な物腰で、クダンの前に置かれた小さな折りたたみ椅い子すに腰を下ろす。

　何度見ても非の打ち所のない端整な顔立ち。

　かといって、そこには彫刻のような冷たさはない。いつも浮かべられている微笑は、春の日のような温かさがある。

　粗末な折りたたみ椅子も、この男が腰をかけると様になるから不思議なものだと、クダンは妙なところに感心していた。もっとも、そんなことを口にすればキリンは図に乗るだろうから黙っていたが。

「それで、ドッペルゲンガーはきみの探しているものだった？」

「違ってた」

　クダンは素そっ気けない返事をする。

　本当は無視してやりたいところだったが、この街にドッペルゲンガーがいるという情報を教えてくれたのはキリンであったから、これはクダンなりの最低限の礼儀であった。

「それはがっかりだったね。せっかく巣から引っ張り出してやったのに」

「あなたの仕業だったのね」

　いきなりドッペルゲンガーが自分の前にやってきたことに不自然さを感じていたが、裏でキリンが動いていたのならすべては納得できる。そういった策謀にかけて、キリンの右に出るものはいないだろう。

「彼女はなかなかたいした子だったんだよ。わずかだけれども、僕に近い力を持っていたからね。虚こ空くう蔵ぞう菩ぼ薩さつを名乗るのは、さすがに身の程知らずだけど」

　クダンは、キリンのせいでヌエがドッペルゲンガーに利用されたことについて、文句を言ってやろうかとも思ったが、それはやめておいた。

　キリンはクダン以外のものに対して、おそろしく無関心だという大きな欠点がある。

　彼の策謀によってヌエが傷つけられたと知っても、表面上は反省した素振りを見せるだろうが、内心では露ほども気にしないだろう。そういう男なのだ。

「どんな力を持っていても、彼女は――ドッペルゲンガーは鵺ぬえとは違う」

　なぜ違うのか、それはクダン自身にもわからない。

　鵺は正体のわからぬ存在。

　故ゆえにそれがどんなものであるかを説明することはできない。

　ただ、クダンは自分の直感に従うだけだ。

「すまないね。きみの捜し物だけは、僕にもどんなものなのかわからなくてね」

「それはわかっている。だからいままで通り、変わった噂うわさ話だけを教えてくれるだけでいい。あとは自分で確かめるから」

「もちろん、きみのためならあの膨大なアカシックレコードも読破するし、生意気なラプラスの悪魔だって飼い慣らすよ」

　キリンは両手を広げて大おお仰ぎように言った。

「僕は世界のなんだって知ることができるからね。天も地も、過去も未来も」

「その割には肝心なことを知らないくせに」

「そうだよ、きみのことだけは僕にもわからない。だから、僕はきみと一緒にいることが、この上なく楽しいのさ」

「私は不愉快」

　すべてを知っているというキリンの戯言ざれごとを信じているわけではないが、彼が桁けた外はずれの情報通であることだけはクダンも認めている。

　そんなキリンの言葉によると、彼の中でクダンだけは例外らしい。

　クダンが何者であるのか。

　これからどうなるのか。

　キリンにもそれはわからないという。

　すべてを知り尽くし、退屈を極めたというキリンにとって、そんなクダンのみがこの世の関心事なのだという。

　それはいうなれば、唯一、まだ読み終わっていない本、解き終わっていないパズル、クリアーしていないゲームソフトのようなものらしい。

　どのように例えられても、とても失礼な話だ。

　とはいえ、クダンの気持ちに関係なく、いつでもキリンはつきまとってくる。それはまさしくストーカー並の行動力としつこさだった。

　ただ、彼が教えてくれる奇妙な噂話は、鵺という得体の知れない存在を探しているクダンにとって、どれも興味深いものだった。

　この世の中にいる、件くだんのような少し変わった存在の噂。

　例えば、出会えば不幸が起きるといわれるドッペルゲンガーの噂。

　クダンはその噂を追って、この街にやってきたのだ。

　今回も空から振ぶりに終わったが、こうして奇妙な噂を追い続ければ、いずれは追い求める鵺と出会えるかもしれないと思って。



「ところで、きみはまた未来を書き換えたね」

「あれは、私のことを忘れてもらうため」

「きみは優しいからなぁ」

　キリンは白い歯を見せて笑った。

　腹が立つほどにさわやかな笑み。

「なんで？　私が予言したのは最悪の未来」

「だからこそ、きみは優しいと言ったんだよ」

　キリンは足あし下もとに落ちていたカードを拾い上げた。

　それはドッペルゲンガーが落としたもの。

　そのカードの表と裏にはこう書かれてあった。
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　そのカードをクダンに見せながら、キリンはにこやかに語る。

「彼女はきみの予言のおかげで、その最悪の未来を回避することができるかもしれない。確定されていたはずの未来が、あの予言のせいで不確定になったからね。もう、僕にも彼女の未来は見えなくなった」

「私は予言をするだけ。そのあとのことは、私には関係ない」

　クダンの記憶は消えても、予言は残る。

　予言を聞いたドッペルゲンガーが、今後どのような生き方を選ぶかは彼女次第。

　もしかすると、彼女はクダンの予言よりも、少しはマシな未来を選択するかもしれない。しかし、それはドッペルゲンガーの意志であり、クダンはそのことに恩を着せるつもりはなかった。

「それもきみのルール？」

　キリンの言うとおりだ。

　予言という人の未来を左右する力。

　それはクダンにとって荷が重すぎる。

　だからこそ、クダンはその力に潰つぶされぬよう、自らいくつかのルールを定めていた。



　予言を本人以外に伝えない。

　予言を偽らない。

　予言をもとに自分から動かない。



「……あんな人間の未来からでも、自分が消えてしまうのはつらいかい？」

　キリンの不意の問いかけに、クダンはうつむいたまま何も答えなかった。

　キリンはいつもこうだ。

　自分が欲していることは何も知らないと言っているくせに、こちらの心はすべて見通している。

　きっと、顔を上げれば、いまの自分を一番慰めてくれる表情をキリンは浮かべているのだろう。

　自分はその顔を見て、受け入れ、大きな声をあげて泣けばいいだけのことだ。

　キリンは自分を抱きしめてくれる。

　泣きやむまで抱きしめてくれる。

　あとのことはキリンに任せておけば良い。

　すべてを知っているという、傲ごう岸がん不ふ遜そんで優しい男に。

　けれど、キリンも鵺ぬえではない。

　自分が探し求めているものとは違うのだ。

　ここで立ち止まれば、自分は件くだんの宿命を受け入れたことになってしまう。

　クダンが両手の拳こぶしを握りしめ、うつむいていると、小さなため息が聞こえた。

「たとえ僕のことを見てくれなくても、きみと一緒にいることはとても楽しいよ」

　キリンの沈んだ声に、クダンはいたたまれなくなる。

　だが、キリンはそんなクダンの気持ちを察してか、すぐにいつもの口く調ちように戻って語りかけてきた。

「じゃあ、きみに次のお話を聞かせてあげよう。ここから少し離れた街のちょっと不思議だけど、本当にあった話――」



    

  
    
      


終幕





　私は予備校帰りに、お気に入りのケーキ屋に向かう。

　けれど、今日のお目当てはケーキではない。

　いつものようにショーウインドーのガラス越しに中をのぞくと、彼女の姿が見えた。

　大きめのカチューシャ。

　無ぶ愛あい想そうなへの字の口もと。

　静かな湖面の色をたたえる瞳ひとみ。

「こんばんは」

　自動ドアが開いて、店内の甘い匂においが鼻をくすぐる。

　それは誰だれでも幸せにしてくれる香り。

「い、いらっしゃい」

　クダンはこちらを見て驚いた顔をしたかと思うと、不審な態度で目を伏せた。

　私はめざとくその視線の先を追った。

　クダンがおどおどした様子で見つめているのは、この店の一番人気のモンブラン。

　この時間にまだ残っているのは珍しい。

「ふふふ～、いったいなにを隠しているのかな？」

「別に、なにも……」

　クダンは慌てて顔を起こした。

　でも、もう遅い。

「だったら、そこにひとつだけ残っているモンブランはなぁに？」

「残念……見つかったか」

「隠したってダメダメ。じゃあ、そのモンブランをひとつね」

「うう～っ」

　クダンは口を尖とがらせて、のろのろとした動作でケースからモンブランを取り出した。

　いつもは無表情なくせに、ケーキのことになると思っていることがすぐに顔に出る。

　そんなクダンが可愛かわいらしくて、私も思わず意地悪をしたくなる。

「どうぞ」

　背の低いクダンが、ケース越しに背伸びをしながらケーキの箱を差し出した。

「ありがとう」

　私も背伸びをしながら、その小さな箱を受け取る。

　これでクダンからケーキを受け取ったのは何度目だろうか。

　それは私にとってどれも大切な思い出。

「どうかしたの？」

　私がケーキの箱を受け取ったまま動かないでいるので、クダンは不思議そうに首を傾かしげた。

「これ、いままでのお礼」

　そう言って、私はモンブランの入った箱をそのまま差し出した。

「えっ？　あっ、ありがとう……」

　私の贈り物をクダンは目を大きくして驚きながら受け取ってくれた。

　あの顔からして、きっとまだモンブランを食べたことはないのだろう。

　最後に良い贈り物ができてよかった。

「……もしかして、知ってるの？」

「うん、この前、店長から聞いたの。クダン、転校しちゃうの？」

「この街に鵺ぬえはいなかったから」

　そう言ったクダンの顔から表情が急に消えていく。

　まるでこちらを拒絶するかのように――凍り付いたクダンの表情。

「そうなんだ。寂しいな」

　私は彼女が探している『鵺』がどういうものなのか知らない。

　あのテレビ塔でクダンが語ってくれたことは、とても少ない。

　だけど、私はあの夕日が見える展望台でのことは一生忘れない。

　あそこで思い切り自分の名を叫さけんだことを忘れない。

　クダンを抱きしめた感触も。

　髪の甘い匂においも。

　忘れない。

　私は決してクダンのことを忘れない。

「絶対、電話するね」

「……ごめん、携帯電話はやめたの。もうコクバンを見る必要も無くなったから」

　クダンが顔を伏せながら言った。

　そんなクダンの態度は、私を不安にさせる。

　なにか様子がおかしい。

「だ、だったら、手紙を書くから。引っ越し先の住所を教えて！」

　いままで近くに感じていたクダンがどんどん遠くへ行ってしまう気がした。

　しっかり抱きしめていないと、どこかへ消えてしまう気がした。

「ありがとう……けど、ごめん。その前に、私からも贈り物があるの」

「えっ、なに？」

　普通なら、私は喜ぶべきだろう。

　だけど、そのクダンの言葉をまるで非難をするように私は硬い声で返事をした。

　ケーキケース越しの距離が、なぜか絶対に越えられない距離に感じられた。

「それは災いの予言」

　彼女の瞳ひとみの色が変わる。

　底知れない深みを感じさせる、静かな……静かな瞳。

　美しいと感じると同時に、私の心をざわつかせる色。

　良くないことが起きる予感がする。

　それでもクダンは私を見つめるのをやめてくれない。

　その視線を少しも動かすことなく、クダンはゆっくりと頭のカチューシャを取った。

　露あらわになる二本の小さな角。件くだんの証あかし。



「明日、午後十時三十二分、あなたの家が放火される」



「ほ、ほんとに……!?」

「この予言を聞いてどうするかは、あなたが決めて」

　その瞬間、私の中で変化が起きた。

　すっと心の中をなにかが抜け出していく喪失感。

　私はクダンから聞かされた予言の代償のことを思い出した。

「なんで……なんで予言をしてしまうのよっ！」

「友達の災いが見えているのに、それを胸にしまっておけるほど私は強くはないの」

　目の前でそう語るクダンの存在が、私の中でどんどんと希薄になる。

　指の間からさらさらと流れ落ちる砂のように……

　それはとても恐ろしくて、悲しかった。

「私は……私は、あなたを忘れない」

　声に出さねば怖くてしかたがなかった。

　どんどんクダンのことが心の中から消えていくことが怖かった。

「うん、私もあなたのことを忘れない」

　クダンは小さく微笑ほほえんで答えてくれた。

　私にはわかった。

　その笑みは、精一杯無理をして、私のために作ってくれたものだということを。

　本当は泣きたくて、泣きたくて、しかたがないはずなのに。

　だから、私がクダンの代わりに泣いてあげた。

　そんなみっともない顔の私に、クダンは笑みを浮かべたまま言ってくれた。

　私が言うべき言葉を――



「ありがとう。そして……ごめんなさい」



おわり



    

  
    
      


　あとがき



　人間が一生のうちに経験する出会いは、最大で何人までだという計算した人がいるそうですが、考えてみるとそれはなんだか怖い計算です。

　これまで自分が経験した出会いを数えて、残りは何人だと引き算をしてみたら……

「まだ、こんなにたくさんの人と出会えるのか」と思えるのならば良いのですが、もしも逆だった場合はどうでしょう？

　自分の世界を広げてくれる出会いが、有限のものであり、それを消費しながら自分は生きているなどとはあまり考えたくないものですね。



　さて、新シリーズの第一作目です。

　今回の主人公は、いつも帽子を被かぶっている、ちいさくて無ぶ愛あい想そうな女の子。

　彼女は持って生まれた秘密のために、いろいろな土地を訪れては、出会いと別れを繰り返してきました。

　出会いは偶然であっても、別れは必然。

　ならばせめてその別れは互いにとって良きものとなればと思いますが、やはりそこには悲しみもつきまといます。

　この作品はそんな悲しみをテーマとした三幕の物語です。



　本作の執筆にあたって、貴重なご意見をいただきましたＳＵＺＵＮＥ様には、この場をお借りしまして深く御礼申し上げます。私が物語の進むべき行く末に迷っているとき、いつも的確な道筋を指し示していただきありがとうございます。これからもお世話になります。

　そして、本作に素敵なイラストを描いていただきました朝あさ未み様にも感謝を。二頭身クダンの可愛さは、かなり私のツボにはまりました。

　最後にもちろん、最後までおつきあいをいただきました読者の皆様には、最大の感謝の気持ちをお送りいたします！

　それでは、また次の作品でお会いいたしましょう。



　――あっ、もしも次が待ちきれないかたは、私の『神様のおきにいり』シリーズも読んでいただけましたら嬉うれしいです。本作とはちょっと雰囲気は違って、愉快な妖よう怪かいたちがほのぼのもふもふと活躍する、そんなのんきな物語です。
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　著者

　内山靖二郎（うちやま・やすじろう）

　　第２回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞に『神様のおきにいり』で佳作を受賞。シリーズ化され、現在四巻まで発刊。

　　趣味はＴＲＰＧというアナログゲーム。専門誌にて関連記事も執筆している。

　　仕事をしていないときは、美味しいものを食べることと、お酒を飲むことばかり考えている。



　イラスト

　朝未（あさみ）

　　関西在住、のんびり気質なイラスト描き。

　　オンラインゲーム『クリスタルボーダー』でイラストを担当していました。

　　柴犬好き。



　　ＨＰ「羊の朝」

　　http://www.wombat.zaq.ne.jp/asa/
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